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〔483〕 中F―た¬「そて 缶た,金爺 命マキせ (Fa,BT)
(A)他人の間のことにかかわる人は困つたことになるものだ (B)(1)他人のことにかかずらわる
と厄介に巻き込まれるものだ(Fa)(2)他人の間に入つたり他人のもめごとにかかわると大変困つ
たことになるものだ(BT)
(N)(1)ョЧl街― とは暗可衝 ― と同義であり争っている人の間に入ると両方からの圧
力がかかつて困る,すなわち,板挟みになる,という意のイディオムである  (2)Of htue meddling
comes great easeお節介を余りしなければ安楽が得られるものだ (Fa l,DEP)They WhO in quarreL
hterpose,wnl often wipe a bbody nose(A)(Fa l)(A)喧嘩に割つて入ると鼻血を出すことになる (B)
余計な世話はやくな
〔484〕 ― 命 令 ― ―輸 t嗅マ(BT)
(A)機関車を走らせるにも石炭と水がいるものだ (B)人を動かそうとすれば当然金がかかるも
のだ
(N)(1)この諺はエンジン,すなわち,ここでは機関車を例に引いているのであるからインドに鉄
道が導入された以後のものであり,従つて(Fa)に掲載されていないのはある意味で当然のことで
あろう (2)(BT)はパンジャーブ語及びブラジュバーシャーの同義の諺を例示している ただし,
パンジャーブ語のものは_1命奇可中喩
…
とあり(BT)と全く同じ表現のものであるが,ブ
ラジュバーシャーのものは素百 ご計爺可,¶命計爺 「機関車も石炭と水で走る」になっている
〔485〕 ヤてく1、1`:くЧl,長lく: ホ｀耳 uくЧl(Fa l,Hin),(Fa 2,Mar) ■くヽ く1ヽ111N:翁可
寺針マTuくЧI(BT)
(A)インドラ神が発した大音声にわが胸は震え上がった (B)雷鳴が轟き降雨の気配に穀物を投
機のために買いだめしている商人は (価格の下落が)心配になつた
(N)(1)インドラ神については 〔487〕を参照のこと  (2)(Fa)のHinと(Mar)はここでは同じ
くいわゆるラージャスターン地方出身のマールワー リー 商人のことを指す
〔486〕 寺RT甲「 下「 っuむ 雨Tきててキ ¬肝・ に、(BT)
(A)コロシントウリの実は眺めるだけのもので味わうためのものではない (B)(1)外見はよいが
中身がよくないもののたとえ  (2)見かけは立派だが,いのよくない人のたとえ
(N)(1)ウリ科のコロシントウリ(cucum｀COlcynthis)は丸くて黄緑の実をつけるので見かけは立派
だがその果肉は苦いことから見かけは立派だが役立たずな人のことも指す
148η =可qくol,オWЧ、ul(BT)
(A)インドラ神の降らせた雨,母親のよそった料理 (B)雨水は畑に母の料理は子に安心を与え
るものだ
(N)(1)インドラ神はインド・アーリア族のインド到来以前からの主要な神であリリグ・ヴェー
ダ以来雷神としてアーリア人の守護者とされて多くの讃歌が寄せられたが,後代にはサハスラバガ
(サハスラロー チャナ)のようなガウタマ聖仙の妻アハリヤーを誘惑したために聖仙に呪いをかけ
られる好色で軽んじられる不名誉な神格にもなった しかし,インドラ神は寛容で忍耐強い人にた
とえられることもあり,また雷神としては今日もなお雨との関係は重んじられ雨乞い神事には祈願
の対象となっている 本来困ることのないはずの人が困るのをたとえる表現にラージャスターンの
次の諺があるように幸R命晰 融  (Raj)「(本来水不足に困ることのないはずの)インドラ神の
母親が渇きに苦しむ」インドラ神は降雨や水とはとは切り放せない縁がある  (2)これは灌漑の
水では到底及ばない天水の威力を強調する形で母親の子に与える影響力の強さをたとえるものであ
ろう (3痔て爺 ■― rr 輌ヽ ,調てい計T動 輌 (Lj)(A)インドラ神が雨を降らせようと思
うなら北風が吹こうが南風が吹こうが関係なく雨が降るものだ (B)(a)強い愛情があればいかな
る犠牲を払うことにながろうとも献身がなされるものだ (b)心があればそれは行動に現れるもの
だ (c)自分の感情に応じて相手の反応があるものだ (d)何事かをなそうという意欲があれば道は
必ず開けるものだ
〔488〕  菅下_く ぶにで下電喩uI」(BT)
(A)親切一つ,損害一つ (B)(1)他人に役立つこともするが損もさせるような人のたとえ  (2)
人に与えるものと人から受け取るものとの釣り合いがとれていなければならない関係について言う
(3)借りたもののために損の生じる場合についてのたとえ
〔489〕 雨 u、 Чd uql u、¬でヽ ,きくlqul R RttT T¬ぼや(BT) て下ug哺てT,uq:ug
綸 ,じu、lq■希赫 T赫 (Fa l,Hin) 雨 u、ョ
『
uql u●綸 ,SuくIqЧき赫 T可高ヤ(Fa 2)
(A)十万人の息子,十二万五千人の外孫のあったラーヴァナの家に灯心も油皿もなし (B)(1)慢
心によリー 切のものを失うたとえ  (2)家族の大きさを自慢する人を椰楡する言葉 (■,BT)
(3)非道の人は必ず滅びる(BT) (4)人の滅するのは必定である(BT)
(N)(1)ラーヴァナとはもちろん叙事詩ラーマーヤナの中でラーマの妻シーターを奪ったために
ラーマに退治されたランカー島の王のことである  (2)(Fa l)では雨 蘇「 ではなく甲,マて であ
るが,意味に相違はない なお,(Fa l)ではヒンドゥー が専ら用いるものとされている  (3)(Fa)
によれば,灯芯と油皿は男子の世継ぎが死者の手に黄泉路を照らす明かりとして持たせるものであ
り世継ぎにより点火されるものである もつとも,(BKS)によれば,「灯火が点らない」ほどの意
味でしかない薫rl蒔F ttTさて ■0,きたo百π Ftt T輌命(BKS) (4)甲,マて F,爾蒻
膏命,研rlM「ミπ,赫t蘇介(Raj)(B)(a)富や勢力,軍力などを誇つてはならないものだ 人
は時間には勝てないものだ 一切のものは瞬時にして失われるものだ (b)時間を超えるものはこ
の世には何一つないものだ 常住不変のものは何もないのだ (5)爾FOて
「
尋可 蒻 諏鋪 W呵きπ
鮨TT歌針‖(AV)(B)世界に無比の勢力を誇ったラーヴァナの一族でさえ滅びたのであるから常
人については言うまでもない.慢心が身を滅ぼすことになるたとえとして用いられる表現である
(6)甲「― Fヨ可 蒻 π命赫 薇 缶町π輌命(Kah,‖1晏i。2)(B)この世ではいつどのような不
測の事態が生じるかわからないものだ。権勢を得たとて傲慢になってはならない (7)〔675〕を
参照のこと (8)計ぎて お「で町 研て T合計蘇百 き缶町T可命(Kah,マて。1)(A)(今や)一千万人の
息子と十二万五千人の外孫のあったラーヴァナの弔いをする人すらいない (B)この世は傍いもの
だ。嬌りたかぶることは愚かしいことだ
〔490〕  ミ"l計3でゃ:爺,― 衰 ―   (BT)
(A)一つより二つあるほうがよいが,二つ集まればよからぬことになる (B)内緒話は二人の間
だけで保たれるものだ 二人になると保たれないものだ
〔491〕 ミ輸:,命,FII「,Чc■l判ぃ や面 (Fa l,E)(BT)■輸 I,平論 ,TrIF,Ч
`ョ
l則ぃ
計 oくl(Fa 2)
(A)(1)バトナーの街にはイッカー (二輪馬車)と弁護士,それにロバが溢れる (2)パトナーの街
にはイッカーと弁護士とロバが常に揃つている (B)パトナーの名物はイ ッカーと弁護士とロバで
ある
(N)(1)なお ,(Kah)によ れ ば ,ミ輸 1,お清 ,tTI「,― ‖Qく キ 爾 町 で あ り,これ の 出 典 は sw
Fanonの(Fa l)である
〔492〕 ■、Ndや― ― きЧ (BT)
(A)尊敬により人,軽蔑により獣 (B)世間の尊敬を受けてこそ人は人とされるが,尊敬されな
い人は獣同然である
(N)(1)1‐dと言う言葉はヒンディー語でもウル ドゥー 語でも体面や面目を表す言葉としてよく
用いられる 反意語は若雨奇 である  (2)次も同じことを述べるものである■_。希研奇 可面 可
お き財が名誉に比べられようか(Fa,)(BT) (3)―可き命 佃蘇奇 き(Fa)(A)面子のある人は
不運なものだ (B)体面を保つには様々な苦労があるものだ
〔493〕 ■o■i了赫 ― ごきキ・・ '(Fa l) ■o■1マ
『
「
`派
希~硼 さや・ H,(Fa幼
ミo■1=ξ爺計赫 釧きやnT(B_T)
(A)嘘を吐くなら小麦粉に混ぜる塩ほどにすべし (B)度を過ぎた嘘は見抜かれるものだ.嘘を
つくにもほどほどにしろ
〔494〕 ■。■1"ぃlマ扁汗― 釧さ や命T(Fa,BT)
(A)利益は小麦粉に混ぜる塩ほどにせよ (B)ほど どに儲けるのが商売のこつだ(BT)あまり
利益を追求するのはよくない (Fa)
(N)(1)(Fa 2)はこれを商業界に用いられるものとする  o)(Fa l)はこれを投機に関するもので
「投機には安全な限度を守るべ し」とする
〔495〕 ざい肝雨■計命wき(Fa,BT)
(A)~つにまとまることは大きなことだ (B)団結すれば大きな力となる
(N)これと同義のものに次がある手爾市 a計3"。き(Fa l,BT)■●,I●き03"oき(Fa_2)(B)団
結は力なり
〔496〕  百Чて雨T Чl`l ゛ギでllЧl(BT)
(A)こちらでの欠損はあちらへ行った (B)(1)一方での損害は他方で取 り戻せるものだ (2)気概
のある人はどうにかして不利な立場を乗 り越えるものだ
(N)(1)請計 軒含 計 針肴(Raj)(B)(a)欠損はいずれ取 り戻せるものだ (b)なにかの欠陥が他の
もので補われるたとえ (c)なにか足 りないものが他で補われるたとえ
〔497〕 甲て躊硬
「
ごqq,~ξ命可,II ttR(Fa l,Mus)TR―ご、q'―ヨ奇研 ,
試 稀甲[?(Fa 2)
(A)こちらの方角にはカアバ聖殿がありあちらの方角にはハディージャーの墓がある どちらを
向いて小便をすればよいのや ら (B)進退窮まったり途方に暮れることのたとえ
(N)(1)(Fa l)のハティージャーは預言者ムハンマ ドの妻ハディージャのこと (2)イスラム教
徒は小便をする際にメッカやハディージャーの墓のある方角を避けてしやがむものだ。(Fa l)
(3)(BT)はこれと同義のものとして次の諺を掲げている.覆赫 藁 製q命輸 aきぃ蜃 (a)
こちらの方角にはカアバ聖殿がありそちらの方角にはクトゥブ (イスラム教において最高位に立つ
とされる聖者)がまします。ハティージャー様はどちらの方角を向いて寝るのがよいのやら (b)
進退窮まった状態をたとえる表現
〔498〕  lЧて下期岸蒻 て
「
キ(BT)
(A)こちらには井戸,あちらには堀 (B)絶体 命の状況にあるたとえ.【前門の虎,後門の狼】
(N)(1)―
“
-3ql(BT),覆賦 ゴ ,藁恭 Ⅲ (Fa l),(A)こちらには堀,あちらに
は井戸 (B)絶体 命の状況のたとえ零RFポ計ぎ計 ―
'ぼ
計ヨ煮Fa 2,BT)(A)こちらに落ちれ
ば井戸,あちらに落ちれば堀 (B)進退窮まった状況のたとえ  (2)=BetWeen scylh and Charybdis
(BT) (B)前門の虎,後門の狼  o)ow責ヽ T蜻命キ｀結 市 蒻煮Kah,劇|ミ1。,2)及び請 ゴ
計 頭オ(K_L)は語彙に違いこそあれ (Fa 2,Bt,BKs)と同じ表現である(A)こちらに進めば井戸 ,
あちらへ進めば堀  
“
)令嗜 きF,奇嗜 計0まLj)(A)こちらに落ちれば井戸,あちらに落
ちれば堀 (B)進退窮まった状況のたとえ
〔499〕 耐てき― T― 希赫  (BT)
(A)こちらの花婿側の人でもなくあちらの嫁側の人でもない (B)(1)だれからも相手にされない
ような存在感のない人を椰楡する表現 o)第二者の立場にある人のたとえ
(N)Neither ish,■esh nor fowl(BT)(B)得体の知れないものやどっちつかずのもののたとえ 【海
のものとも山のものともつかぬ】(DEP)
〔500〕 覆 T―,てqul f積 (Fa,BT)
(A)この厄介なものはこちらにもあちらにも見つからず一体どちらにあるのか (B)(1)どつちつ
かずのたとえ(Fa l)(2)どうしても災厄や困難を避けることのできない状況のたとえ(BT)
(N)(1)Neither die nor get well(Fa l)(B)(a)どつちつかずのたとえ b 物事がはつきりしないた
とえ
〔501〕  蒻 u・1く: ぎヽ「 ― Iごずに■(BT)
(A)こちらで声をかけるとそちらでブー トがすぐ答える  (B)呼ばれた人がすぐさま返事をし
たりその場に現れたりすると冗談めかして言う言葉
(N)(1)(BT)はTalk of the de宙l and he is bound to appearを掲げているが, これはSpeak Of the devi
and he will appear(DEP)と同義であろう.だが、【噂をすれば影がさす】は噂をすると噂になつた
人が「たまたま来る」ことに重点があるようだから,悪口を言うと関係のある 【呼ぶより謗れ】と
は少し隔たりがあるように思われる。  (2)厳密に定義なり説明を加えることが難しいものであ
るが,ブー トとは不慮の死,自殺,刑死などにより死んだ人の霊が然るべき供養がなされずに浮か
ばれずにいる死霊のことを指すものと考えるのがよいだろう。そのような意味で幽霊と訳すことも
できよう ただ,このブー トと呼ばれるものには様々に分類されるものが含まれるのであるが,一
般的にはその姿は影を作らない,地上に足がつかない,足が後ろ向きについている,芳香を嫌 う,
色黒であり鼻声で話すなどの特徴が伝えられる もちろん,このブー トという言葉は比喩的な意味
合いでよく用いられる言葉でもある  (3)(BT)はラージャスターンの― r.甫と言う諺を
同義のものとして掲げているが,(RaJ)は「夜分だれであれ大声で呼ぶとブー トがつきまとう」と
いう俗信のあることにも言及している
〔502〕 赫
"l喩
π 駅煮 可 H蒻1(A)この人の鼻の上には怒りのたこ (勝抵)ができている。
(B)怒りっぽい人のたとえ
(N)(1)四六時中怒りの表情が鼻の上に現れてこのようになっていると言う表現である (2)した
がってこの諺は次と同じである。調諭 ■ぃ π せ蒻lくヾ I(く'幻1)きくolさ(Fa,BT)(A)この人の
鼻にはいつも怒りが用意されて載つている (B)詰まらぬことで怒る人のたとえ これはイディオ
ムとしても用いられる  (3)ヒンディー語では不快感を表す言葉としては■Ⅲ肴―   (.・1・1),
すなわち,「鼻と眉間にしわを寄せる」などのようにしばしば鼻と眉を表す語彙が表現に含まれる
〔503〕 百希 ぎ 計 平せ 雨 Чミ1■"dlき(Fa l)ョ静 ぜ 計 → 可 Чミ:Ч ЧoOIさ(Fa 2,BT)
(A)(1)この連中は皮で作つた舟で商いをしている (B)(1)売春で稼ぐことのたとえ(Fa l)(2)売
春婦のことを婉由に言う表現 (Fa 2,BT)
(N)ヒンディー語で可せ 可・ 〔lo¬可 皮の舟を走らせるとは女街や女の紐になることを指す
〔504〕  1日■計命 R翠0「(Fa,BT)
(A)こいつ (の名前)も書き留めろ (B)(1)他人同様自分も失敗をした際に自嘲的に言う言葉 (Fa 2)
(2)愚かな人を指して言う言葉 (BT)
(N)(1)これはアクバル王と曽呂利新左衛門とも言うべきビールバルとの間に交わされた多数の
笑話,ないしは,頓知話の一つである アクバル王が,この世には青眼の人と盲人とではどちらが
多いかと問いかけたのに対してビールバルは盲人のほうが多いと答えた。王に問われてこれを実証
するためにビールバルは書記を伴って人通りに出て行き石を拾い始めた 通行人が「何をしている
のかと」間う度毎にビールバルはこの人の名前も (盲人の内に)書き留めろと命じた 何をしてい
るのかを見ていながら問いかけるのは目が見えないからだと言う理屈であつた  (2)ヒンディー
語では盲人には愚者の意味もある
〔505〕 〒T 雷ヽやキ瀞 ¬き―    (B.T)
(A)このゴマの実からは油は採れない (B)(1)けちな人や抜け目のない人のことをたとえて言う
(BT,Fa)(2)ここではなにかが手に入ると期待するな (Fa 2)
(N)(1)これとほぼ同義のものと思われるのは次のものである.ョ缶計 汁清 ■ (Fa 2)(A)このゴ
マの実には油が入っていない (B)極度の吝薔や狡猾な振る舞いをする人のたとえ  (2)可赫計
清 モや(Fa l)(A)このゴマの実には油が入つていない (B)You cannot draw Ыood iom a stone(Fa l)こ
れは(You cannot)dra.7 blood from stone(DEP)「不可能なことをなそうとするたとえ」のことか
(3)t飾訂針清 下さ(Kah,新。1,2)(A)このゴマの実には油は入つていない (B)何一つ期待できな
いようなけちな人を椰楡する表現曇に
'面
゛計市π時面や(Kah,‖lQI。2)
〔506〕 可 ― キ計 日 ぜ Ⅲ , rヾq‖uキでは(BT)〒T― キ計「 1ぜⅢ ,金qNキ耐 責(Fa)
(A)こんな正直者がアギをどこから手に入れて脇の下につけたのだろうか (B)こんな正直者がそ
んなおぞましいことをするはずがない 正直者が濡れ衣を着せ られたとしてその人を擁護する表現
(N)(1)アギasafOetida(asatttida)はセリ科オオウイキョウ属の薬用植物の根から採れる樹脂で薬用
の他インド料理に香味料の一つとして用いられるものだが,臭気が激しいので体につけようとする
人はいないものだ (■2)
〔507〕 ミ■ul■輸 可tosuき(Fa)
(A)人間は水の泡と同じ (B)人命は拶いものだ
(N)(1)(Fa)には同義の次の諺がある 薇Hul■汗専「 ― rき?(A)人の体に一体何が備わ
っている
というのか (B)人はいとも簡単に息絶えるものだ
〔508〕 ■・lul■ききき(Fa)
(A)人間はやはり人間だ (B)人間だから過ちを犯すものだ
〔509〕  ミ贅●― き(BT)
(A)恋は盲目なり (B)恋に落ちると思慮分別を失 うものだ
(N)(1)Loveヽblind(BT,DEP)(B)【恋路の闇】  (2)lo oさ珊奇 鮪t~  (Raj)(B)(a)
恋をすると人は分別を失う (b)恋路に迷うと恥も外聞もなくなるものだ  (3)1●oき¬耐 市奇 綸
キざ (Raj)(A)恋に落ちた雌犬は泥の中を転げ回る (B)(a)不道徳な人間には善悪の区別はない
(b)恋をすると人は分別を失うものだ (c)なにかに熱中すると世間体を気にしなくなるものだ (d)
恋をするとどのような損害も不名誉も気にしなくなるものだ (4)もつとも,(3)は同じ"o(―)
という言葉を用いてはいるのだが愛欲とか欲情と言つたような言葉に言い換えたほうが適切な表現
であると言えよう
〔510〕 ポ喘ョ耐 き1せυЧぐ:(Fa)ポmmT穐 舟(BT)
(A)恋は隠しておけないものだ (B)恋愛関係は当人たちが如何に秘めようとしても自ずと露に
なるものだ
(N)(1)―キせ嘲つ
―
t時ヽ Raj)(A)恋心と薦香は隠しても隠し果せないものだ  (2)同
工 の も の は 次 の 諺 に も 見 ら れ る 響 筍 ,ぴ 師 ,ご 命 ,ヽ資匈 ,で「 蕉厠 可 ~¬ ま (BT)(B)恋 と 磨 香 ,
空咳と人殺しは隠し果せないものだ  (3)次も同じことを述べる― 計‖|〔 ●資RT頭印嗽BT)
(B)恋路では殿様も乞食も同じ
〔511〕  てT喘1■ ヨ¬計, su ●1" 頭    (BT)  てT¶1■ ヨ1計, `u 喘Iョ υo: 命 (Fa l)  百
『
喘:」
W',Su●l■~奇 (Fa 2)(A)こちらの耳で聞いたのをそちらの耳から捨て去った (B)忠告や
教訓など他人の言葉を馬耳東風と聞き流す人のたとえ
(N)(1)‐マ●T・r覇ヽ 蒻 Tl‐T臓輌命(BT) (2)日本語の諺 【右の耳から左の耳】は単に聞いた
ことを次から次へと忘れてしまうことを指すようであるからこの諺とは意味が違うことになる.In
at one ear and out at the other(DEP)聞き手に何の感銘も与えないことのたとえ  (3)資綸 ゞ
掟 前キー 奇 (Kah却l●I。 2)
(A)こちらの耳で聞いたことをそちらの耳から取り出した (B)告げ口や嫌な話を聞いたらすぐ
さま忘れるがよい  (4)可結 口 ,30「希 葡a(Raj)(A)~方の耳で聞き他方の耳から取り出す
(B)(a)人の話を開いても聞き捨てにする人のたとえ (b)何事にも全く注意を向けない人のたと
え (c)何事もいい加減にしか開かない人のたとえ
〔512〕 ¬命鶯ご汗可命き(BT,Fa)
(A)この人の腹にはひげが生えている (B)まだ子供なのに才気走つたり知恵者であることのた
とえ(BT,Fa 2)
(N)(1)(Fa l)の意味の説明にはold head on young shouldersとある これが (You set)an dd(man'S)
head on(a)pung(man's)ShOuにers(DEP)「不調和や不条理のたとえ」と同義であれば(BT)や(■2)
のように単なる誉め言葉ではなかつたのではないか。次の (b)を参照.  (2)10r｀ヒ 汗蔀叡RaJ)
(B)(a)まだ幼いのに極めて聡明なことのたとえ (b)まだ子供なのに大人びた振る舞いをするこ
とのたとえ
〔513〕  百T Чlく ЧTじ劇 ЧIく (BT)
(A)こちらの岸かそれともあちらの岸か (B)(1)両方とうまく対応するか両方から利益を挙げよ
うとするかの場合を言う (2)失敗か成功かを問わずなにかをやり通す決意を表す言葉 のるかそ
るか (伸るか反るか)。 一か人か
(N)(1)ヒンディー語でこれと全く同じ表現がイディオムとして用いられる場合,「最終的な決定
が下される」の意になる  (2PTCR希可 叩嗽Lj)(B)(a)命がけで試みる人のたとえ (b)大
成功を収めるか大失敗になるかという状況のたとえ (c)結果を問わず目標に突き進む人のたとえ.
のるかそるか
〔514〕 百TPギきou口円 さ(BT)
(A)この手で与えその手で受け取る (B)(1)善悪の行為の結果は直ちに得られるものだ (2)現
金取引のことを言う
(N)(1)Tて暫漱Tt灯足暫 静庁はイディオムで「即刻決済する」意を表す  (2)可夢 論奇蒙 研
夢 命諏RaJ)(A)この手で受け取りその手で与える=寺夢 き,きて円き(Raj)(A)この手で与えその
手で受け取る (B)(a)注意深く対処したり仕事をするたとえ (b)何事にも借りを作らない人のた
とえ (c)少しも気を緩めることなく遅滞なく事を処理する人のたとえ
(キ)
〔515〕 お 雨 ■qlq lぼR(BT)
(A)れんがのお返しは石でする (B)相手の手法以上に厳しい方法で報復するたとえ
(N)(1)(Fa)及び(BT)はともに次の諺を掲げている お 命 諭 ,T収奇 漸ЦA)れんがの借りを
石で返す (B)しっぺい返しIt for tat(Fa l) (2)おき冷 命 軒西き0議Raj)(A)れんがを食らわ
せる人は石を食らうに決まつている (B)(a)れんがを投げつければ石を投げ返されるものだ (b)
いかなる代価を払つても報復をするたとえ (c)悪者に対しては即座に報復をすべきである 悪事
を見逃すのは罪である
〔516〕 セ 命 赫 IF―司t(BT)
(A)れんがを採るためにマスジド (モスク)を壊した (B)(1)僅かの利益を求めてかえって大損
をするたとえ (2)僅かばかりの利益を得ようとして他人に大損害を与えるたとえ
〔517〕 蒻 キRw―命は縦rさ(BT)
(A)サトウキビの茎を搾る際にはそれと一緒に他の草の茎も搾られるものだ (B)一人に災難が
及ぶとその人の親戚や縁者など周囲の人たちにまで累が及ぶたとえ
〔518〕  寺Tてヽ 〕青職「せq:く¶(Fa,Irom,BT)
(A)イー ド (祭り)の過ぎた後でおめでとうの挨拶をする (B)時機を失して祝いの言葉を述ベ
るたとえ
(N)(1)(Fa l)は,これに女性の間に行われるものとの注をカロえている
〔519〕 ヤ 命き 豪(Fa,BT)(A)イー ドの明くる日はタル (B)(1)繁昌したり盛んであったり
したものが終わりになるたとえ(BT)(2)栄えれば衰えるのが理(BT)o)尊敬された後侮られ
ることのたとえ(BT)(4)なすべきことは然るべき時になさなくてはならないものだ (Fa 2)
(N)(1)(BT)はこれをお 希計豪,―命す哺π とは異なるものとして説明している  (2)SW
FallonはA new Hindustani English Dicionaryの中でタル(豪)とはイ~ドの翌日と説明している。ま
た,諺辞典の中ではこの諺は並んで掲げられている諺蒙 希計豪,― 命゛ 命蒻 「イー ドの明く
る日,バー ラー ト (結婚式で花嫁の家に向かう婿側の行列)の済んだ後での太鼓」と同義である
としている  (3)」T PlattSのA Dictionary of Urdu,Classical Hindi,and Englishによればタル (ごc)に
は「叫び声」や「喚声」の意もあるのでこれはう蒻 (太鼓)と対になる語と考えるべきであろうか.
そうすれば時機を失することのたとえとなろう
〔520〕  ヤ qlq¬希可T(BT)
(A)イード (断食明けの祭り)の後で断食をする (B)イードに出費が嵩み後は断食をする羽目
になるように楽しいことがあれば辛いことにも耐えなくてはならないものだ
(N)(1)キ甲〕ホ訂(Raj)(A)イー ドの後で断食をする (B)(a)贅沢三味の後で断食をする (b)贅
沢三味をする人は後で苦しい目に遭うことになるものだ (c)人の一生には浮き沈みがあるものだ
〔521〕 熟阿ぞ計Чq顧丁き(BT)
(A)信用がすべてだ (B)(1)この世の一切のことは信用の上に成り立つものだ (2)他人を信頼
して金日のものや財産を預けて行く際の挨拶の言葉
(N)(1)=請百 きさ蒻 画 さ(BT) (2)請耳 きさ蒻 画「 (Fa l)(B)信用があれば一切のもの
が備わるものだ
〔522〕 綺 さ揃 ―  (BT)
(A)嫉妬 (心)より怒りがまし (B)嫉妬はいつまでも続くものだが怒りは一時のものだ
〔523〕 練 ごき命 uQIЧolゃくolき,金赫 uミlЧol椰マ甲金き(BT)
(A)神は自ら助ける人を助ける (B)【天は自ら助くる者を助く】
(N)(1)これはラテン語起源で英語の次の諺の翻訳である.cod hdPsthem that hap themsdves(BT,
BEP)HeaVen helps them that help themsel“s(DEP)  (2)(Fa)にはこれに類するものの記述はない
〔524〕 彙T(ギ計HlЧl,雨ま 町 雨さ υlЧl(BT)
(A)神の幻力, 日向もあれば日陰もある (B)この世の中は神の支配するところ 一切のものが
一様ではない
(N)(1)  無 訴ヤIR「そ硬針 くTa瞑針 57T(Kah,せ。 1)V市朝暉 希 IRF¬戻針 くマ ¬硬針 5鷲汀 (Kah,41ミi。 2)
(B)日の照るところもあれば日の陰るところもある.悲しみのあるところもあれば喜びのある
ところもある これはすべて神の幻力のなせるわざである
〔525〕 蒻蒻きくくqlく｀ 漱きて o満いはさ(BT)
(A)神の裁きの庭では遅くはあっても無法はない (B)人はその善行と悪行の果を必ずや受ける
ものだ 【天網恢々疎にして漏らさず】
(N)(1)静π は秦豪 や v国耳 の形で用いられることがある  (2声嘔百 希 ず｀ と き,7・「 諄潰
命令(R」K)(A)神の館では遅れることがあつても無法はないものだ (B)悪人はいずれ悪行の果を
受けねばならないものだ  (31-可て｀ き,い表 西 マ (B)神は悪者をいつかは必ず罰する
ものだ 無法者が贅沢三味に耽つているのに対して発せられる言葉 
“"嘔
百 ヽす｀ お き●・「誅資
命令(Lj)(B)これは(R」K)と同じ表現であるが,「人の願いは必ずや叶えられるものだ」という
ことに強調がある
〔526〕 ホ
「
できuT T命き(BT)
(A)神の手はとても長い (B)神は一切のものを守護する。一切のものを育むのは神である
(N)(1)おπ Oコ円・lm(Raj)(A)神の手は長い (B)(a)神の愛と正義に及ぼす力は強大である
(b)神は望めばだれでもどこででも助力することができる (c)神のなし得ないことはない
〔527〕 無R命ぃくo:きを賠 き喘くolき(BT)
(A)(B)神の為すことは正しい
(N)(1)(BT)には次の諺話がある「指を怪我した殿様に大臣が,「神の為すことは正しい」と言つ
たので立腹した殿様が大臣を牢屋に開じ込めた.狩に出かけて未開人たちに捕らえられた殿様は生
け贄にされようとした。ところが未開人たちの祈祷師が殿様の指に傷があるのを見つけ生け贄と
しては不適として殿様を解放した.殿様は領地に戻り大臣に赦しを乞うた」  (2)罵貧 甲針命 。奇
(Raj)(A)神の為したことは正しいこと (B)(a)神の為すことはすべて正しい (b)神の望むところ
を退けることはだれにもできない (c)この世に起こることはすべて神の為すことである
〔528〕 式平Rおきd計"Чくっ1●ゃく漱Tき(BT)
(A)神は人に授けようと欲するならばたとえ屋根を破ってでも与えるものだ (B)神の慈悲があ
ればどのような形でも手に入るものだ
(N)(1短軒激πと,さす呵て― む「
改Fa_1)、1ヽミ
「
こ命""oっ1●●く豪Tき(Fa 2)(A)神は授ける際
には屋根を破ってでも与える (B)(a)神は人が予期せぬ方法で与えるものだ(Fa l)(b)神は望め
ばいかなる方法でも人に授けるものだ(Fa 2) (2)I●●「TW面論 引予て議面 可R¶七 きお 戯
(Kah,Iw°2)(B)予期せぬものが手に入ったことを表すたとえ 【棚から牡丹餅】=… 漱百 ぃ
夢π ― 希漱百 (Kah脚lQI。2;幸Pl): (3)Ч研冷 き びπ ¶翁 漱や(Raj)(B)(a)神は助力
しようと思えば屋根を破ってでも出来るものだ (B)神に絶対的な信頼を寄せる人のたとえ (c)人
の努力よりも運命や神に多くの信頼を寄せる人のたとえ  (4"国百 冷 蒻 蓼π ¶蜀てき(R」K)
(A)神が与えるつもりであれば屋根を破ってでも与える (B)どうしても手に入る見込みがないと
神はどのような形でも与えるものだ  (5)(R」K)には次の諺話がある.一人の貧しいバラモン
は大変に信心深かつた。妻が稼いでくるように言うとバラモンはいつもこの諺を口にした。ある日
よその村へ行く途中,一本のインドボダイジュの根方に光るものがあったので掘ってみると宝石の
いつぱい入つた水瓶が出てきた.しかし,バラモンはそれを元通り土中に埋めて立ち去った 家に
戻つてその話をすると妻はなぜそれを持ち帰らなかつたのかとなじつたが,バラモンはやはりこの
諺を言つた これを家の外で立ち聞きしていた盗賊たちは早速それを掘り出しに行つた 出てきた
水瓶には蛇とさそりがいつぱい入つていた 盗賊たちは腹が立ったのでバラモンの家の屋根の上か
らそれを投げ込んだ ところが蛇とさそりは宝石に変わった
〔529〕 寺
『
ЧIЧ lにお T ЧIЧ (BT)
(A)ねたみはなくなつても痛みはなくならない (B)ねたみはなくなっても心に生じた痛みはな
くならないものだ
(N)(1)雨ヨπ 訴爾 奇「
計―  (Kah,て。嘔°) (2)(BT)は次も掲げている奮 爾 赫 雨介お
π可金 (■報暉) (0蒻は争針 の意でこの地方には一般的に用いられる形か
〔530〕  寺田■ πヽ寺赫 ,HluヾlЧl―    (BT)
(A)クリスチャンはだれの仲間か ご馳走の食い逃げをする連中 (B)クリスチャンは甚だ身勝
手なものだ
(N)(1)特定のカーストの特性とか特徴とされるものについて述べる諺は多数あり必ずしも上位
カーストが下位カーストを卑じめたり椰楡するような諺とは限らない.バラモンやクシャトリヤな
どの上位カース トも椰楡される諺も少なからずある しかし,インド社会の中で独自のコミュニ
ティーを形成するクリスチャンに関してこれに類する諺は他に見当たらないようであり(BT)も他
の言語の例を掲げていない
(3)
〔531〕 赫 配哺r要哺奇
'・
lH(BT)
(A)指の切り傷で殉教者の仲間入り (B)ありきたりのことをしただけなのにそれを手柄に名を
揚げようとする人を椰楡する言葉
〔532〕  き可囀計喩こI ■1‖ くq 師   (BT)
(A)(自分のために怪我をした人を嘲つて)「指切られ」と渾名をつけた (B)恩義ある人を嘲笑
するたとえ
〔533〕 れ計 哺 て
'Ч
喩‐1(Fa l)れ命 ― で可 Ч喩。1(BT)
(A)指先をつかんだ後は手首を握る (B)(1)人の行為や親切にここぞとばかりつけ込むたとえ(Fa)
(2)僅かなきつかけから始めて自分の大きな目的を達成するたとえ(BT)
(N)(1)桑嗜 瞑きだす Ч・・ 。・ (Kah,判l●1。2)(A)はじめは指先をつかんで
ついには手首をつかむ
(B)わずかに得た便宜や権利を利用してついには全部を手に入れようとする人を椰楡する表現
(2)幸ピトЧ。へ 希
「
嗜さ(KL)(B)ほんの僅かに得た便宜を利用して全部をわがものにしようとす .
るたとえ
〔534〕  υ喘ol、ゃlH ■●lヽ, 百いoTギせξ¬|キ(BT)
(A)せくとしくじる 賢者は忍耐する (B)急いでするととんでもないことをしでかすものだ 賢
者は常に忍耐強くことを為すものだ 【急いては事を仕損じる】
(N)(lπ田合 計=ょuヽin輪(BT)(A)せくとウドンゲの実は熟さない (B)物事にはその時があ
るものだ 然るべき時を待つべし
〔535〕 ― 蘇 ゛
ョI ¬ヽさ懸 針モ清(Fa l)赫蘇 ゛ ヨIヽ・ 計缶請 爺 (BT)
(A)(1)悲しみに沈んだ陶工の妻は爪で土を掘る(Fa l)(2)せつかちな陶工の妻は爪で土を掘る
(Fa 2)(3)せつかちな陶工の妻は爪で土を掘る(BT)(B)(1)爪で地面を引つかくのは悲しみの
しるしである(Fa l)(2)あわててなにかおかしなことをするたとえ(BT)(3)恥ずかしさのた
め,あるいは,悲しみのため土をひつかくことのたとえ.爪で土を引つかくのは不吉なこととされ
る(BT)(4)せつかちさのあらわれのたとえ(Fa 2)
(N)(1)―言輛0-t輛介爺 (Raj)は(Fa)や(BT)と全く同じ表現のものである  (2)そ
の意味は(BT)と同じである  (3)「なにごとも急いでは成し遂げられぬものだ」(Raj)従つて
これは 〔553〕と同じ意味のものと考えるべきであろう
〔536〕 画 命 キf派負T tt T命や可 sヽ■1(BT)~キ飾ξ俵町 ,さで命 w¶:
sく (Fa)
(A)臼に頭を突つ込んだからには杵を恐れることがあろうか (B)行動を決めたからには困難を
恐れたり危険に躊躇したりしてはならないものだ 【毒食わば皿まで】
(N)(1)これは耐 ヽ 及び― キ の形でも見られるものである。
→〔60".  (2)In for a
penny,in br a pound(Fa l,BT,DEP)(A)ペニ~を手に入れる仕事を始めた以上はポンドも手に入
れなければならない (B)仕事を始めたからにはどのようなことがあろうとも最後までやり遂げな
くてはいけないものだ  (3)面針静 Rr‐~露青 ―  (KahぼF。2;―°1)(A)自の中
に頭を突つ込んだ状況であればどれだけ打たれようかと数えられるはずがない (B)余儀ない状況
にあつてはどれだけ不都合が生じるものかわかるものではない  (4)蒻命 汗πす 滸 奇きま 綸
訳奇(Kah,さ。1)(A)臼に頭を突っ込んだからには打たれることを恐れることがあろうか (B)苦労
を覚悟したからには恐れることはないものだ赫 キ● 漱合も tuく希前 豪 (Kah,Mlミ1。2)(B)
障害を覚悟の上で決断したのであれば何を恐れることがあろうか  (5)―汗腋 缶T命面 雨
TTr豪?(BKS)(B)~旦行為を決断したからにはどのような困難にも立ち向かわなくてはならな
いものだ
〔537〕 o・:olくヽЧ oЧ。1さ(BT)
(A)昇る太陽は熱い (B)【栴檀は二葉より芳し】
(N)(1)この意味場 として一般に用いられるものは次のものである ― 面 希― ―齢
― (Fa)副訳F厳可 希菅ョ豪 Чて (Kahき酔 1;3,豪。3,モ阿°2)(A)見込みのある若木は二葉の
うちからつやがある
〔538〕 ご蔵寺やuq uくR「含き(BT)
(A)上昇するものには皆が頭を下げる (B)(1)勢いのついているもの,あるいは,高い地位にあ
るものには皆が頭を下げるものだ (2)勢いの失せたもの,あるいは,地位を失つたものは皆から
侮られる
(N)(1)同義のものに次がある。コ計奇 蒻 蒻 甲命 き,Fさ命 命キ=ぼ(BT)(A)上昇して行く人
には皆が頭を下げ,沈んで行く人にはだれも頭を下げない
〔539〕  赫 て計●卜■― dや油 BT)  爺 ぎや― , ョ市計ぎや赫    (Fa)
(A)吐き出せば目が潰れ飲み込めばハンセン病に罹る (B)進退窮まった状況やにつちもさつち
も行かなくなつた状況のたとえ
(N)(1)この諺の背景には次の俗信がある.すなわち,ジャコウネズミをくわえた蛇は吐き出せば
目が潰れ飲み込めばハンセン病に罹るという(BT) (2)…前tTtt W T(Kah,噸|。1。 2)
(A)吐き出すことも飲み込むことも出来ない蛇 (B)全く動きの取れなくなつた状況のたとえ
(3)次の諺にも上述のジャコウネズミと蛇にまつわる諺話がある.呵市 前 マv くヽ尋奇,静含 赫
副き希奇(Kah_,T「°2)(A)蛇とジャコウネズミの陥った状況になった。飲み込めば目が潰れ吐き出
せばハンセン病に罹る  (4)ヒンディー語では_奇 ― 蒻可 市鋪 萌可 の形でイディオ
ムとして用いる  (5)ジヤコウネズミはその体から激しい悪臭を発する.不潔でおぞましい女性
をたとえてジャコウネズミと呼ぶという。また,ラー マの妹のシャーンターがラーマの妃のシー
ターがラーヴァナの絵を描いているのを見つけ兄に言いつけたとされ,怒つたシーターがシャーン
ターに来世ではジャコウネズミになるようにと呪諷を発したという 告げ口をする女性のことを
ジャコウネズミと呼ぶ 可。デ崚T調岡て,―
…
,一 哺遺n,1991
〔540〕 ぶ素)ゴけ■― き
" (BT)(A)寂れた村ではヒマが木の内 (に数えられる) (B)【鳥なき里の蝙蝠】
(N)(1)‐eゴ廿汁ぃlく 実さ(BT)(A)寂れた村ではムラール (人名)如きが村長 や゛市 キ献
蒻W(BT‐)(A)寂れた村ではジャッカルが獣の王になる  (2)oЧlo ITFT汗せヽ 1く 興す (Kah,モ町°2)
(3)―赫 ― ―  (Kah製1ミ1。 2)(A)あれ果てて人の住まない村の主人はジャッカル  
“
)
暴汁キ可π ぃT(Fa)(A)盲人の中では片日の人が王様  (5)碇静薄 で ,ごお 蒻 (‐)(A)木
のないところではヒマが本に数えられる
〔541〕 υЧul υЧul(轟計y司ヽ くヽT(B_T)
(A)自く見えるものがすべて牛乳ではない(B)見かけは似ていても性質はそれぞれ異なるもので
ある
(N)(1)(BT‐)はAll that glitte"is not gddと説明を補っているので,「外見で中身を判断してはいけ
ない」の意としているものと思われる。 (2)―論 ay命令 ミ(Raj)(A)白いものがすべて
牛乳ではない (B)(a)人は見かけにはよらないものだ (b)サードゥー の姿をした本物のサー ドゥー
は滅多にいないものだ
〔542〕 ― 赫 uq豪計,論 秦汗T希
『
;可命
'合
TF町ま ,T鋼恵「¬禽 楡可(Fa l)
雨き雨き 。q 含ヽ ,論 浦 T油1誦モ3合TI司合 ,Tョ|く(1ミギけ‖(Fa 2)ぶ計 蒻論
π 哺 爺 哺 T満;兼含 T鈍含 ,蒙 哉 燕 (BTう
(A)自く光るものはすべてよいものだが,髪の白いのだけはよくないものだ 老人とあれば女性
も頭を下げず敵も恐れず王も敬意を示さぬものだ (B)老いは悲しいものだ
〔543〕  uЧl● ョ予ご てヽ
「
哉  (BT.)
(A)役立たずの牛は飢え死にする (B)(1)(1)働かずに報酬だけを期待する人は何も得ることが出
来ないものだ (2)老人についても用いる
(N)(1)(B)上記の(2)の意が「働かざるもの食うべからず」の意に一般的に用いられるものかど
うかは確認できない
〔544〕  U3薇[モヌn「 ャ｀¶l" ,赫ヽ き(BT)
(A)手に突いている杖でさえも役に立つものだ (B)いざ喧嘩という時には手にしたものはなん
でも武器として役に立つものだ
〔545〕 oヾI●w Hlu qこIも汗Ч:Ч (BT)
(A)道端で拾つたものは道で失うものだ (B)苦労せずに手に入れたものは詰まらぬことに費や
されるものだ
(N)(1)本来の意味では 【悪銭身につかず】の意味にはならないものと思われるが(BT)は次のよ
う に 説 明 を し て い る  Ill gotten ill spent(BT)oくlH奇刺 は ぃ H汗■ 、.
〔546〕  赫 ― TR表卜き(BT)
(A)(あの人は)飛んでいる鳥を見分ける (ことが出来る) (B)人の表情を見ただけで心の中を
見抜く人のこと
(N)(1)“命 ■合 計ミRaj)(B)(a)甚だ聡明で抜かりのない人のたとえ (b)直ちに物事の本質を
見抜き結論に達する人のたとえ
〔547〕  33+f辰や, ulq‖研F「(Fa,BT)
(A)飛べ飛ベ トンボ,サー ワン月がやつてきた (B)(1)訪れた好機は逃がさぬようにせよ (Fa l)
Make h可while the sun shines(Fa l)日のあるうちに干し草を作れ 好機をを活用せよ(DEP)(2)君
が久しく待つていた時がやってきたぞ,大いに楽しめ(BT)
(N)(1)(Fa 2)には上記の (B)の(2)の意味は記述されていない (2)蒻飾語}面揃 町0(Ga)
(A)飛べ飛べ蝶よ、舞うのは今だ サーワン月だバードン月だ (B)好機の訪れの兆しが見えたな
らその機を逃さず直ちに仕事 (なすべきこと)をせよ  (3)モき 、赫 ,―釘命(Raj)(A)飛ベ
飛べ鳥よ,サー ワン月がやつてきた (B)(a)娘たちにはサーワン月の訪れは待ち遠しいものだ (里
帰りの季節の意か) (b)嬉しい時には人の指図はいらぬものだ 心はひとりでに浮き立つものだ
b4創 爺 市 嗽 ,―ヽ… む ①Tぅ
(A)チャーダルの長さだけ足を伸ばすこと (が大切だ) (B)人は自分の力量 (財力,あるいは,
資力)や甲斐性に応じた暮らしをすべきである (そうしないと困つたことになるものだ)
(N)(1)Cut yOur coat according to pur cbth(BT)(B)自分の資力の範囲で生活せよ(DEP)
(2)―TTCM驀奇,ぼ 赫命奇ご(Lj)(B)(a)手に入る手段に基づいて仕事をなすべきだ そう
でないと困つたことになる (b)人は自分の置かれた立場を考えて行動すべきだ (c)自分の財力に
応じた行動を行うべきだ
〔549〕 υ。くて 計 ,命¶11動
「
¬耐 (BTっFa)
(A)ローイー (毛布)が脱げ落ちたら他人がどうすることが出来ようか (B)恥をなくした人は
手に負えぬものだ
(N)(1)口~イ
"遣
)とはオーバーコー トのように羽織つて着用する毛布の一  (2)面合計 ご可
覆 計 ギ時(Ga)(B)名誉や若さを失つた人はどうすることが出来ようか  (3●π 命 奇キ預 希
RTr奇寺(KL)(B)恥じらいを捨て去った人をどうすることが出来ようか  (4)蒻π 命令 ぎ責計
希楡nⅢ (R」K)(A)人がローイーを脱ぎ捨てたなら他人がどうすることが出来よう (B)恥じ
らいを捨て去ったなら世間体が何恐ろしかろうか  (5)蒻π 赫 計 ,新吉哉可 命キ(Raj)これも
(RJK)と同じく「脱げた」のではなく「脱ぎ捨てた」という表現になつている さらに,証とは
女性の名誉の象徴であるオールニーとの注が加わっていることが興味深い これはこの諺の本来の
意味にもつとも近いものであろうか 説明は次の通りである (A)(恥じらいの象徴である)オー
ルニーを脱ぎ捨てた後その人をだれがどうすることが出来ようか (B)(a)恥じらいを身につけてい
る限り人は世間を恐れるものだ (b)恥をかなぐり捨てた男と女をたとえていう
〔550〕  `o、■て長さ 。iヽ 爺   (BT)
(A)たとえ他人からもらつた古着やお下がりを着てでも恥をかかないようにしなければならな
い
ものだ (B)貧しく苦しい時には体面を保つためには他人の僅かな助力にも頼らざるを得ないものだ
〔551〕  `dくl ミiミ■l, 商 ・1lH(Fa)  υoくlミ:ミヨ1(u〔■1), ■言マ「・1lH(BT)
(A)警視をやめたら奴さん呼ばわり (B)人はその地位で尊厳を得るものだ(Fa)人は地位を失う
とその影響力も失うものだ(BT)
(N)(1)“奇 〔I筍H激赫  (RJK)(A)ハ~カム (郡長など司法権を持つ行政長官 ハーキム)は
退官すればデー ドと同じ (2)デ~ド厳『=漏)は死獣の皮の処理に当たるのを生業としてきたラー
ジャスターン地方のいわゆる被差別民の一  (3)蒻t命0そゃ・ 泰町FきR(Raj)(A)退役した役人
は大と同じ (ように邪魔者扱いされるものだ) (B)(a)地位が敬われるのであつて人格ではない
(b)人は権力を握っている間だけちやほやされるものだ (c)権力のもたらす地位を騎つてはならな
いものだ=面奇 〔筍H訂耐 ハーカムを退いたらドゥーム (もしくは, ドー ム 被差別民の一)
と同じ
〔552〕 oolく■¥合計赫 可きW命(BT)
(A)古着を売つても貧しさはなくならないものだ (B)(1)大きな問題はほんの少し手だてや工夫
をしただけでは解決しないものだ (2)僅かばかりの資金や投資で大金持ちになろうとする人を椰
楡する言葉
(N)(1)蘇画 辛計 副b蒻令 椰諏Lj)(A)楊枝を売つていては貧乏から抜け出せない (B)ぃ甚だ
安価なものを売つていては暮 らしは成 り立たないものだ (b)ちつぽけなことをしていて大成する
ことは出来ないものだ
〔553〕  υolqul qlqul(BT)  。dlqul ビ「qlqul(BT)  。dlqu1 0「●lqul, 嗜豫T命赫
(Fa)
(A)あわてれば頭が混乱する(BT)せつかち者は頭がおかしい ゆつくり者はじっかり者 (Fa)
(B)【急いては事を仕損 じる】
(A)(1)Marry in haste repent at Lisure(BT;DEP)(A)急いで結婚すると後々悔やむことになるも
の
だ 。)― 奇 ―  (Raj)属障計 計 続 ,命ご命 赫  (Lj)(B)la)あわて者は分別を失 う
ものだ (b)あわてて仕事をすればしくじるものだ
〔554〕  uo‖ 0そ計
`い
えFT活, イトT― 赫 晋漱T―    (BT)  ooH Oそ針‖颯H ql・t, FttTて
油 ホT―  (Pa)
(A),(B)生業で一番立派なのは農業,次は商い,雇われは下 下の下は物乞い
(N)(1)―羨計ポむ マ百
…
漸 喩『 m (Kah,F°2;劇l●
°21せ゛1)(A)上は百姓,中は商
人,下は使用人 下の下は物乞い (2)―さ命 哺頭 ●「T,師資 赫 命σ ttπ(Raj)(A)~番は農
業,中は商い,下は雇われで乞食も同然 (B)農業は商いよりも勝れている 農業は物を作 り出す
ことだが商いはただ金儲けだけのものだ。人に雇われるのは物乞いにも劣ることだ(ILj)(3)ま百
巌針甲可 可¬ 日漱い昭奇 輛 腋阿 ‖(AV)(B)生業で一番良いのは農業,次に良いのが賃働き,
下は人に仕えること,一番下は物乞い  (4)TFを「商い」以外の意に解しているのは(AV)の
みである もつとも司可 を商いと解するのにも難点がある 可Tは¬■ に発しているのか ―
との押韻のため縮まったものか (5)―a命,弔蒻 輌 ,日しぃ薔nfに,同T(BhOj)ただ (Bhoj.)
はせ命雨 ¬青,ま針命ご市甫 '「農業は殿様暮らし (もさせてくれるが),農業は乞食暮らし (も
させるもの)」 を並べて掲げ,農業が一つ間違えば危険な仕事であることも忘れずに伝えている
哉 T赫薇 T喧嘔 π 希 は。(¬ヽ(BP)「畑仕事なくばのほほんと居候」 これなども農業が
常に危険と隣り合わせのものであることを強調する表現であろう
〔555〕 oQHき誦 暉 せ (Fa l)o嘲Hさ乖暉 命 (■2)o嘲Hf、赫暉 輸 (BT)
(A)勤勉であれば貧しさは減る(Fa)勤勉であれば貧乏神は逃げ去る(BT)(B)【稼ぐに追いつ
く貧乏なし】
(N)(1)Industry is the key to prosperity(Fa l)
〔556〕
(BT)
(A)借金暮らしとわらで暖をとるのとは同じこと (B)借金暮らしは一時凌ぎであるから避ける
べきである 借金は一時的な解決にはなつても長期の解決にはならないものだ
(N)(1)次も同じく借金暮らしは真の解決策にはならないことを言う副π 可 -31m遍合 計
…  (BT)(A)借
金して飯を食うのは火を食う (身を滅ぼす)のと同じこと (B)借金暮らしは一
時凌ぎでしかないから避けるべきである (2)酬F希●lミu aπさ而 希TttRぃ(Kahメ1lQl。2)(A)借
金暮らしは火を食うのと同じ (B)借金をするのは身を滅ぼすことだ (3)網て き― ,命ヾ き
祀マChatt)(A)借金をするのはわらを燃やして暖をとるのと同じ (B)借金をするとそれが癖にな
るものだ (4)酬Rきむけ 銀「口町 さご郎計(Raj)(B)(a)簡単に手に入つたものは簡単に費やすも
のだ (b)わらを燃やした火と同じく借金して食べた食事のぬくもりは続かないものだ (c)借金し
て食べても身につかないのはいつも借金の心配があるからだ (5)上記 (4)(B)の(a)については
〔545〕を参照のこと
〔557〕  ― 繊屁「 , 1‖ミ
喘a口
「
(Fa,BT)
(A)掛け売りをして客を失つた (B)(1)掛け売りをするとその客は払いが気になつて次になかな
か来ないようになるものだ(Fa,BT)(2)掛け売りをすると客との間がまずくなり客を失うこと
になるものだ(BT)
(N)(1)(Fa)はこれを商人の間で行われている諺としている 次も同様に商人の間で行われてきた
諺である ― 負可 ‖I〔o画,蒻可 a可て 蒻竃Ll)(A)金を貸したら客を失つた お供えをした
ら厄払いになつた (B)金は貸すよりくれてやるがよいものだ (2)次は更に明確に述べるもので
ある調π 前 きrT‐rれ Rヽ(Ga) (B)金は貸すより差し上げたがよい (3)酬て 障おて師嘔r―
(A)掛け売りをして顧客を失つた (B)(a)掛け売りをすると客が来なくなるので二重の損になる
(b)金を貸すと優しさを失うことになるものだ
〔558〕  3ЧRF'国Ff■T赫  (BT)
(A)金を貸して友を失つた (B)金を貸すと友人との関係を悪くすることになるものだ
(N)(1)=調π a ,゛3畏HH奇諏Fa l)(A)金を貸して敵を作れ (B)金を貸すものではない (商人の
間に行われるもの) (2)酬F冷 稜 可 qo■1(BT)(A)金を貸して憎しみを増せ酬π 計 0稜改
輛奇(BT)金を貸して憎しみを育てろ (3)謝π漸 ,覆債 ず日詳竃Fa)調π¥T弱債f日計下さ(BT)
欽 ヾ 1口1,象 傷 雨 。IЧ・ lqくIqくさ(Fa)欽 可 ヾ1"lどに N wol、■lqくlqく
(A)金を貸すのは喧嘩を買うこと ぃ)調眠 ― 希 き奇 さ(BT)(A)金を貸すのは友情を断ち切る
鋏=酬π 、゛ 奇 希奇 さ(BT)(5)―資,… れ(Ca)(A)金を貸すと恨みを買う (B)他人には
金を貸さぬがよい (61-お,蒻今 f時(Lj)(B)これは上記の(1)と同じ表現であるが意味は
次の通り(a)貸したものを返せと求めるといさかいになるものだ (b)物を失つた上に友人を仇に
することにもなるものだ
〔559〕 副Rキ鷲● ¶:?(BT)
(A)掛けで買うのに値が高いがあるものか (B)(1)借り手は条件を選べないものだ (2)人生には
余儀なく,あるいは,貧しいがために承知の上で損害を我1曼しなければならないことがあるものだ
(N)(1)=…― … ■0- (BT)掛けで買う人は秤の目盛りは見つめないものだ
b60赫゛ 熙 X3つて論 ゛ 赫 せ 諏Lう
(A)あの方のインコが鳴く(BT)あの人のインコが鳴いている(Fa)(B)(1)人を従わせる影響カ
とか勢力を持つたとえ(BT)o)勢力や勢いの盛んな人のたとえ(Fa l)(3)あの人には威厳があ
る (Fa 2)
(N)(1)トウ~テイ~とは春の求愛時に雄が美声で鳴くとされるアトリ科マシコ属アカマシコQ司奇
むい (CarpOdacus erythrinus)とかア トリ科キバラカワラヒワ(ξオ ● )(Cardus spinOldes)のことであ
るが,ここでは飼育されていることを考えるとインコのことと考えられる
〔561〕 蒻きれπキ豫爾 Чuclき(BT"Fa)
(A)あの人の小便には明かりが点る (B)大いに威圧感のある人や傲慢な感じのする人のたとえ
1562〕 υЧq:oさ硬唾ξ雨 更ざ―  (BT)
(A)何も食べないよりは嫁の食いさしを食べたがよい (B)ひもじい時にはどんな食べ物であれ
食べたがよいものだ
(N)(1)同義のものに次がある 酬π 汗哺、 おW輛 (Kah,則1〔 。2)(の次は嫁と妻が入れ替
わっただけのものである 
…
キn奇可 ャ I穫嗅BT)(A)ひもじさを堪えるよりは妻の食べ残
しを食べるほうがよい (B)飢え死にするような状況ではたとえ何であれ食べたがよいものだ (3)
表現としては次も嫁ではなくて妻であるが,意味は広いものとなる ― ― 稀 ば い ぜ 輛
(Kah,―。2)(B)必要なものが欠けている状況では本来は避けるべきものを代用 しても構わない
〔563〕
畿  (BT)
`u引兼
…
お い ⇒ `u引永 ―
畿 籐 ② じu引兼 稿 輛 命
(A)盗人が逆に警察署長を叱りつける (B)(1)立場を逆にしたり形勢を逆転させるたとえ ;主客
を 転 倒 させ る た と え Tllrnhg the tabbs(Fa l)(2)【盗 人 猛 猛 じ 】(Fa 2);BT c)The pOt CJL the
kettたЫack【目糞鼻糞を笑う】(BT,DEP)
(N)(1)田さ奇て市河面 希計き(Kah―。2,3;Jモ|° 2)(B)悪事を働いておきながら相手を威圧
するたとえ (2)面百 爺 命菊藤 キ金 (Lj)(A)盗人が逆に警察署長を処罰する (B)(a)犯罪人が
罪のない人を脅すたとえ (b)自分の失敗を他人のせいにするたとえ (c)【盗人猛猛しい】(道理に
反することのたとえ) (3)―奇●命言雨市謙ケ(AV)(AV)はこれを下品に言えば次の諺になる
という すなわち,て蜻さ … 計爺a ta(A)道端で糞を垂れた上に通行人に向かつて目を剥
く (もつともこの類の品のない諺が文字化されることは滅多にないようだ) (4)田百 爺 命爾蒔
き (BP)(A)反対に泥棒が警察を罰金にする (B)ものの道理が逆さまになっていることのたとえ
(51- (叱責する)と艶可 (罰金を科す,もしくは,処罰する)の二通りの表現が用いられて
きているようだ
“
6劉 su口兼 Fwに っ
(A)世の中が逆さまになつて盗人が天国へ行く (B)罪人が名誉を授けられる不条理のたとえ
(N)(1)諺話あり
盗賊が一人でいる女性からすべてを剥ぎ取つた後,最後に残つた指輪を奪おうとした時に女が
指輪まで奪い取らなくてはならない理由は何かと問うた.盗賊はこの指輪を金にして四人のサー
ドゥー (行者)たちにご馳走を振る舞うつもりだ,と答えた するとヴィシュヌ神が自ら姿を現し
盗賊を生身のまま天国へ連れて行かれた。 (2)このような事例は世間では珍しくない出来事であ
ろうが(BT)は他の言語の同類の諺は例示していない
〔565〕 sucl uucIや赫 ,・lい キRて命 や ―  (BT)
(A)世の中が逆さまになった ナーウー (理髪師カース ト)の髪をローハール (鍛冶屋カースト)
が刈るとは (B)世の中のしきたりが破られるたとえ
(N)(1)蒻τ―t。こい
「
~,稲 キヤ rlT r O¬画(chatt)(B)習わしに反することが行われる
のをたとえて言う
〔566〕  3でF針― Ч(I● 寺計可ぎヤ(Fa,BT)
(A)ガンジス川が山へと流れる (B)あり得ないことや想像を絶するような出来事のたとえ
(N)(1)(Fa l)は次をこの諺と同義とする 式灯台赫 q〔■I (2)しか ,蒻奇 十π 清(Lj)はこ
れと同じ表現ながら(Raj)の説明する意味は異なるものである すなわち, (B)(a)しきたりに反
する行為をする人について言う (b)社会通念に反する行為をする人について言う
〔567〕  ョ庁だ計箭 綸 哺   (Fa,BT)
(A)逆に自分の足が自分の首に絡みついた (B)(1)自ら不幸を招くたとえ(Fa l)人助けに行つた
のに自らが虜になったり罠にはまったりして危険に陥るたとえ(Fa 2,BT)
(N)(1)蒻命 ど計計 希赫 汗(Ll)(2)蒻肴 赫 計 希ギ「マ奇(Fa 2)(A)自分の足が自分の首に巻
き付いた (B)(a)自分の行為の結果として厄介に巻き込まれるたとえ (b)他人を陥れようとして
出かけたところ逆に自らが罠にかかるたとえ
〔568〕  ピ研き¬由
「
赫 ギヤ(Fa l,BT)
(A)(ウッタル・プラデーシュ州西北部の竹の産地である)バレー リー に竹を持って行く (B)理
に適わないこと,あるいは,無意味なことや常識に反するようなことをすることやそのような行為
をする人のたとえ
(N)(1)COals to Newcastle(Fa l)(A)(石炭の積出港である ニューカッスル港に石炭を運ぶが如し
(2)(BT)はガルワー リー (鴫可命)の諺である`―'Itt Ч c(Ga)「ひいた粉をもう一度ひき臼
に」を掲げている (3)―T雨哉合 計ギと(RJK)反対にバ レー リー に向けて竹を積み込む
(3)
〔569〕  ず●t「雷ンЧでき誦Tq〔:■1(B‐T)  論 寄やt演ホ計誦Tqミl口1(Fa)
(A)居眠りをしている人がよろけたのは相手に押されたからだと非難する (B)ほとんどが自分
の落ち度のせいなのにそれを棚に上げ一切の責任を他人の僅かの落ち度のせいにするたとえ
〔570〕  ざ¬「で国「ЧT,~lTr.lЧi(BT)
(A)まどろんでいたら寝台が見つかつた (B)【渡りに船】
(N)(1)=赫ぎ 奇 qTF FttT ITF(BT);ざ●ぎ｀ご寺ギヤ~'豪 rT雇「
(BT)  (2)赫キ 赫
m命(Raj)(A)まどろんでいた人に寝床が見つかつた (3)(a)求めていたぴつたりのものが手に入つ
たたとえ (b)好機の得られるたとえ (c)欲しいものが直ちに揃うたとえ (d)いい口実が見つか
ると直ちにそれを利用する人のたとえ
〔571〕 きT―命T蘇、命,¥ごT可新きR言薇可帝(BT)
(A)高く省えるお屋敷に住みながらあさましい行いをする 他人の繁栄を見ることが出来ない
(B)他人の出世や幸せを常に嫉妬する人のたとえ
(N)(1)これは
“
薇ヒ面 の作品である可甲歳き― の― …
(212-3)の一節である この作品
の詩句にはこの他にも次のように人口に檜久して諺として用いられるようになつたものがある
新 嘔 ― F耐(2-251),前
…
F uqt■~(1∈2)赫丁 お 誡 Ⅲ 討 at乖蒙
討 障 で奇 (2-163)
〔572〕  ざ
"計
3喘1■ 晰静下「 Ч喘qI■(Fa l)  ご=計【
¶l¬ 嘲静下「 Ч喘q:■(B‐T,Fa 2)  ざ=針3喘
1● 命
輸命 缶百煮BT)(A)立派な構えの店だが,料理はまずい (B)(1)Gieat boast httにr t(Fa l,BT)
大言壮語する人は大抵実践しないものだ (D_EP)A great cry and little mol(BT)大きなことを言うば
かりで実行の伴わないたとえ(DEP)whited sepulchres(Ll)自く塗つた墓 ;偽善者のたとえ(DEP)
(2)有名店にはよい品はない(BT)(3)有名人には信義が少ないものだ(BT)(4)高名な人な
のにすることはちつぽけなものだ (Fa_2)
(N)(1)おこ・ 1■ き命可 嗜町T(Kah,可。1,即|ミ|° 2;て゛1;新°)名P5の人や有名な人にあつて
は評判だけで実行は伴わないものだ (2奇ゞ 3や|・,輸打 T輌耳 (IⅧ) (B)(a)高名な人だが行い
の悪い人のたとえ (b)だれの役にも立つことのない偉い人のたとえ (3)ご命 3●1・,~Ч¨ ql・
(Kaur) (B)見せかけばかりで中身はほんの僅かしかないことのたとえ (5)■TT q■1●漏 豪旨 Ⅲ
(Fa l)Great cry,little mol(Fa l,DEP)大言壮語して実行の伴わないたとえ
157鯛 論 璽 希ミ面 ,さ瞑 可てマ嗜 油 (Fa)淵「マ命 漸 命 粟 栞 資)0面lB T)
(A)高みから眺めて見るとどの家も同じ高さ (に見える) (B)どの家や家庭にも (何らかの)悩
み (や問題)があるものだ
(N)(1)All trees are of one height,when you look down iom the moon(Fa l)月から見ればどの木も同じ
高さ (2が廿 誦命 町｀ 可て栞 ゛ 謙颯Kah「T。 1;“1晏|°2)(B)どの家庭も似た状況にあるものだ
(3ド可 薫膚む ,π―π 命 寺謙諏Raj)(B)(a)何らかの問題が世の中全体に一様に広がつてい
るたとえ (b)どの家庭にも問題や悩みがあるものだ (c)どの家庭にも何か弱点があるものだ
〔574〕 ぎキ嗽 ,論き■寺(BT)
(A)(どんなに)高い山も星の下にある (山は高くても星には届かず) (B)身分の低い人や卑し
い人は如何に努力しても身分の高い人や立派な品格の人には及ばないものだ
b7制 論 赫 可ま 赫 OTう
(A)大口をたたけば恥をかく (B)傲慢な人は恥をかく羽目になるものだ
(N)(1)Pride goeth before a fan(BT) これは次と同じ意味のものであろう Pride gOes before d←
structlon(and shame comes aier)傲慢は破滅に先立ち,恥辱がその後に従う。【騎る平家は久しからず】
(DEP)
〔576〕 お 詳 角町 れ 日 oゃolき,¬甫 さ 角て 市き 謙 屈 T(BT)
(A)高いところから落ちた人は元へ戻れるが,人の尊敬の眼差しから落ちた人は元へ戻れないも
のだ (B)財産を失った人は立ち直れるが恥をかいた人は立ち直れないものだ
〔577〕  ざき雨 ごヽ「 喘q缶t(ハて喩q :ヾも(BT)
(A)(垂れ下がつて今にも落ちそうに見える)ラクダの唇はいつ落ちるのか,いつ食べようか
(B)全く可能性のないことを期待する様子を椰楡する言葉
〔578〕 議,lT ЧI、 TЧ:u"l■W,Ttt w(BT)もこ可 ЧlくTtt WT朝:oHl■W
(BT,Fa)
(A)ラクダの屁は天上に届くものでも地面に落下するものでもない (B)(1)能なしの人のなすこ
とと無駄話はなんの役にも立たないものだ(BT)(2)だれの為にも役立たない人のたとえ(BT)
(3)常に中途半端で不完全なものや徹底しないもののたとえAlwγs hanging haliwtt imperfect(Fa l)
(N)(1)ぎごき¶匿令 瞑計 さ,令奇キ
ー
さ(Raj)(A)ラクダの屁は地上のものでも大空のもの
でもない (B)(a)なんの取り柄もないもののたとえ (b)どつちつかずの宙釣り状態のたとえ (c)
だれの役にも立たない人のたとえ (2)(BKS)はどつちつかずの宙釣り状態の惨めな状態のたとえ
とする。=―希tT蒻希.
b7ω ねWT蒻ヾ eTう
(A)ラクダの口に口づけするのはラクダ (B)大仕事は大人物にしか出来ないものだ
b80(漁町うおh雨漱Tき(L→ お 論 弼 お ?(■oお 論 喩くqこミ師
き(BT)
(A)ラクダはどちらの脇腹を下にして伏すか (B)(1)終わりに気をつけろ.勝負は最後までわか
らぬものだ (Fa_1)Mark the end―spok  when two persons are contending and the victow is yet uncertaln
(2)結果が出る前に自分に都合のよいことばかり計算してはならないものだ (Fa l)Don't count your
chickens before they are hatt・lled【捕らぬ狸の皮算用】 (3)どのような結果になるかわからないこと
のたとえ(BT)
(N)(1)諺話あり  家畜の飼料の草を売る男 ((Fa l)では人百屋)と陶工が二人で一頭のラクダ
を借り,それぞれの荷をラクダの背に振り分けにして載せた.途中でラクダが片方の背に載った草
を食べたのを見て陶工が笑つた 目的地に着くとラクダは瀬戸物の載つていたほうの脇腹を下に
下ろしたので瀬戸物は粉々に砕けた(BT,Fa l)(2)tセ命令 ¬時て 論 ?(AV)(B)運勢の不確
かなことをたとえて言う表現 (陶器の反対側に載つているのは穀物である) (3)で話 ‐・rr薇治
(Kah,新。1;即1●1° 2)(B)どういう結末になるのか,だれが勝利者になるのかはわからないもの
だ (4)(Kah)にも(BT)と同じ諺話がある (5)てお 稀命"譲HLj)(B)(a)どのような結末にな
るかはわからないものだ (b)結末をよく知らずして決断を下すのはよくないことだ (c)将来どの
ような展開になるかは前もつてはわからないものだ (6)これにも諺話があるが,ラクダの荷の片
方は(Fa)と同じく人百屋のものである (7)奇π哉 きぎておマ嗅BP)(B)(BP)は(Fa)及び(Raj)
と同じくラクダを雇い入れたのは人百屋と壺売りの男とする諺話を伝えているが,その意味は次の
通りHe laughs best who Lughsla“最後に笑う者がもつともよく笑う 勝負は最後までわからないも
のだ(D_EP)
b80お命油 永 ざ―ざ Gr"Lう
(A)ラクダ泥棒が腰をかがめて行く (B)大仕事は内緒では出来ないものだ
(N)(1)家に 奇 奇金Ⅲま Ⅲさ (BT)(2)ヽセ 希¬両 Ⅲ萎 ■参 (AV)(A)腰をかがめてラクダ泥棒
(B)本人は気の利いたことをしているつもりが傍目には愚かしかつたり滑稽でしかないことを行
うたとえ (3)てお 希奇金命Wき~ (Chatt)(A)箕をかざしてラクダ泥棒 (B)大仕事は内緒には
出来ないものだ (人の見ている前で気付かれずにやつてみせるという人に対して用いられる表現)
(4)議「モ巌責ごやヽ金 雨ξ(A)ラクダを盗んで低いところを通つて進む (B)隠し果せないことを隠
そうとするたとえ (5)てお 金う金 瞑 新羊綸 !(Raj)(A)ラクダ泥棒こそこそと (B)(a)大きな仕
事や危険な仕事は内緒には出来ないものだ (b)大仕事には大きな危険も付随してくるものだ (c)
大きな仕事はその大きさに比例して自ずと人に知られるものだ (6)てお 奇 →耐 瞑 青障――  (Ga)
(A)ラクダ泥棒忍び足 (B)はつきりと目に見える悪事は隠しようがないものだ (7)〔589〕を参照
のこと
〔582〕 てお 希哺 ■―  (BT"Fa)
(A)ラクダの首に猫をつないだ (B)(1)不似合いなものや不釣り合いなもののたとえ (2)無理な
条件をつけて物事の進行を妨害するたとえ
(N)(1)(BT)及び (Fa)に次の諺話あり「ラクダを失つた男がラクダが見つかつたら見つけてくれ
た人に2パイサー (安値)で売ると約束した ラクダが見つかると男はラクダの首に猫をつないで
ラクダを買う人はラクダと猫の値を合わせた金額を払わなくてはならないと言う条件をつけたの
でラクダは売れずに男の手元に残つた」(BT)(2)この諺話は次の諺にまつわるものとして伝え
られているのと全く同じである.命希蒻奇 闘 清 (R」K)ラクダと一緒に猫を売る (3)(財｀計
計奇 (Raj)上と同じような諺話があるが,猫の値はラクダの値以上に高額のものであつた なお ,
(Ral)の (B)は次の通り(a)言行が全く一致しない人のたとえ (b)狡猾な人を信用するといつも
だまされることになるものだ (4)次はお き哺 キ問 の (B)の(1)の限定的な意味に用いられ
た例と言うことになろう.さ希哺 計ゴ奇(BT)(A)ラクダの首に鈴 (B)(1)偉い人にちつぽけな贈
り物をするのを椰楡する言葉 (2)長身の夫と小柄な妻の組み合わせのたとえ (5)不調和なもののた
とえとしては次もあるお お赫 母詳ご(BT)(A)ラクダの首に牛をつなぐ (B)不調和なものや不似
合いなもののたとえ
〔583〕 ざごきま キ論て (Fa_,BT)
(A)ラクダの口にクミン (を入れる) (B)(1)大食漢にほんの僅かの食べ物を供するたとえ(BT)
(2)大量なものが必要なところにほんの僅かのものを与えるたとえ(BT)(3)とても空腹になつ
ている人にほんの僅かなものを与えるたとえ(BT)
(N)(1ドをきま 計命7,¬は きま 針きて(Kah tt Ql。2;BT)(A)ラクダの口にクミン,チャマー
ルの口にきゅうり (B)(a)なんの役にも立たないほど少量のものを与えるたとえ(Kah)(b)人は
適切な食事を得てこそ満足してきちんと仕事をするものだ(BT)(C)人は自分の求める物を適切
な分量手に入れてこそ納得するものだ(BT)(2)モ財 希ま 洋 画゛ 面 奇o(BT;Kah判〔1° 2;部砕
1,2,3)ヨ匿 きま キ命0希奇でばKah,w。2;蒻。1)(A)ラクダの口にクミンの薬味 (B)肉食する
人が菜食では満足が得られないたとえ (3)(BT)はマイティリー 語の上記の (2)の諺をお きま 汗
命丁と同義のものとしているが,(BT)のお 希ま 計輸た可 喘可 の項では,(B)(a)月さヽな人物に
は大人物の仕事や大きな仕事は出来ないものだ(b)僅かなものでは大きなもののひもじさは癒され
ない,もしくは,大きなものの必要は満たされない,としている これに対して(Kah)は体格に応
じた食べ物が得られないのを椰楡して用いるとしている (4)(セ希ぜで可 て゛(AV)(A)ラクダの
回の中のクミン (B)特に食べ物がだれかにとつてあまりにも少量であることのたとえ (AV)は
ラクダが本来クミンを食べるものなのかと考えるとこの諺の元々の意味は別のものであった可能性
もあるとする (5)モたきt計哺画(Kaur)(B)偉い人は少食なものだ (6)ξセ前ま キ輸障 (BP)
(BP)は次の説明をカロえるのみである。 (B)A drop in the 6cean【大海の一滴】【九牛の一毛】
(7)ぎごO MI●計命丁き競 哺計嗜 !(Raj)(A)ラクダの口にクミンが入つてもわかるものか (B)(a)
大食いの人に少量の食べ物が供されるたとえ (b)賄賂を取る人が少々の賄賂に満足しないたとえ
(8)供される食べ物があまりにも少量なことのたとえ(MLK)
〔584〕 お 希職 キIII「哺T(BT)
(A)ラクダの結婚式ではロバが歌い手 (B)似たもの同士の出合いのたとえ
(N)(1)~般にロバは愚か者の代名詞として用いられるが,けたたましく調子外れで■つ悲しく
哀れに聞こえるその鳴き声から歌の下手なことのたとえに用いられる (2)―｀輌 キー 赫
爺 (Raj)(A)ラクダの結婚式ではロバが (祝いの)歌を歌う (B)(a)愚か者の集まりでは田舎者が
立派に見えるものだ (b)人はその能力に応じて尊敬を受けるものだ (c)田舎者には自ずと田舎者
の仲間が見つかるものだ (3)(BT)によると将にこの諺そのままの表現がサンスクリット語にある
剛
…
赫 :… :
〔585〕 お 奇 下 _命き¶1?(BT)
(A)ラクダにとつて黒砂糖もギーもあるものか (B)(1)大食する者にとつては味覚よりも分量の
ほうが大切なものだ (2)貧しい人は粗食でも満足するものだ
(N)(1)話｀― it t載ミ !(Raj)(A)ラクダにとつてガルワーニーがどうした (ガルワーニー
とはギーを加えて煎つた小麦粉に黒砂糖の溶液を加え煮てこしらえる飲み物の一 アーカーティー
ジュ祭にラージャスターン地方でこしらえられる祝いの食品でバラモンなどに贈られる。アーカー
ティージュ祭はィンド暦の第二月バイサーク月,すなわち,陽暦の4～5月の白半3日に断食を伴つ
て行われるヒンドゥー 教の祭礼でこの日に世界周期の第一であるサティヤ・ユガ/クリタ・ユガが
始まったとされる) (B)(a)大食の人にほんの僅かのもの (雀の涙ほどのもの)が供されるたとえ
(b)僅かばかりの援助ではなんの役にも立たないものだ (c)強欲な人は僅かなものでは喜ばない
ものだ (2)ガルワーニーはおいしいものではあるが,その贈られる,あるいは,与えられる分量が
問題なのである.たとえいいものでも,それが意味をなさなければいけないのだ,ということに強
調があるのであろう
〔586〕  3れF 0ヾ1長針計t針 =長針vFてT(BT)
(A)ラクダは立ち上がりざまに走り出しはしないものだ (B)(1)何事をするにも最初は慣れたり
準備をしたりする時間や期間が必要である (2)商いは初めから順調に儲かるものではない
〔587〕 轟ご、 命T哺■や,l¬命 t計鍋R(BT)
(A)ラクダは (神様のところへ)角を貰いに行って耳までも失つて戻つた (B)欲張つたために自
分が本来持つていたものまでも失つてしまうたとえ
〔588〕  ざτ可きOol¬肝き(BT,Fa)
(A)ラクダに乗つていて大に噛まれる (B)(1)災厄は避けようとしても避けられないことのたと
え(BT)(2)運命は避けようにも避けられないものだ(BT)(3)不運な人には災難は避けられな
いものだ (Fa)
(N)(1)歯・ 貫ヽ1キゴ 蒻 '卸0命令■は蒻可(Raj)(A)ラクダに乗つていながら大に噛まれる
あり得ないことが起こるのはどうすることも出来ないものだ (B)(a)不運に見舞われるとあり得な
いような事故が起きるものだ (b)用心や警戒を重ねた上でも不慮の災難が起こるたとえ (2)てた
→ き,0く村き(AV)(A)ラクダに乗つているのに大に噛まれる (B)(a)ラクダに乗つていれば大に
噛まれないものなのに大に噛まれると騒ぎ立てる すなわち,恐れる必要もないことを怖がる人を
椰楡する言葉 (b)財力も力もあつて何ら怖がる必要のない人が詰まらぬことを怖がるのを椰楡す
る言葉 (c)あれやこれやと口実を設けて期待されていることをしようとしない人を椰楡する言葉
(3)課
'マ
きキゴ 輌 ,莉♂命奇 希蒻百(R」K)(A)ラクダに乗つているのに大が噛みつく あり
得ないことが起これば対処の仕方がないものだ (B)不慮の災難は避けようがないものだ (4)てお
¬。■1計彊
「
可T(RK)(B)不慮の災難に遭った際の諦めや慰めの言葉 (5)―r瞑副諏計熙
西汀輌、 き(Kah,¶ご。1)(A)運に見放されると象に乗つていても大に噛まれるものだ (B)運に見放
されると思いもかけないような災難に見舞われるもめだ (ビハールではラクダよりも象のほうが
剛1染み深いということか。なお,Oo… 「犬が噛みつく」というイデイオムには「頭がおかし
くなる」, という意味の他に(Kah)によれば,「不運に見舞われる」という意味があるようだ)
b891 きて計F ―ゞで OTう
(A)腰をかがめて (背中を丸めて)ラクダにこつそり草をはませる (B)内緒では出来ないよう
なことをこつそり行おうとすることのたとえ
(N)(1)ま
'
m｀可「ラクダに草をはませる」とお 電くl」 「ラクダを盗む」の両方の表現があるが,
言わんとする意味は同じである →〔581〕 (2漁オ平て椰瞑によれば次のイディオムがある F参
欧さずτ命輛耐「腰をかがめてラクダ泥棒」((al不可能なこと (b)皆に知られるような狡猾なこ
と) (3)ぎご訳合蒻く 可t(Chhatt)(A)人に見つからぬように (禁じられた)低地でラクダに草
をはませる (B)大がかりなことは人目につかぬようにこつそり出来るものではない
〔590〕 歯 、■oゃЧミ1● 希爺 せ Чlol,雨き 0い1・。1き,T繊山 積 せ (BT→Fa)
(A)ラクダは山の麓に行くまでは自分が一番背が高いと思つている (B)自惚れ深い人は自分よ
り偉い人の前ではじめて慢心を砕かれるものだ
(N)(1)A giant amongst dwarfs(Fa l) (2)0康「希― て弟引舌希― Чミo熙` ミul qて電マ1■1(Kah,゛:ミ1°
2)(A)ラクダは自分の背丈を山の麓に行つて知る (B)人は皆自分より上のものに出会ってはじめ
て自分の力量を知るものだ (3)でを 計ぎTЧo(Ga)(A)山はラクダより大きい (B)だれにも自分よ
り勝れた人がいるものだ 人は自分以上の力量の人を見てはじめて自分の力量を認識するものだ
〔591〕   き Чq Ч十計雨千ЧOFttT雷や(BT)  お Чq ■十計Чq Ч‐υH 雷計(Fa l)  ね Чq Ч十計
Oq Ч■'H奇(■
2)
(A)ラクダが走り出すときには決まつて西に (故郷のアラビアの砂漠に)向かうものだ (B)(1)
だれにも故郷はなつかしいものだ(BT)(2)愚かな人がいつも同じような愚行をすることを椰楡
する言葉(BT)(3)愚か者や強情者が同じことを繰り返すことを椰楡する言葉 (■_2)
(N)(1)(Fa l)はアラビアが故郷だから西に向かうとするだけで意味は記していない (2)(π ttЧヽ1ミ
wl―資 Kah,―。1)(A)ラクダはいつも西へ走る=てお ョ可前 雨 前 象 (Kah,即1ミ:。 2);こπ
― ぃ ¶臓n_(Kah,―。2)(B)いつも同じことをする人を椰楡する表現 (2産輪 命
… さ(BT)(A)ラ
クダはメッカに向かつて走る (B)メッカは西の方角にあり,(インドの)ラク
ダの生まれ故郷も西方のラージャスターンにある だれしも自分の生まれ故郷はなつかしいものだ
〔592〕 お ぎ o可く 町に さ (BT)も`ご Ч
t●く 町 ギ奇 (Fa l)謙r、お ,幻可 く 町に 耳會
(Fa 2)
(A)ラクダが溺れる深みをラバが測る (渉ろうとする) (B)有能な人に出来なかつたことを能
力の劣る人が試みてみようとするのを椰楡する言葉
(N)(1)He WOuld bend the bow of Ulysses:he would rush where angels fear to tread(Fa l)オデュッセウス
(ユリシーズ)の弓を曲げようとする エンジェルが踏み入ろうとしないところに突進しようとす
る (2)議『電さSきπ栞 さ薇 呵 !(Raj)(A)ラクダが溺れるようなところで羊に何が出来ようか
(B)(a)力のある人が試みて出来なかつたことを全く無力な人がなそうとすることのたとえ (b)ちつ
ぽけな人が大仕事をすると大口をたたくことのたとえ (c)身分不相応な野心を抱くことのたとえ
(3)=改,ぎ,… 軒■奇(BKS),3r t‖く。lЧて き(BKS)
〔593〕 3をさ 蓼下 含 蒻 き 市きモ命 き(BT)・こq"1。1きuく01ミ(Fa)
(A)ラクダは荷を積まれる時にはブルブルとかバルバルと鳴き声をあげるものだ (B)(1)我慢強
い人は忍耐強く一生懸命に努力するものだ (2)怠け者はいつも不平を言いながら仕事をするもの
だ(BT,Fa 2)(3)いつも不平を鳴らしても厳しい主人から無視される人のたとえ(Fa l)(4)いつ
も不平を鳴らしながら仕事をする使用人のたとえ (Fa l)
(N)(1)ざτ計~quヽヽЧ:哉(Har)(A)ラクダは荷を積まれる時に唸る (B)忍耐強く勇気ある
人は毀誉褒貶を全く気にしないものだ
〔594〕 轟ご■啜l町゛ 贖 (BT)
(A)ラクダが花婿 (の結婚式では)ロバが司祭 (B)卑しい人を誉めるのは卑しい人
b99 “お ボ滞 さ言"“ぎ命ざ命"1補(Ll)お― さて,さ命ぎ命やぃl
OTぅ お 躊耐さⅢ,ぜ命,ぎ命'1袷(L②
(A)「ラクダが猫を連れていつた」「その通りその通り」と言いなさい(BT,Fa 2)「猫がラクダ
を連れていったJと皆が言えば,あんたは「そうだそうだ」と言わなくてはならないものだ (Fa l)
(B)(1)意に反して皆と同じことをするたとえ(BT)(2)へつらうために間違つたことにも賛同
するたとえ(BT)(3)日上の人に相槌を打つために間違ったことにも賛同するたとえ(Fa 2)(4)
馬鹿げた話に対して,「いかにも仰せの通り」(皮肉)“ry hke a whak(Fa l) (シェクスピア『ハム
レット』IH,五,399)
(N)(1)議r― 計F,ま命―き命 おミRaj)(B)(a)弱い者は強い者の言う通りに従わなければな
らないものだ (b)暮らしを立てるためには妥協はいずれも正しいものだ (c)目上の人の言うこと
には正しかろうが間違つていようが賛同するたとえ (2)これには前の句がある。次の通り 画ヽ 市
キい ,研― 満 |(Raj)暮らしを立てる村の通りに歩め (しきたりを守れ) (3)でセ 疏 き
活 ,ざ命―ざ命 π命(RJK)これには次のような諺話がある.「一人のジャー トの男のラクダが盗
まれた この村の長が盗人たちと結託していた ジャー トの訴えに対して村の長は猫がそのラクダ
を連れ去ったのだと結論づけた 男は馬鹿げたことだとは思つたが,その村に住まなくてはならな
い身であったので妻にこう言つた 妻よ聞け,この村に住まねばならぬ身じゃ,ラクダは猫が連れ
去った 仰せの通りと申せ」【長いものには巻かれろ】
〔596〕 ざき電ミ` Iぃ肝,πt。・ lTヨlЧ:(BT,Fa)
(A)ラクダは老いても小便の仕方が身につかない (B)年配になつても愚かしいことをするたとえ
〔597〕 まτやT下「 ¶1 市ヽ(BT)
(A)ラクダと水牛との間がうまく行くものか (B)(1)不似合いなもの同士の関係についてのたと
え (2)性格の異なる人同士の関係についてのたとえ
(N)(1)たとえば,ラクダと水牛とを並べて黎を引かせることは出来ないということか
〔598〕 お 甲命令命静爾 き(BT"L)
(A)ラクダは蝿さえ追い払 う (B)たとえどのように小さな相手であれ敵を侮つてはいけない
(N)(1)Never desPise your enemy(Fa l)
〔599〕  0たF耳ミ a可下 耐 ヽ平T哺「 (B_T)
(A)ラクダは西の方角を向いて死ぬ (B)(1)人は死ぬ間際には故郷を思い出すものだ (2)人は死
に際には神様を思うものだ (イスラム教徒)
〔600〕  ますミ烏巌r,治ボト「喩。百卜針(Fa,BT)
(A)ラクダよラクダ お前の体に平らなところはあるのかい (B)(1)全く取り柄のない人のたと
え(Fa_1)(2)悪辣さに満ちた人のたとえ(Fa 2)(3)醜い人のたとえ(BT,Fa 2)
(N)(1)ぎτ金時命 苓ぉn命?(Raj)(A)ラクダのどの部分が平らなのか (B)(a)ひねくれ者のする
ことには真つ当なものは何一つないものだ (b)何一つ取り柄のない人のたとえ (2)でた ｀お ,赦
n‐「― 命町可(Bhoj)ラクダよラク死 お前の体のどの部分が平らだ (3)煮ても焼いても食えな
いという意味の世故に長けているのではなく悪辣さに満ち満ちている人のたとえと考えるべきで,
用いるとすれば極めて親密な間柄でなければ面と向かつた相手には使えないと考えるがよい
〔601〕  ね 赫 憶 ぎ
"針
(BT)
(A)図体の大きいラクダは尻尾が短い (B)(1)ほぼ全体が出来上がっているのにほんの一部がう
まく行かないたとえ (2)どんなものも完璧とは行かぬものだ
(N)(1)ぎτ市奇計甍び諭奇(Raj)(A)ラクダの図体は大きいが尻尾は短い (B)o)完全無欠な人は
いないものだ (b)どのような金満家にも何か不足のものがあるものだ (c)人の願望がすべて叶え
られるわけではない (d)自然界は自ら調和を保つているものだ
〔602〕 図 命 や瞭 た可 命 Ttt w可硬 ?(Fa l)孫論 汗師ξR町計 捕 令 可
赫  (BT)―■たて躊町,さ― w¶:s、口1(Fa a
(A)自に頭を突っ込んだからには怪我もなんのその (B)(1)辛いことをやり遂げたからにはこの
先なんの辛いことがあろうか(BT)(2)損害を被ることが決まっているのにいまさら悩むことが
あろうか(BT)(3)やりかけたからには最後までやり遂げなくてはならないIn for a pennェin for a
pound(Fa l,DEP)【毒食わば皿まで】 (→困難なことを始めたからには困難を恐れることがあろ
うか (Fa 2)
(N)(1)これは蒻奇 及びぎ海命 の形でも見られる → 〔530.(2)=齢汗瞭 FT tt「■可
爾 ―  (BT)(3)―キ甲針 縁汗 計 ― t市清 訳命(Raj)(A)臼に頭 を突 っ込 んだか らには杵
を恐れることがあろうか (B)(a)困難な仕事をやり始めたからにはその結果を恐れることがあろ
うか (b)自ら危難に立ち向かうのであればそれから生じる危険から進むべき道を避けることがあ
ろうか (c)わざと困難に首を突つ込む人のたとえ (4)―計は 缶命 ― き式 衰 ?(RJK)
(B)覚悟の上で危険に身を投じる人にとつて恐れるものがあるものか (5)―汗F滸 奇きま
綸 改奇(Kah,せ。1)(B)覚悟を決めたからには危険を恐れることがあろうかね 汗哺 ミ'も
、。(
希前 要 (Kah,判1。1。 2)(B)覚悟を決めたからには危険を恐れることがあろうか (6)―汗R喪
静T,計in雨き豪(Kaur)(B)覚悟して危険なことを始めたからには恐れをなして退くことは
ない 【毒食わば皿まで】
〔603〕 計 命 油 Tヨ隅キ ヾrキT(BT) 計 ギヤ計 ,T¬隅や ¬
「
≧T(Fa_2) 計 雨T aT,
T可喩 雨T員汁 (Fa l,Hin)
(A)(1)私はウー ドー に借りはないしマー ドー に貸しはない(Ll)(2)ウード~に貸しはなくマー
ドー に借りはない(BT,Fa 2)(B)他人との交渉や関わりを一切持たない人のたとえ
(N)(1)ウ~ド~3令とはヽqのこと.ウッダヴァはプラーナ聖典の伝えるところではクリシュ
ナの友人,理解者,相談役,あるいは,親戚とも伝えられる人物 マー ドー 珊命 とは中河,すな
わち,クリシュナ (神)のこと。いずれもヒンドゥー 教徒のごく普通の名として用いられるもの
でもあるが,下記の (8)の説明のように関連づけて考えることも出来る (2"命さa命令 中ネき
満 (Raj)(A)ウー ドー に借りがあるわけでもマー ドー に貸しがあるわけでもない。どちらかの味方
になるわけではない (B)(a)だれとも何の貸し借りもない (b)全く独立の人のたとえ (c)賢明な
人は常に中立を保つのを旨とするものだ (3"命令 き命T珊命 令 漸ヤ(R_JK)(A)ウー ドー に貸し
があるわけでもマー ドー に借りがあるわけでもない (4)可命き請 哺可軒命希螢 爺(AV)(A)マー
ドー に貸しがあるわけでもマー ドー に借りがあるわけでもない (B)他人との関わりを持とうとし
ないことを言う表現 中立の立場を採ることについて言う 賢明な人はどちらかの立場を採つて人
の恨みを買うことを避けようと願うものだ (5)鍮希aT T_「弼 ミ可 (Kah,下π。2;劇lミ1° 2)(A)
ウー ドー に貸しもなくマー ドー に借りもない (B)他人となんの関わりも持たず気兼ねや心配のな
い自由な身の上であることのたとえ (6"命可 計 ,市珊命 可 詢嘔Kaur)(B)だれとも一切の関
わりを断つたとえ (7)まとめて言えば,人間関係の煩わしさから逃れている意味での自由な立場
がこの諺の中心にあるものか (8)?剛●,コ爺 (Kaur)はこの諺はヒンドゥー 教聖典バーガヴァタ・プ
ラー
ー
せくlЧ の第10章におけるクリシュナの友人であるウッダヴァとクリシュナに信愛を
寄せるゴーピー (牧女)たちとの間で交わされた無属性の神の信仰と有属性の神の信仰とを巡るや
りとりに基づくものである, とする
〔604〕  3薔計H■ ηlや雷計■1。 (BT)
(A)(ウードー よ)気持ち次第のことだ (B)他人の意見を受け入れるか否かは相手の人の気持ち
や志向次第である 気にいれば受け入れるが,気に入らねば受け入れないものだ
(N)(1"命4‐「耳合 奇可7(Kah,“I。1。 2)(A)気に入るか否かの問題だ (B)人が気に入つたものがそ
の人の好きなものなのだ (これはスールダースЧて峙の有名な句の冒頭部分`ぃoぃく'(1∈4022/4640)
である) (2ν命 命 ●●「3rmき取T(Raj)(A)説教をしようが説得をしようが相手の気に入るか入
らないかの問題だ (B)腑に落ちなければ話はそこまでのものとなる.意味のないものとなる.知
識は知識のままに留まるものだ 無意味なものだ (3"命命 I‐r―金歌T(Raj) (B)(a)話が
納得されてこそ受け入れられるものだ (b)納得されてこそ話はだれからも受け入れられるものだ
納得されねば知識は無駄なものとなる (4海命,可鋼キ奇 嗽竃Fa,Hin)(A)ウー ドー よ、これは
運によるものさ.好機に恵まれるか否かということだ (B)実力以上に成功を収めた人について言
う (5M命爺日含 命 蘇T(BT)(A)ウー ド~,これは話をすべきことだ (B)予期以上に利益を得
たり成功を収めた人について言う
〔605〕  もЧくHlulヽ3でてvFT(BT)
(A)目に見えるところでは手に数珠を (繰り)胸の内 (衣の下)には槍を (持つ) (B)表面は
優しく内面は邪悪な人のたとえ
(N)(1)これと全く同じものが見られるが(Kah F。2),その他の同趣のものは各地に見られる―
いに■1はH101日常キ夢ホ汗警T(Kah,可W。 2)日に見えるところ (手)には念珠,心の内には手練手管
事Rご妻 赫 R計引画面HKah,w。2)見えるところでは (優しい)おばあさん (祖母),見えな
いところではペテン婆さん (2)―― ,市ごヽlul(Raj)(A)外には数珠,内に醜 み鋤 (B)(a)
外見は信心深い人,心の内はひどい悪党 (b)全くの偽善者のたとえ
〔606〕 も、く :ヽHく:H喩て 弼 哺 W ol‖(BT)もヽく さ `ヽlHくlH',まて π 哺 可 喘1■
(Fa,BT_)
(A)外に向かつてはラームラームと神の名を唱え心の内では屠畜人の仕事 (をする) (B)信心
深く見せかけながら邪悪な行動をする人のたとえ
(N)(1)=いて き rlT「TITr ttπ蒙 崎 前 TIT(BT) (2)Fair without and foul within(Fa l)外面 は 美 し
い が 内 面 は 醜 い   こ れ は 次 と 同 じで あ ろ う.Fair without but(or and)fOul within(DEP)(3)〔605〕
を 参 照 の こ と (4)―W rlTr nπ蕪 暗 TIT(Kah,T卍2;則1●1° 2)荻 き TIT O年琳 R配 口「 口阿
(Kah,7。1)(A)口先では名号を唱え胸の内には刀傷を負わせるぃて哺 TITrマ‐,満蒻 哺筍嘲ミ輛置
(Chatt)(B)偽善者に対して用いられる表現
〔607〕 u゛くお 辞讀て (BT"Fa 2)seuくさ命 キ兼R?(Fa l)
(A)痩せ地にサフラン (を育てる) (B)(1)甚だ愚かしいことをするたとえ(BT,Fa 2)(2)偶
然に幸運に恵まれるたとえ(Fa l)(3)無能な親から有能な子の生まれるたとえ(Fa l)【鳶が鷹を
生む】
(N)(1)なお,s w FallonはNew HindustanIEnglsh Dictbna呼の中では― 前 キ讀て ?「痩せ地
にサフランは育てられない」をビハール地方の諺 として掲げている
〔608〕 u゛くTc¶1赫 嗜 ?(BT)
(A)荒れ地に雷が落ちようか (B)(1)持つているものがあれば失 う心配があるものだ (2)悪者は
何も失 うものがない
〔609〕  ぃoく 蒻 可T=汗き ЧIHl(BT)
(A)不毛の地に雨が降ろうとも草は生えないものだ (B)(1)無駄な努力や無益な試みをするたと
え (2)愚かな人を教え諭しても無駄である
(N)(1)=―赫 型「■t―.(BT)(2)―派 ― き神『 (Kah訂
。1)(A)不毛の地で畑作
りは運の尽き (B)手立てがよくないと努力が無駄になるたとえ
〔610〕 もuくキ Iヽく,w TЧl。 (BT・)
(A)荒れ地に肥やしを入れても葉も花もつかない (B)(1)愚かな人をどれほど教え論しても少し
も身につかないことのたとえ (2)大変な努力をしても何一つ得るもののないことのたとえ
(て)
〔611〕 甲 赫 て 命¬面 (BT,Fa)
(A)卵は一つ,それも汚い (腐つたもの)
(B)(1)~人つ子の上に出来損ないのたとえ(Fa,BT)(2)たつた~つしか持つていないものが
役に立たないことのたとえ
〔612〕  て下― こ汁爾 蒻ヽT(BT,Fa)
(A)一人は淋 しく二人は賑わう (B)(1)二人になると賑やかになるものだ(BT)(2)~人でいる
より二人でいるほうがいいものだ (BT)
(N)(1)The more the merrier(BT,EEP)(B)(a)多いほど楽しい(E b)~人でいるよりは
二人でいるのがいい (BT)(2)The more the merrお,the ftt  the better clleer(or fare)(DEP)(A)大勢
になればなるほど陽気になり,少数になればなるほどたくさん食べられる (B)【おいしいものは
少人数で食べ,仕事は大勢でせよ】 o)甲薇責,命奇 キ奇 (Ga)(A)~人は淋しいが二人ではメー
ラー (祭礼市)になる
〔613〕  で下― ,きさ `“:くt(BT,Fa)
(A)1つは1つ,1+1は11になる (B)団結は力を生む
(N)(1)で下さ い ,命き `ЧIく。(Ga)(A)~つは~つのまま,1と1が合 わ さる と 11にな る (2)→
〔622〕て下ざい1甲口 Чl(〔ご自 さ(BT)て布 ぎ漁「 で布 `Чlく〔(Fa l) (3)でFtT下研キ市(Raj)(A)一つ と―~
つ でた くさんにな る (B)ものの多 い ことは大切 な ことだ (4)甲蒙 甲 命 さ 討 ,呵GRすで画
油  (R」K)(A)1足す は2にな るが,1と1が一つ になれ ば 11になる
〔614〕 て下朝
"1く
さ ―   (Fa,BT_)
(A)ザクロ~つに病人百人 (B)望まれるものや求められるものに対して希望者や求める人が甚
だ多いことをたとえる表現 【娘一人に婿人人】
(N)(1)望まれる物と望む人との数の不均衡を述べるものは多種多様である (2)次もその一つ
ぃ om■命 諏薇吾諏BT)(A)一つの口に百人の申込み (3沖下― き 命叩C(Kah ttT°2)(A)ザク
ローつに病人百人 (B)少量の物に求めの多いたとえ (4)【再 ― ,熟T― (Raj)(A)ザクロ~つ
に病人百人 (B)(a)~人の女性に恋人の大勢いるたとえ 【娘一人に婿人人】 (b)求められる物が
僅かしかないのに求める人が大変多いたとえ o)甲新 ,赫 できばGa)(A)娘一人に婿の行列
(6)甲3可さい面 Rき0(Chatt)(A)ミロバランの木 (シクンシ科落葉高木 その果に薬効あり)
一本に村中が咳をする (B)一つしかない物を多数の人が欲しがるたとえ
〔615〕  で下蒲 研漱T¬應計,て下砥T RT=長針(BT)
(A)片日は目にあらず,ひとり息子は息子にあらず (B)(1)いずれも失えば取り返しのつかない
大切なものだ (2)僅かなものしか持たない場合には余り楽観視するものではない
(N)(1)で下卸マキ翻て■,でFFキ
『
令(Raj)(A)片方の目には目はない ひとり息子の中には
息子はいない (B)(a)~つしかないものは常になくなりはしないかと不安なものだ (b)人間社会
ではものは多いほどいいものだ 【多々益々弁ず】 (2)甲13T C可希、uI"1,甲W前き。■●1?
(A)片方の日しかない人が吉祥の人であろうか,一人の息子しかいない人を息子のいる人と呼べよ
うか (B)常に不安のある状況のたとえ (3)【再 卸て希 きf會きぜ金 (RK)(A)片目の人が目を開
けようが閉じようが同じこと (開けたとしても片日であるし閉じれば盲目だ) (B)息子一人では
息子を持つたことにならない。いつ失うかも知れないので安心は出来ないものだ(4)→〔667〕
〔616〕 甲 釧キき蘇持 き(Fa)甲爺 き qく。■き(BT)
(A)(それらは)同じ窯で焼かれたものだ (B)(1)似たものの集まり(BT)(2)性質の似たもの
の集まりについて言う (悪者たちについて言うのが普通)【同じ穴の格】(BT)(3)息子が父親生
き写しであることのたとえ (‐2)
(N)(1)これは甲 爺 き蘇持 きとも記される (2)ChlpS Ofthe same block(DEP)(A)同じ木片の切
れ端 ;古木塊の一切れ 【父親生き写しの息子】 o)どれもこれも似たようなもの (よくないもの,
あるいは,ろくでもないもの)の集まりの意で負の意味が伴う (4)=甲d―「希♂に同じ策に入つ
ている矢(BKS)
“
1つ “甲 爺 W爾赫町モ耐 命赫 ?'“。lQq爺鉾 yキ耳輸 せ き可 討
赫 ?(BT)
(A)「1アンナの牛乳を買つた らハエまで入つているのかい」「旦那 さん,それつぽつちの牛手しで
はハエではな くて象が手に入 りますかね」 (B)吝音 な人 を椰楡す る言葉
〔618〕  て下 朝1‖ 命 き マ市希(BT,Fa)
(A)同じマンゴーの二切れ (B)(1)人や物が大変似通つていることのたとえ 【瓜二つ】(BT,Fa l)
(2)別個にはなつているが元が同じもののたとえ(BT)(3)とても仲の良い血を分けた兄弟のた
とえ (Fa 2)
(N)(1)て
「
釘キ命¶稀 (Ga) (B)父親を同じくする二人の兄弟 (2)(蔓31FT a a Wπ(Raj)
(B)(a)同じような徳を備えた二人の人物をたとえる表現 (b)情愛の深い2人の実の兄弟のたとえ
(c)2人の親友の親愛の情を表す言葉
“
1" 甲 お さ機 ,甲蒲 ゛き ①Tぅ 甲 鎌「され ,甲さわ(Lう
(A)片方の日で泣き,もう片方で笑う (B)(1)悲喜こもごもの状態のたとえ(BT)(2)世の中は
悲喜こもごもである(BT)(3)悪賢い人や狡猾な人のたとえ(Fa l,BT)(4)嘘泣きをする人の
たとえ (一般に子供について言う)(Fa_2)
(N)(1)嘘なきのたとえに発する諺であろう、ゃ1お お お まばGa)(B)(a)嘘泣きをするた
とえ (b)裏表のある振る舞いをするたとえ
〔620〕  1で下ミ・l匈:ヽ Rや丁:ててて(BT)
(A)一度の断りで百の悩みがなくなる (B)(1)相手の求めに応じてたくさん厄介を抱え込むより
も一度きっばり断つたほうがいいものだ (2)厄介なことが生じないように貸し借りはしないがいい
(N)(1)で市蓄計命u"1こ彦 (Raj)(A)一度の断りが百度の厄介を遠ざける (B)(a)何事にせよきつ
ぱりと断る以外に良い方法はないものだ (b)何かのことで賛同すれば厄介なことになるが,断れ
ばあらゆる面倒はなくなるものだ
〔621〕 でFでFミやさ。l●き計き(BT)
(A)1パイサーを積み重ねたものが十万の金になる (B)だれしも少しずつためて行けば金持ちに
なるものだ
(N)(1)=甲T(「ヤ ゛ 椰 瞑 ― き(BT)(A)~滴一 滴 で 海 が 満 ち る 【塵 も 積 も れ ば 山 と な る 】
(2)甲 画τt輌ぼ ¬寺計(Lj)(B)浪費する人に貯蓄の重要性を理解させるために言う言葉
“
2" 甲 永 甲 `Чiく【載 訳BTう 甲 永 甲 `Чlく。(Lぅ
(A)1足す1は11(B)団結は力なり.協力することにより大きな利益のあげられることを述ベ
る表現
(N)(1)UniOn、strength(BT,DEP)【団結は力なり】 → 〔613〕でF―,奇い ЧIく。 (2)マ希―゛
薇`Чlヽl(Raj)(A)1足す 1は11(B)(a)~人の人が加わることで2倍の力になるのではなく11倍に
なるものだ (b)協力や団結は無限の力を秘めている(3)→〔613〕
〔623〕  甲 ●メ41 o(u 豪 (BT)
(A)~人の娘に千人の婿 (B)(1)神は一人の娘に千人の婿を創り出すが結婚できるのは一人でし
かない (2)夫婦の縁は宿世の縁
(N)(1)で下Fl「,磁 《 (Har)(A)神は一人の娘に千人の婿を創り出すが,娘は前世での縁があ
る人としか結婚できない (B)宿世の縁で夫婦は結ばれるものだ
〔624〕 で下 蓑 針 Tくo平 計 (Fa,BT)
(A)一つを言わず十を聞くな (B)たとえ~言でも人を罵るな。他人の罵りを十聞くな そうす
れば人に罵られることがないものだ (人の悪口を言わなければ自分が悪口を言われることはないも
のだ)
(N)(1)これと同じ意味ではあるが別の表現がある ぃ 表)蒻ミす (A)(悪口を)一言言つてその
十倍 (の悪口)を開け(MLK)
“
2口 甲 TIT,゛総 耐 画 奇0甲 耐 ゛ 総 耐 蒻 G∬う
(A)片方の耳で聞き他方の耳から捨て去った (B)他人の話を注意深く聞こうとしなかつたり他人
の意見に耳を傾けようとしなかつたり他人の批評を意に介さなかつたりするたとえ 【馬耳東風】
(N)(1)甲TrTぎヽ蒙 【゛ 可T輌さ(Raj)(B)(→注意深く相手の話を聞かない人のたとえ (b)無
頓着な人のたとえ
〔626〕 甲 wま 測"く゛蒻 Чl。:き永 命 雨 ま・ 1・ ゛命 せ 町 Ч Io:(Fa"BT)
(A)~人の の口に砂糖を満たすことは出来るが,百人の回は土埃ですら満たすことは出来ない
ものだ (B)(a)少数の人には親切に接することが出来ても大勢の人に対しては何一つ出来ないこと
のたとえ (b)少数の人なら援助することが出来るが思いもかけず大勢の人を援助することを求め
られた人のたとえ(Fa l)(c)少数の人のほうが丁重にもてなしが出来るものだ (L2)
〔627〕  甲 命qu 、■Iolき(BT)
(A)~言言えば十倍返す (B)猛烈に口やかましい人のたとえ
(N)(1)諷再奇金、」1。1き(BT_)(A)一言言えば百倍返す
〔628〕 甲 命 れ ,き雨 。HIⅥl lそ情 w― ,Ч:く w"lЧl‖(Fa)甲命 議 ,き可
OHlミ:1, 論 雨Tミ¬肝, ■iく 雨T電F計ヨ
「
1(BT)
(A)一人では旅,二人では旅の楽しみ,二人では喧嘩を始め四人では死人が出る (B)(1)大勢で
は旅をするな(Fa l)(2)~人でいるのが一番良いものだ せいぜい二人まで,それ以上になると
混乱やいざこざが起きるものだ(BT)(3)旅はひとりでするのが良い 見物は二人でするのが良
い.二人ではいさかいが起こる心配があり四人になると葬列が出来る(Fa 2)
(N)(1)=甲命 れ ,奇雨 前 ,奇T命― ¬R可蒻町(BT)(2)【二人旅の一人乞食】に
は二人以上は含まれないものか
〔629〕 でF希でπ き命 希耐 w (Fa) で下希煮キささ 希ョ回両 、き (BT)
(A)1が2倍になるよりも100が1.25倍になるのがよい (B)(1)薄和l多売が良いものだ.(Fa l,2;
BT)(2)高利の投資よりも低利の投資が安全だ (Fa l)
(N)(1)(Fa)には商業界に行われるものとの注がある
〔630〕 甲 哺 命 T,織f計雨 じ颯lく(Fa)甲輸 命 T,論π W`颯lく (BT)
(A)半時の半分の間「いや」と言えば一日中楽になる (B)一度きっぱり断れば幾度も同じこと
を求められて苦しむことがなくなるものだ
(N)(1)〔620〕 市ヽ ■■●1く や ご:て下 を参照のこと (2)次はこれとよく似た表現の諺であるが,
表現するものは全く別のものである.甲モ甫 書 ,議「口蔵 釘専r(Raj)(A)半時の半分恥をさら
して四十五日の左団扇 (B)破廉恥な人を椰楡する言葉
〔631〕 て下 π  tt sl■■ 命 載 暉 著 TきlB T)
(A)ダキニー (/ダーイン)でさえも一軒ぐらいは見逃すものだ (B)どんな悪者や非情な人で
さえ血縁や地縁の配慮はするものなのに (あいつは/お前は)それさえしないひどい奴だ
(N)(1)ヨ再 瞑 命 Sl ■ヽこ甫 (BT)(2)ダキニ~(/ダーイン)とはその邪視の日で呪んだ子供
を殺したり苦しめたりするという俗信がある(Kah,MIミ1。 1)(3)て下π 蔀轟命 ~ (Kah,判lQ。
1)(A)ダーインでさえ一軒ぐらいは見逃してくれるものだ (B)どんな悪党にも哀れみの心はある
ものだ (4)て再 蒙 計葬阿 寺ごき (Raj)(B)(a)自分の家族,友人,仲間などに (だれかれなしに)
迷惑をかけることをたとえる表現 (b)身近な人の女性にまで手を出すような好色な人のたとえ
(c)甚だ無慈悲な人のたとえ (5)(輌瞑 き部町命ご耐 (Har)(B)どれほどの悪党も近親者など身
近な人には同情の気持ちを抱くものだ
〔632〕  RFT可てo円1ミ, で下ЧくH田‖(BT)
(A)一方に結婚式をする家もあれば他方には葬式をする家もある (B)悲喜こもごもがこの世の
習いと知るべし
〔633〕   甲 、■1 き くlo (Fa,BT)
(A)ヒヨコマメは二つに割れる (ヒヨコマメは二つにしか割れないものだ) (B)(1)簡単な仕事
は簡単になせ (Fa l)(2)決まり切つたことや確定的なことのたとえ(BT)
(N)(1)TWO bites at a chery(■1)サクランボを二口で食べるNever make two bites of a cllerry(D_EP)
(A)サクランボを二口で食べるな (B)一度にやれる仕事を三度に分けるな (2)本来これは童謡の
一節である(Fa 2)甲●‐Tr a蒻,■金師可 釧争 (3)(再着命 き― (Raj)(B)(a)ヒヨコマメを
ほめそやす人に対して,結局ヒヨコマメはヒヨコマメにしか過ぎないから二つにしか割れないも
のだ それ以上のものではない。それと同じように何かを褒め称えようとも大したものではない
(b)ヒヨコマメを二つに割ってしまえば芽は出ない (c)まと っていれば大きくなるが,ばらばら
になればなくなつてしまうものだ (d)二人の兄弟を公平に見る人の立場のたとえ (4)S W Fallon
はその辞書には甲r、合命 a rlTを次のように説明している.(a)同じものをちょうど半分にしたも
の (b)血を分けた二人の兄弟 (A New HindustanI Englsh Dたtionartt reprint,New Delhl,1989)
“
34甲 IT「゛ 蒻 (L"3つ
(A)ヒヨコマメの完全な一粒は沢山のひき割りに匹敵する (B)(1)多数の兵卒の命よりも一人の
将軍の安全のほうが重要であるように重要なもののみが守護に値する(Ll)(2)~つのものから
沢山のものが生じるものだ(BT)(3)~家の主人が生き延びれば家族は増えるものだ(BT)
〔635〕 て下 、■IT暉爾さ 1諏「 u喘dl(BT)
(A)一粒のヒヨコマメはかまどを砕くことが出来ない (B)一人では何もなし得ないものだ
(N)(1)→〔47〕― 「可 聴テせ 哺て蒻雨 .
“
30 甲 丁 命 令 tu、(Lう 甲 丁 〔口Iく W(Lう 甲 丁 晏口:く 命 裁 (B_Tぅ甲
ЧЧも0くqulで師計(BT)
(A)(1)一人の沈黙が百人の人を負かす(Fa) (2)~人の沈黙が千人を黙らせる(Fa,BT)(3)
一つの沈黙は七十の災厄を取り除く(BT)(B)沈黙は金なり(Fa)
(N)(1)=で市可マ〔ヽ 1く 可 爺    (BT)  (2)=で下可Vtt w  (BT)  (3)暫市y命― 計裁   (Rヵj)
(A)一つの沈黙が百のおしゃべりを負かす (B)無駄口は慎むべきだ
〔637〕 ttt Ч・lu汗奇 兼 せ でき (BT)
(A)一つの森に2頭の獅子は棲まない (B)【両雄並び立たず】
〔638〕 でF寺キヤき 燎キ(BT)
(A)~人よりは二人がよい (B)旅は一人でするより二人連れがよい 旅は道連れがあるのがよ
いものだ
(N)(1)〔628〕を参照のこと
〔639〕  で下Чl口 0「雨fきT(Fa,BT)
(A)二つの身体に一つの命 (B)(a)~′い同体 ;大変親密な間柄や友人関係のたとえ(BT)(b)親
密な友人関係や仲の良い血を分けた兄弟のたとえ (Fa_2)
〔640〕  甲 Ч:■ (ョlく ЧくHI■(BT,Fa)
(A)一つの命に千の熱き願い (B)寿命に比べて人の願いは多すぎるものだ 人間の欲は多すぎ
るものだ
〔641〕 甲「罠
「
希u智■,u●く電●喩合 甲金 さ(B_T)
(A)一つの嘘を取り繕うために七十の嘘を吐かねばならないものだ (B)(1)一つの罪を犯すと更
に多数の罪を犯すことになるものだ (2)嘘を吐けば嘘を重ねて言うことになる ;嘘を繕うために
嘘を重ねることになるものだ
(N)(1)=(F罠
「
キ命 で颯BT)(2)甲ミ
「
金 平ra績}(Lj_)(A)~つの嘘が百の嘘をはびこらせ
る (B)(a)~度嘘を言えば幾度も嘘を言わなくてはならなくなるものだ (b)嘘を言えば事態は悪
くなるばかりだ (c)真実は一つしかないが,嘘は様々な姿をとる。だから人は真実を語らなくて
はならない
〔642〕 甲
…
  〔ョ:く 赫   (BT)甲― く口1く や日(Fa l)甲
…
ミ゛ :く
メЧ:‖o(Fa 2)
(A)健康一つは一千の恵みに等しい (B)人には何にも増 して健康が大切なものだ
〔643〕  、百「oくっ雷計ql。 下 さ命 綸    (BT)
(A)~方が語る話は (黒)砂糖よりもうまい (B)当事者の一方だけの話に引き込まれてはなら
ない.正しい判断が出来なくなる
〔644〕 て下dさ命 活 ,¶l赫 ¶:1巌針 ?(Fa"BT)
(A)同じ鍋で焼いたローティーに大きいも小さいもないものだ (B)(1)同じ家族や同じ出自の人
を区別しようとする人に対して用いられる言葉.皆同じようなものだ(Fa l)(2)同じようなもの
をあれこれ区別することはない(Fa 2)(3)同じ部類の人たちにいろいろと違いがあるわけはない
(B・T)
(N)(1)甲a可金a含,輛青nき栞 ボ 令奇 !(ILj)(B)(a)同じ鍋で焼いたローティーはどれも
ほぼ同じ大きさのものだ 大小を気にすべきではない (b)詰まらぬことで嘆いたり文句を言つた
りしてはならない (2)仮に違いがあるとしても大したものではないのをとやかく言うべきではな
い,ということに本意があるのであろう
〔645〕 で下dキ命 む ,¶l薫豪
'劇
II巌針 ?(BT)
(A)同じ鍋で焼いたローティーにも薄いものもあれば厚いものもある (B)(1)同じ家族の人は姿
形は異なつても性格や性分は似通つているものだ (2)同じものの二つの部分は大小があろうとも
性質は似ているものだ
〔646〕  ヽ下-1計■下さく漱Tき(BT)
(A)わら一本でも重いものだ (B)(1)虚弱な人や体力の衰えた人にはほんの僅かの物でも重く感
じられるものだ (2)暮らし向きが悪くなると僅かの負担も耐えられなくなるものだ
(N)(1)(BT)はItおtheはst strtt that breaks the camdゝb ck「ラクダの背骨を折るのは最後に積んだ
一本のわら」を参照しているが,これはIt is the last feather that breaks the hors♂s back(DEP)と同じ
と思われる  (2)したがつて英語のこの諺の本意は何物にも守るべき限度がある, ということか
〔647〕  、マ「薇 き m   (BT)
(A)一つの矢で二つの的を射る (B)【一石二鳥】
(N)(1)TO kill two birds with one stone(BT,DEP) (2)=て市きに 0そ計~   )(3 ―→ 〔663〕
〔648〕 甲 計 研esほ.●長豪 喘ヽl。:(BT)甲さ Sほ■菅繊 誡 ¶ヽl。(BT)甲計
SIミ■,裁司「 Чヽl。(Fa)
(A)自らはダーインである上に手には松明を持つている (B)(1)そもそも物騒な人間である上に
恐ろしい手段や道具まで手に入れたので一段と恐ろしいものとなっている(BT)(2)甚だ危険な
人物のたとえ(Fa l)(3)【鬼に金棒】とは違う
(N)(1)slミ・ については 〔631〕を参照のこと (2)更計slミ■こR夢 、ゃIol(AV)(B)元々が恐ろ
しいものが一段と恐ろしいものになつていることをたとえて言う (3)て下ヽ 事百輛打 喰゛ 命π き
缶師憲Kah,下「
。2)(4)甲ヽ 輸 副打 弱ミ命T計賦  (Kah,―。2)(A)元々がダーインの女が
オージャーの妻となった (B)元々問題のある者が似たような者との仲間になることをたとえて言
う (5)オ~ジヤ~とは黒魔術を行う人や呪術師のこと
〔649〕 RF計Ч■o,照R■ π (BT)
(A)アムリタが,それも大鉢に一杯の分量 (B)(1)最上等のものがそれもたつぶり手に入るたと
え (2)他人に高価な物をそれも大量に求める厚かましさを椰楡する言葉
(N)(1)アムリタとはインド神話で不死をもたらすとされるもので霊水とか甘露と訳される.神
話の中では神々と魔族アスラとが行つた乳海の撹拌によつて得られたとされる
〔650〕 甲 き 爺m moqI,試希T Чol(L"BT)
(A)もともとが苦いニガウリ (ツルレイシ),それもニーム (インドセンダン)の本に這いあがつ
たもの (B)元々が性質のよくない人が悪い人との付き合いで更に悪くなるたとえ
(N)(1)ぺ戸き秦奇 計命甲金 お 薫計(BT)(2)(Fa l)はルカ伝対-26を引用している.Then goeth
he,and taketh to hiln seven other spirits more wicked than hi=nself _ and the last state of that man is worse
than the■rst,(Then gOeth he, and taketh to him seven other spirits more evil than himself; and they enter in
and dwdl therq and the last state of that man becclmeth worse than the 6rst)Luke対,26(そこでまた出て
行き自分以上に悪い他の七つの霊を連れてきて中に入り,そこに住み込む.そうするとその人のそ
の後の状態は以前よりももつと悪くなる) (3)甲計 ― 菅哉 お ¬。Чl(KL)(B)もともと悪
くなっていたのが,悪い仲間との付き合いが出来た (4)(「計十導可― き。〔、」。1ヽ(BT)Q下さ
面 ,国tu〔、■翅1ゝ(Fa,E)(A)羊飼いの女,それがおまけにニンニクを食べている (B)(a)極め
て不潔な人のたとえ(Fa) (b)汚らしい人や悪党が一段と汚らしくなつたり悪辣になつたりする
たとえ(BT)(5)【再 計π請け ざ「― ・ l、(AV)(A)(常に動物と一緒にいるために悪臭を放つ)
羊飼いの女が玉ねぎまで食べている (B)もともとよくなかったものが更に悪くなるたとえ (6)て再
計 Tttd≒T, デけ蜻 。wてR「(ch)で布ぞ汗― , FttT ttc u〔、」Ⅲ   (Chatt)  (B)(a)不浅寒な度合いが
一段と増すたとえ(ch)(b)低いカーストの人があさましいことをするのをたとえる言葉 (chatt)
(7)この諺の分布は(Fa l)がEと記していることからもヒンディー語地域の東部を中心に行われ
てきたものか (7)甲命弱奇 赫 ,衆缶 計配命(Kaur)(A)苦いギローイ,それもインドセン
ダンに這つたもの (B)ギロ~イとはツヅラフジ科蔓木 【ππosPοr12 3'ne“ls】で苦味のある熱冷まし用
の薬草になるからボ蒙可などの例示されるものとは違い苦味そのものに負の意味はない.苦味の度
合いが強調されるだけである (8)甲き市て可 都合 市言 で食 弔諭 含呵BP)(B)本来よくないも
のがさらに悪くなるたとえ (9)マ下ぃ ゃく■・ IⅢ金 ●●uf青熙(Kah,―。1,2)(B)質の悪い人が
悪い仲間とつきあうたとえ
〔651〕 甲 命 奇金 蘇食
―
   (Fa,BT)
(A)盗みを働いた上にふんぞり返る (B)【盗人猛々し】
(N)(1)=おま資 哺可命き;R「きずオ ー き誦爾命0(Fa,BT)(2)ぃきS哉奇さⅢ代
…(Kah,劇!●1。 2;I何。2)(B)過ちを犯したのに逆に威張った物言いをすることを椰楡する言葉
〔652〕 で 下 漱 希 き 可 虚「 配 さ (BT)
(A)同じ袋に入つたがらがらの玉 (B)相似たもの ;似たもの同士 ;似たり寄った りのもの
(N)(1)く
「
き 奇｀ 希薫き曖き(BT)(2)Tv・eedledum and Tweedledee(BT_)似たり寄ったりの二
人 ;瓜二つの人 (3)これの使用される対象は常に負の意味を持つものであろう すなわち,【同じ
穴の格l(MLK)
〔653〕 甲 豪 お ,(ЧIく 豪 ヾ (Fa"BT)
(A)~軒の戸が閉まっていても千軒の戸は開いている (B)(1)希望はまだある(Fa l)(2)解雇さ
れた人の強がりの言葉(BT)(3)だれか特定の人にすがるのではなく自分の力量で何とかしてみ
せる (Fa 2)
(N)(1)甲瞑可訂 素 雨〔■|く ― Fr、ぃぃ軒(Kah ttπ°1)(A)~軒は閉ざされていても千軒は開い
ているものだ (B)期待した人から何も得られなかつた際に発せられる言葉 「他にもあるさ (あん
たのお世話にならなくてもいいのだ)」
〔654〕 甲Ff論「W喘:H,uqRπ π 鋼可T(BT)
(A)1日の働き,毎日の安楽 (B)若い時に真剣に努力をすれば一生安楽に過ごせるものだ 苦
労は若い時分にせよ
“
59甲 賭 Ψ ,総簡 い ,誡 賭 積 T(&Tぅ
(A)初日は客人,二日日は膝扱い,三日日はだれも相手にせず(BT)(B)親戚の家には長期に
滞在してはならない(BT)
0)0)甲筒 前 Ⅶこ■L練缶 輛 … (L■)甲 睛 可 … ,試睛 ―
 (L勾甲
筒 前 甲 ,試貯 …   (BT)(2)―とはうつとうしいものや苛立たせるもの,もしく
は,食事をするな,の意に解される(Fa 2)(A)初日は客人,翌日は食客 (Fa l),(A)初日は客,翌
日は面倒がられるものだ(Fa 2,BT),(A)初日は客人,翌日は食事をするな(Fa 2)(3)【再 R市霧π
試 貯 ヽ 可 命 R負可 ヽ 可 (Kah,新。1)(A)客扱 い は 初 日だ け,二日 日 は あ り き た りの 扱 い ,三
日目には (親類の)数の内に入れられずただの人に扱われる (B)親類の家に長く泊まるものでは
ない なお,(Kah)は譴可は本来「膝」の意であるが,ここでは重きをなさない,の意であると
す る 。 次 は こ れ と同 一 の も の と思 わ れ る .Fish and g■le.sts stink a■er three dtts(BT,EEP)(A)魚と 客
は三日後に臭ってくる(EEP)「親戚の家には長逗留をするな」(BT)nesh ish and new∞me guests
Smdlけ(that time)they be three dりs old(/sm lin thr∝dtts)(A)生の魚 と新来の客人は三 日の内
に悪臭を放つものだ (4)t輌
'Fき
赫 ,試f青編図π命(Raj)(A)初日は客,翌日は不快な思い
(B)(a)よそに幾 日も泊まるとぞんざいな扱いを受けるものだ (b)あまり会わないようにすると
丁重な扱いを受けるものだ (5)甲rf■Чlqは,S簡寄側π喩,論時T司四 奇 せ輛式 (KSR)=甲
簡 い ,さ睛 け ,誡 貯 輛 ―て頭 OTう い 隋 い ,奇筒 い ,誡 睛 qMI、
― (Fa l,Mah,BT)(A)一日,二日は客人 (扱いされるが,)三日過ぎれば厄介者 (扱いされる)
〔656〕 甲 睛 蒻 命 ‖く■Iき(Fa"BT)
(A)だれ しもいつかは死ななければならない (B)不死の人はいない
〔657〕  て下賭 ulo aぼヤキ戻針て下fttT uЧqlo(BT)
(A)ある日には7枚のローティーが残 りある日には全 くの断食 (B)段取 りの悪 さや計画や見通
しのなさのたとえ
(N)(1)甲rf■― 爺針魏命甲,f■萌 も ご雨(Kah,豪。1)(B)(1)仕事の段取 りの悪 さのたとえ
(b)大変丁重にもてなすかと思えば突然に無礼なもてなしをするたとえ
〔658〕  ヽ下 ■●`1 0■T■喘cl 喩く漱Tき(BT)
(A)~人の鼻欠け男が百人の人を鼻欠けにする (B)一人の悪人が多数の人を悪に染まらせるこ
とのたとえ
(N)(1)諺話あり「ある王様が命じて刑罰に盗人の鼻を削ぎ落とさせた 盗人は鼻を削がれた途
端激しく踊りだし鼻を削がれたら神様が日に見えるようになったと言い始めた。男を真似て他の人
たちも鼻を削いで貰つた 盗人はその人たちに,『自分にも神様が見えるようになつたと言え.さ
もないと皆から嘲られ鼻欠け者と呼ばれるぞ』と言つた こうして鼻欠けたちの数が増えその話が
王様にも伝わつた 盗人の鼻欠けは王様から問われると鼻を削いでもらうようにと告げた。王様は
その気になつたが,大臣が代わりに削いで貰うことになつた 盗人の鼻欠けが大臣に同じ言葉をさ
さやいたが,大臣は鼻欠けたちを皆捕らえさせ王様が鼻欠けになるのを防いだ」 (2)鼻欠け―
とは,鼻け雨)を削がれた師百)から成る語であるが,鼻を削ぎ落とされた人のことである.この
行為は古代インドから犯罪人に刑罰として,あるいは,人に恥辱を与えるために行われてきたよう
であり,今日もいわゆるダコイ ト (群盗・強盗団)が実行することで知られる (3ド雨,すなわち,
鼻は人の尊厳や名誉の象徴であるからこれを用いたイディオムは甚だ多数に上る.自ずと鼻がない
人とは不名誉な人,恥知らずの人,厚顔無恥な人などの意にもなる
〔659〕 甲F`表針'u。くq"l師さ(BT,Fa)
(A)一度の「いや」が70回の厄介を取り除く (B)一度きつぱりと断れば幾度も口実を設ける必
要がなくなる
(N)(1)=甲r・IF'金Tgさ(Fa)(A)~つの「否」が百の苦しみを取り除く (B)一度きつぱりと
断ればいつまでも苦しんだり悩むことはないものだ (2)べF請蘇無「て｀ in(BT)(3)〔再 乖針命
― Ta鸞'(Raj)(A)一
度の断りが百の面倒を遠ざける (B)曖味な断りの返事をするものではない
(4)〔630〕を参照のこと
〔660〕  ヽマF口l● 言トマ∫IF喩I‖ 合 可FTぎ卜F(BT)
(A)三度のくしゃみは首尾が良い (B)同じ人が続けざまに三度くしゃみをすれば事はうまく進む
(N)(1)鳥獣の鳴き声ばかりでなく自然界や星辰の動き,動植物の動きや変化,瞬きやくしゃみな
どの人体の様々な生理現象,あるいは,夢などが前兆として捉えられるのは万国に共通のものであ
ろう (2)インドではくしゃみはだれが, どのように,どの方角で, どの時刻に,何曜日に生じる
かなど実に様々な解釈がなされているが,出掛けに生じるくしやみは縁起が悪いとされる
“
61〕 甲 積 π 粟 赫 GT"L→甲 お π 粟 論 面 (■o
(A)(1)~本のニームの木 (インドセンダン)で家全体が涼しい(BT,Fa l)(2)インドセンダン
の本は一本,家族全員が天然痘に罹つている(Fa 2)(B)(1)~人でも孝行息子がいれば家中が幸せ
に成るものだ(BT)(2)インドセンダンの木は一本生えていれば家中が涼しくなるものだ (Fa l)
(3)家族全員が天然痘に罹つたのであればインドセンダンの木が一本あるだけでは到底足りない
(Fa 2)
(N)(1)(Faのはこの諺をで下― 命 鉄 の部類に入れるFa■onの解釈を誤つているとする o)
インドセンダンは俗信では天然痘患者に薬効があるとされ,小枝で患者を扇いだりする (Fa 2)も
この本の葉が患者の枕元に置かれることには言及している そのために一本の木では足りないのだ
と言う (3)てす甜青 蒻 市 師
“
て嗅AV)(B)物が少なく欲しがる人の多いたとえ.(AV)の著
者であるパーンデーヤは天然痘の流行期に行われる痘療神シータラーを祀るために依代の水瓶に
差されるインドセンダンの小枝を皆が欲しがることをこの諺の起源であると説明する (4)痘着神
シータラーは俗信によればインドセンダンの木に依るものとされ,患者をその小枝で扇ぎその葉を
寝床に敷くと薬効があるとして用いられる その世話をするのはマー リー ・カースト (庭師カース
ト)とされる。
…
…
,― ぎ冑缶呵昭,一 ●宿命,luiミlqlq,1991,T°296-297
〔662〕  甲 て、― ,(ヨ:ヽ ■ヽ 喘Ч●l(BT,Fa)
(A)~人の の放つ美しさは一つ,着る着物の放つ美しさは千 (B)人は着る衣裳で随分立派に
見えるものだ
(N)(1)(Fa l)はGod makes and appard shapesをこの諺に対応する英語の諺としているが,これは
(DE_P)によるとさらに次のように続く。すなわち,but money makes the man(or but it's money that
inishes the man)「神は人体を創り衣服は身なりを整えるが,金は人物を作る」 そして(DEP)は
これに「金があれば馬鹿も旦那」の説明をカロえている なお,英語では`Apparel makes the man'が,
【馬子にも衣装】に相当するようだ(DEP)0)ぃ下 師奇,0下不け ,〔口1く 下 ｀江綸 蒻
下 蒻置 (R3j)(A)女性の美しさは体の美しさが一で,美しい着物を着ると百倍になり装身具の輝
きで一千倍になり,さらにそのしな (科/姿態)で10万倍になる (B)生来の美しさは洗練とい
う飾りで数倍増えるものだ。 なお,これについては 〔687〕を参照のこと
〔663〕  て下TT a「¶lЧ (BT,Fa)
(A)~本の道,二つの用事 (B)(1)何かをする際についでにもう一つのことまで済ませることが
出来るたとえ o)何かをする際に付随的な利益まで得られることのたとえ 【一石二鳥】To ttl tЮ
birds with one stone(Fa,BT)TO Catch twcl Pigeons with one bean(BT)
(N)(1)ⅢⅢ キ市雨 (Raj) (B)~つの仕事をして二重の利益があるたとえ (2)て再 Ⅲ ご市面
(Kah,幸Pl,図1。1°2)(B)~つのことをして二つの用事をするたとえ (3)(輌Ⅲ a_由食 。.Ч
言 岬reお瞑 甲奇(KL)(A)~つの道を行くのに二つの用事をすませる.(野原での)用足しのつい
でに家畜に草をはませる (B)一石二鳥のたとえであるが,これには諺話がある.口うるさい姑で
あったが嫁もしたたかであつた。監視も厳しかつたが,嫁は用足しに出かけると言つては間男と
会つていた。ある時事が露見したため嫁はさんざん打ち叩かれてとうとう絶命した (4)で,Ⅲさ
―  (Ga) (5)RF IT奇市雨 網t,び■鷲 爺て辞は 用た(Kaur)(A)~つの道を行き二つの用事を
済ませる 用足しに行つて武を潰す (B)抜け目のなさ過ぎるのを椰楡する表現 なお,(Kaur)は
命瞑 をブラジ地方の言葉だとする。(KL)と同じ地域の諺であることが興味深い (6)→〔647〕
〔664〕 て下平゛fT Tてや―    (BT)
(A)~人の良き隣人は百人の親類を凌ぐ (B)(1)良い隣人は得難いものだ (隣人に感謝する言葉)
(2)親類は幸せな時には喜びを分かち合うが,隣人は苦しい時にも助けてくれる有り難い存在だ
【遠くの親類より近くの他人】
(N)(1)隣人とのつきあいの重要性を示すものとしては別の表現もある質青 もヽ 喩TギЧFa)(A)
隣人を無視して赤の他人と親しむ (2)金ヽ命 資(Ga)(B)近くにいる人が親類だ
〔665〕  て下甲彎F「ulヾqqi(BT)
(A)節制一つが十万の薬に匹敵する (B)節食すれば薬はいらないものだ
(N)(1)=甲r_命 ョ。I匈(BT)(2)=Diet cures more than doctoFs(BT)【腹 人分 に医者 い らず 】
〔666〕  (口F、1● き・lミ・tl, く:Чl耳ミ 礫F漏  (BT)
(A)半月の間に2度蝕が起これば王が死ぬか大戦争が起こる(B)俗信である
(N)(1)甲qて試 ‖〔・ l10頭歳 稀 oミ■|(AV)半月の間に2度蝕が起こると王が死ぬか豪商が
死ぬ (B)月蝕と日蝕とが半月の間に起こるのは世の中の大混乱の兆しである(2)甲嘔 キ計‖o■|,
雨 乗 可詐竃KL)(B)半月のうちに月蝕と日蝕とが起これば王が死ぬか軍隊が全滅するo)これ
はw(18世紀)の警句である
“
6η ttF Fで,甲蒲 頭満 せ (BTう
(A)~人息子は息子にあらず片方の日は日にあらず (B)一人息子の親は片目の人と同じく常に
心細い思いで過ごすものだ。失いはせぬかと不安を感じるものだ
(N)(1)これは 〔615〕の前半と後半の順序が入れ替わつたものである (2)て再Fき静訂 ― (BT)
「一人息子ならいないがましだ」とは甚だ贅沢な話だが,病気や事故による不安の大きさを表す言
い回しであろう。もつとも次の(3)の(B)の (b)はさらに贅沢な心配であろうか (3)て輌F計いF
雫
「
(Kah,Mlモ1。 2)(B)(a)~人息子はしないがよい.失つたら耐え難い悲しみを感じることにな
るものだから (b)一人息子は溺愛から不出来になるものだからそうなればやはり耐え難い悲しみ
を感じることになるものだ (3)甲請百 騨 ●1“ 口円~(Kah,i。1)で,Trマ債
「
T― (BT)(A)息
子を一人授かると肝つ玉が途方もなく大きくなるものだ (B)これは息子を一人授かると大喜びし
たり自慢をしたりすることに対して椰楡する言葉であるから同じことを言つていることになろうか
〔668〕 で下 きヽf卜でヽ「 キマ弔,¬Ta耐―   (BT)
(A)1パイサー硬貨を探すのに4アンナの油を費やす (B)(1)僅かばかりの利益を得るために大き
な損害を被つたり負担をするたとえ (2)帳尻を合わせるために長時間かけて計算をし直す商人を
椰楡する言葉 (3)原則を貫くためには損害も覚悟する人のたとえ
(N)(1)=蒻奇命 口 ,苛奇命可(Fa_1,Wom)(A)1ダムリー の値しかない娘を運ぶのに1タカー
の金を駕籠代に費やす (B)値打ちのないものにそれ以上の費用を投じるのを椰楡するたとえ
〔669〕 甲 TTさHIu:頭き可薫計(BT)
(A)花一輪では花輪は作れない (B)大きなことをなそうとするのであればそれなりの負担を覚
悟しなければならないものだ 僅かな出費で大仕事をしようとするのを椰楡する言葉
(N)(1)甲rЧtt t―肴い  (Raj)(A)一輪の花では花輪は編めないものだ (B)(a)この世の中は
お互いの協力で事が成るものだ (b)どれほど有能な人であろうとも世の中のすべてのことを処理
することは出来ないものだ (c)個人は社会の前ではとるに足らない存在なのだ
〔670〕 で下TR'きq:口
`く
頭きqu。:(BT)
(A)バニヤー (商人)一人では市場は出来ない (B)(1)何事も協力作業でなすべきことは一人で
は出来ないものだ (2)人は一人では何事もなし得ないものだ
(N)(1)甲TF―計― ―  (Kah,翻T。 1)(A)バニヤー
~人で市場が成 り立つものか (B)社会
全体にかかわる仕事は一人の人の働きで出来るものではない
“
70 甲 蒙 腋 計 Ho"しき 蒙
“
命 ‖。憮 ioTう
(A)~度飲んでも酒飲み,三度飲んでも酒飲み (B)悪事は悪事の多寡が問題なのではない 悪
事は悪事でしかない
(N)(1)甲訓市時百 ご… ,て
可下時覆 ご
…  (Chatt)(A)酒
は一口飲んでも酒飲み,二口飲ん
でも酒飲み (B)悪事はたとえ一度であろうとも悪事を働いたことには変わ りがないものだ
“
7朗 甲 赫 減 du円命 赫 豪 冷 讀RTぅ 甲 輸 織 W命赫 赫 き
(Fa)
(A)(1)~匹の魚が池全体を汚す(BT)(2)~匹の魚が全部の水を汚す (B)(1)一人のよからぬ人
間が周囲の人全部を汚すものだ(BT)(2)~人が不名誉なことをすればその人の属する集団全体
の名を汚すことになる(BT)
(N)(1)(BT)はこれに相当する英語の諺として次を掲げている One nsh lnたcts the whole water
(2)(Fa)は英語の説明を次のようにしている The dead■y maketh the ointment Of the apothecary to stink
「死んだ蝿は薬屋の軟膏を腐らせる」 これは次と同じ意味のものか。Dead nies corrupt the most
pr∝bus dntments A ny h the dntment(DEP)すなわち,「蝿の死骸は貴重な軟膏をも腐らせる」【ノJ｀
事を軽んずるなかれ】(DEP)(3)甲r●げ命 釘き 岬喧 ―  (Lj)(A)~匹の魚が海全体を汚す
(B)(a)~人の悪 が社会全体を汚す (b)一人のよからぬ人間から世の中全体に悪事が広まるものだ
〔673〕 て
「
Hl■キさ 蒻面いぼ 燎壼(BT)甲Ч l■ キ奇 蒻面きは 劇 1蒻論(BT)
輌 Hl■■き ご金(Fa)
(A)(1)三振りの刀は同じ鞘には収まらないものだ(BT)(2)~つの鞘に二本の刀(Fa)(B)(1)
一つのものを二人の人が所有することは出来ない(BT)(2)同じ女性と暮らす二人の男 (Fa l)
(3)同じ女性を自分の恋人とする二人の男 (Fa 2)(4)Two kingS in Brentford(Fa l)ブレントフォー ド
の二人の王様 (対立する二人) (5)Two of a trade seldom agree(BT)【職がたき】【商売いみがた
き】(DEP)(3)甲n¬ロキ3-  (Kah,幸Pl;則1●!°2)(B)【両雄並び立たず】 (4)て輌 呵百
汗き訳¬で奇てき(Raj)(B)(a)どのような分野でも拮抗する二人の間はうまく行かぬものだ (b)
対等な力を持つた二人の間には嫉妬心が生じるのは自然なことだ もしくは,同じ欲望を持つ者
同士は仲良く出来ないものだ (c)同じ娘に恋をする二人がいがみ合うのは自然なことだ (d)偽善
と友情とは並び立つことは出来ないものだ (5)〔再 可爾 キ計―
命令 覆含(RK)(6)(再断
ゴ
「
市 て Rヽt面 (AV)(B)これは一人の女性を恋する二人の恋敵について用いられるが,
それ以外にも用いられることがある
“
741 甲 赫 さ蒻 命 き雨 oTう 甲 き 赫 π 命 き面 き(L⇒ 甲 き 赫
さuq命詢 可 (Fa_2)
(A)同じ一つの棒で皆を逐う (B)相手に配慮せずだれも彼も同じように扱うたとえ(BT)
(N)(1)0瓢奇 蒻 Tい1● (Kah,則lQI。1)(A)同じ棒で皆を逐つてはならない (B)相手に配慮な
く一様に扱ってはいけない (2)で再 可奇蒻マ命 輌 き(Fa.1)(B)相手の身分や地位に配慮しない
人のたとえ (3)てぃ ま赫 き蒻T奇許爾T(MLK)(B)相手の地位や身分に関係なくぞんざいに
応対する人のたとえ
〔675〕  ヽ下 o●喩: ЧЧ"l ●計て遭や― 希 (BT_)
(A)自分の息子ならば一人が外孫の百人に勝る (B)自分の世継ぎは外孫ではなくわが息子以外
にはいないものだ.父親の名誉も幸せも一切は息子の力量次第である
(N)(1)a命き可 鋼『Ztt n命前 (Ga)(A)百人の外孫はわが (父系)血統を継ぐ者一人分にも及
ばず
〔676〕 甲 ul、マT uql ul｀輸 ,研 くlqЧ瞑 負RT T¬眠
'(BT,Fa l,Hin) 
→ 〔489〕
“
7η tt u嘲くさⅢ「雫繭 せ π 面 (BT→
(A)一人の人が同時に二頭の馬に乗ることは出来ないものだ (B)(1)人は同時に二つの仕事をす
ることは出来ない (2)二つの仕事を同時になそうとする人に対して発せられる言葉
(N)(1)、下蒻π 計嗽T命ミ(Raj)(B)(a)同時に始めることが出来ない仕事があるものだ (b)
同時に二つの大仕事をなそうとする野心家のたとえ (c)二つの欲を持つた人はいずれ破滅するも
のだ
〔678〕 でF wtt uqヨ両,。■織 uq Чl督(BT)
(A)一つのことに励めば全てが達成され全てに励めば全てが失われるものだ (B)(1)最高神を拝
めば一切の神々は嘉するが,諸々 の神を拝めばいずれの神も嘉せず (2)~人の立派な人に与すれ
ば万事が順調に進む (3)~つのことに励む人は成功を収めるが同時に幾つものことをなそうとす
る人は失敗するものだ
(N)(1)=甲t inぃ「て合,蒻師}蒻雨T(BT)(2)=゛爺 き請 ,計U合さ可百(Lj)(B)(a)
一つの目標に執着すれば万事が達成されるが,逆に多くのことを追いかける人は一つのことも成し
遂げることが出来ないものだ (b)人生の目標は一つにするがよい (3)=H゛青蘇rて合 蒻 赫キ蒻
― (MLK)14嬌 耐 蒻 誡「 。障 耐 蒻 ― (Kah,判|ミl。 2)(B)人は 一 事 に の み 熟 達 す る が よ い
そ うすれば何事も成るものだ 何もかも追えば何一つ成 らないものだ
〔679〕 甲 さ
…
,奇計Чlく(BT)
(A)一人でいるよりは二人でいるがよい。二人でいるよりは四人でいるがよいものだ (B)一人
では半分だが二人になると二倍になる 人は一人では何 も出来ないものだ
〔680〕 でFきき 漱や(Fa,BT)
(A)一人よりも二人がよい (B)(1)人は一 でいるよりも二人になるがよい(BT)(2)旅には道
連れがあるのがよい (Fa,BT)
(N)(1)甲く奇 蒻 寺呵  (Raj)(A)一人でいるよりも二人でいるほうが常にいいものだ (B)(a)
人間社会は全くの相互依存によるものだ (b)二人が力を合わせたらうまく行くものだ
〔681〕 RF t円1‖ キuqヨ奇(Fa Mah,BT)
(A)同じ風呂場では皆が裸 (B)(1)だれにでも何 らかの欠陥があるものだ (Fa 2)(2)人に区別は
なし,皆同じだ (3)だれ しものなすことを非難することがあればその非難する人に対 してい う言
葉 (BT)
(N)(1)We are an in the same boat We a■dO the same thing(Fa l)(A)人は み な 同 じ ボ ー トに 乗 つ て い
る 人はみな同じことをするものだ
“
8朗 甲 西 計ド(BTう
(A)骨一本に大三匹 (B)人が多く物が少なければ争いは必定
(N)(1)啜「〔l●,試R3く(AV)(A)二頭の大に骨一本 (B)二人が一つの物を奪い合うたとえ (2)て再
〔lS凛|ピ青 Rは|(Lj)(B)(a)二頭の大が争うには骨が一本あれば十分だ (b)親切めかして二人の
人に一つしかない物を見せて誘えば必ずや争いを始める。恋敵もこの部類に入る
〔683〕 甲 夢 命 ― ,金蓼 w赫 (BT)
(A)腕尺一つの長さのヘビウリの種が腕尺九つの長さある (B)大げさな表現をたとえる言葉
(N)(1)て
「
そH暉奇 肴 研Ⅲ証(BT)(A)三尺の狐の尻尾が二間七尺 o)甲ξ、 希希奇 π て青 て
命莉(Kah,爾。1)(B)大げさな物言いを椰楡する言葉 o)甲晏お a可希令 ぎけ命w(chatt)(A)3
尺のきゅうりの種の長 さが 2間7尺 (B)大げさな物言いを椰楡する言葉
〔684〕  甲 て円「 attT,RFFてR「ミ可T(BT,Fa)
(A)片方の手で受け取り片方の手で手渡す (B)(1)対等な取引のたとえ (2)現金での取引 ;即金
払い(Fa_,BT)
(N)(1)(Fa l)にはこれは商人の間で行われるものとある (2)く再 で南 計計 ,試夢 汗評竃BT)
(A)片方の手で手渡し片方の手で受け取る (B)(a)因果応報 (b)現金での取引のこと (3)て再 討 き
甲 ξ奮 計 (Kah,劇Iミ|。 2)(A)片方の手で与え片方の手で受け取る (B)親切な行いをすればその果
は必ず得られるものだ
“
80 甲 夢 きて論 せ 赫 (BT"B K6ぅ甲 夢 赫 せ 赫 (Lぅ
(A)片手では拍手は出来ない (B)【喧嘩両成敗】
(N)(1)It takes to make a quarrel(Fa l,D.EP,EEP)(B)相手のいない喧嘩は出来ない(D → 【喧
嘩両成敗】(EEP)(2)甲r晏曾 雨奇 Tr m耐(Kah―。3)(B)喧嘩やいさかいは双方に非があるか
ら起こるのだ (3)【碩 百0印耐 せ ―  (AV)(B)敵対関係も友愛関係も一方的なものはないも
のだ (4)(再て円く商介 奇驀諏Raj)(B)(a)喧嘩は一人では出来ないものだ (b)両親が望まなけ
ればことは成らないものだ (c)両者が等しく責任を負うたとえ (5)【再 ぎ廿哺a奇キー  (chatt)
(A)片手ではパンは作れない (B)喧嘩は両方があってこそ始まるものだ
〔686〕 甲「て百 さ計 ,でR夢 キ油「 (BT)
(A)片方の手で手渡し片方の手で受け取る (B)(1)悪事の報いが現れるたとえ (2)現金取引のた
とえ
(N)(1)→〔681〕 (2)甲足書 き甲 ミ含 さ(Kah,劇l。|。 2)(A)片方の手で与え片方の手で受け取れ
(B)行った親切の報いは必ずあるものだ
〔687〕  甲 FF「~,(呵Iく 喘Ч。llul●F゛可て,マ辰漱rごFT■対く:|(BT,Fa)
(A)それぞれの人自身に備わる美 しさを1とすれば,衣服に備わる美 しさはその千倍,装身具の
持つ美 しさはlo万倍,女性の持つ妖艶さは一千万倍になる (B)(1)あだつぽい仕草をする女性や
派手に着飾る女性や娼婦のことを言 う表現(BT)(2)各人の持つ美 しさとは別に衣服や装身具な
どで美 しさは大いに増すものだ(BT)(3)人は着用する衣服や身につける装身具や宝飾品,それ
に身のこなしで非常に美 しくなるものだ(L)
(N)(1)→〔662〕ヽ下下 赫 ,olく了 'Ч,1
ミ
〔688〕 ミ可 奇簡 き環nき(BT)
(A)反り返りは二日間しか続かないものだ (B)自慢や威張り,騎りはいつまでも続けられない
ものだ。高慢な人を椰楡する言葉
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〔689〕 い 綸 命 令 蒻 長ヽ ヽ(Fa"BT)
(A)悪さをするにも技がいる (B)(1)悪さをして隠しおおせた人の言う言葉(BT)(2)悪さをし
て暴かれた人の言う言葉(BT)(3)No royal road to learHng(Fa l)【学問に近道なし】(DEP)(4)
何事をなすにも注意深くなければいけないものだ。たとえ悪事であろうとも(Fa 2)
“
9o mせT蒻針uq劇け 西 er)
(A)皆が後ろ指を指すようなことを言うものではない (B)いい加減なことを言う人をたしなめ
る言葉
〔691〕 い 會 れ「可tき瞭 やa両(BT"Fa)
(A)まるでロバの頭から角がなくなつたようにいなくなつた (B)にわかに,あるいは,こつそり
跡形もなく姿をくらますたとえ
〔692〕 ミF誓マー キでヤtr(BT)ミtf面― キヾ き(Fa)
(A)(1)そんな愚か者はシカールプルに住んでいるだろう(BT)(2)そんな愚か者はシカールプ
ルに住んでいる (B)あんたにダマされるような愚か者はここにはいない(BT,Fa)【その手は桑
名の焼き蛤】
(N)(1)ョ。I・く=ょ―
キ~ (Raj)(A)このような愚か者はシカールプルにいるだろう (B)(a)
ここにはシカールプルのような愚か者はいないのだからお前の企みは一つも通用しないぞ (b)こ
こにはほら吹きにだまされるような者は一人もいない (c)他人を全くの愚か者と考えて扱おうと
する人に対して発せられる言葉 (2)(Raj_)によれば,このシカールプルと言う地名は架空の地名と
される (3)t,缶輌町(金(Kaur)(A)そんな奴はシカールプルに住んでいるだろう (ここにはいな
い) (B)お前にはだまされないぞ (4)(Kaur)によるとシカールプルとはウッタルプラデーシュ州
のブランドシャハル県内にあるとされる (Fa l)はシカ~ルプルでの不合理さについて当てつけと
しているのに対し(Fa 2)はなぜか姉 と,商マFは愚か者で有名であるとする
〔693〕 は 尋Tこ汗・ lq。(BT)
(A)こんな森の中に米粒とは (如何に) (B)(1)本来起こり得ないようなことが現出している状
況でつぶやく言葉 このようなことがあろうはずがない 何か臭いぞ  (2)あり得ないことが生
じたら疑ってかかるべし
(N)(1)これには『パンチャタントラ』(II F百平剣青))|こあるものと同じ鳩が仲間を救つた話が
諺話として伝えられている
〔694〕 は r清 命 稿・ 青 Fき?(Fa)はざ 轟 奇 希 命 F IBT)
(A)こんなおいばれ牛をだれが繋いで餌を食わせようか (B)(1)年老いた人や身体に障害のある
人にだれが飯を食わせようか (2)自分が得るものがなければだれも何も与えないものだ(BT)
(3)老人や能なしをたとえて言う表現 (Fa)
(N)(1)はF計市奇 ボ青 ギ積 ぜ『 ン(MLK)(B)なんとも寒々とした表現であるが,老人で働きのない人はだれからも疎まれるものだ,ということにつきるようだ
〔695〕 尊やてき゛ き爺 汗・ H喘(BT)
(A)小麦粉に混ざつた塩のように分かち得ぬように過ごすべし (B)(1)人とは親密な関係を保た
なくてはならないものだ そうすれば幸せと利益を得るものだ (2)嘘もほどほどのものを言うよ
うにしなくてはならない
(N)(1口含キ調市小麦粉と塩との関係では爺 汁平市希すoRさ。小麦粉に入れる塩ほど,という
表現があるが,これは極めて少量の意である
(3ギT)
〔690 象 論 キf"RT蒻甲 計 さて雨 要 ?lB TっFa)―汗鯨「RT,さT命可
¶:てて ?(Fa l)
(A)日に頭を突っ込んだからには杵は恐ろしくはないものだ (B)(1)~旦困難な仕事を始めたか
らにはなにものも恐れてはならない (2)困難なことを始めるからには困難を恐れることがあろう
か (Fa)
(N)(1)→ 〔536〕 (2)In for a pennェin for a pound(BT,DEP)(A)ペニーを手に入れ る仕事を始めたからに
はポン ドも手に入れなければならない (B)事を始めたからには どんな事態になろ うとも最後までや り遂げなくてはな らない
【毒食わば皿まで】 (3)He whO WOuld catch ish must not mind getting wet(BT)(A)魚を捕らえようとすれば濡れる
のを気にしてはならない (4)―キRて時T,きて薇針可 希翡(Kaur)(B)損害や危険を覚悟の上で
始めたからにはひるんではならない (5)―キ捕 R命命― t希峙諭  (Ral)(A)臼に頭を入
れたからには怪我を恐れることがあろうか (B)(a)困難なことを始めたからにはその結果を恐れる
ことがあろうか (b)自ら危難を受け入れたからにはその打撃から逃げることがあろうか (c)わざ
わざ厄介を招き寄せる人のたとえ
〔697〕 哺 同 T Чc赫 劇ql(BT_) 赫 Ч:■ `qu。
1き(Fa)
(A)(1)~杯に入つていない水がめの水はいつもはねる(BT)(2)水が少 ししか入つていない器
はすぐに吹き上がるものだ(Fa)(B)中身のない人や備えるべきものが備わつていない人は人一
倍 目立つものだ
(N)(1)Empty vessels make much noise(BT)Empty wssels make the most∞und(EEP)(A)空の容器は
大きな音を立てる (3)【空樽は音が高い】 (2)Thw are st■l waters that run deep(Fa l)これは次の諺
と同じく思われるSin mters run deep(DE_P)音を立てないで流れる川は深い 【浅瀬に徒浪】Water
runs smoothest where it is deepest(DEP)水は一番深いところでは一番静かに流れる
〔698〕 赫 F ttЧl“(BT,Fa)
(A)少ない元手は主人を滅ぼす (B)小資本では損するばかりだ。資本が少ないと破産しやすい
ものだ
(N)(1)命奇 嚇針蒻百 キWT(Raj)(B)(a)資本が足りないと破産に至るものだ (b)何事でも成
功を収めるには然るべき手段が欠かせないものだ
〔699〕  蒲 雷計ゴヽT, マ辰1雷計ゴヽT(BT)  総 雷計輸田「く澪計可πて雷計ゴヽT(Fa)
(A)品性卑しい者の情けは砂でこしらえた塀 (壁)も同然 (B)それは永続しないものである
(N)(1)針可 き鈷 ,漱硬 命T(Raj)(A)品性卑しい人の情けは砂の塀と同じ (B)品性卑しい人の
情けは永続しないものだ (2)ご汀 き― 頸 希哺T(Kah_,W。1)(A)品性卑しい人と親しむことは
砂の塀の如きもの (B)品性卑しい人と親しくなつても永続しないものだ哺き 奇 輛 ,ql命ヽ 輛
(Har)(B)常に危険の伴うもののたとえ
〔700〕 命τキヤ 洋q:。■き口命(BT)
(A)愚か者や品性卑しい人の腹の中では話はこなれない (B)大事な話は愚か者や品性卑しい人
の腹には納まらない (だれかに話さずにはいられないものだ)
(N)(1)Children and fools tell the truth(BT)子供と愚か者は本当のことを言うChildren and fools cannot
h《Fa,DEP)子供と愚か者は嘘が言えない
〔701〕 お き爺 ЧI劇 ヨさ ョ耐(BT)
(A)唇を紙めてのどの渇きがおさまることはない (B)必要性が甚だ高いのにそれがほとんど充
足されないたとえ
(N)(1口にマ前 き疏 F暗(Kah,熟1ミI。 2)(A)唇をなめてのどの渇きが止まるものか (B)(a)大
きな仕事をするのに安つぽい手段や方法で臨むことを椰楡するたとえ (b)なお,哺ほの代わりに
無  (露)が用いられることが多い (露を嘗めて)このほうが適切である.(Kah,Jlミ1。)(2)―
きヾき時熙T=ぜ蓼新訳Av)(A)露を紙めてのどの渇きが取れることはない (B)必要なものが十分
になく充足されないたとえ (3)3rin呵π t、蓼青HFa)(B)(a)必要なものが全く足りないたとえ
(Fa l)(b)物惜しみがなされるのを椰楡する表現(Fa 2)“戸ヽき可 呵雨ぎHKaur)(B)手段
や方法が不十分であれば満足は全く得られないものだ
〔702〕  a針ヽw IT olo゛だ}雨T■l‖ ЧI■dIき(BT) ― Tさ可
・
T劇てく面 市T口l‖
Чl■01き(Fa,Wom)(A)(1)軒下のブー トは7代前の先祖の名前を知っている(BT)(2)軒下のブー
トは70代前の先祖の名を知つている(Fa,E,LVom)(B)(1)隣人は互いに相手の家の内情に詳し
いものだ(BT)(2)家族は家の中の一切の秘密を知つているものだ (Fa 2)
(N)(1)(BT)には7代前の他に9代前という表現も記録されている (2)(Fa_1)には迷信との記述
があるがそれ以上の説明はない (2)ブ~卜とは 〔501〕で言及したように不慮の死を遂げた人,怨
念や未練を残して死んだ人,刑死した人,世継ぎのないままにこの世を去った人など解脱の得られ
ない,浮かばれない人たちの霊とされ一般に危害をカロえたり人にとりついたりする危険な存在と
される。この諺の脈絡では隣人の代名詞として用いられている. (3戸派¬令 きは可肴 τ蒻 希市
WttKah,¬T。 2,3,判1●1° 2)(A)軒下のブー トは9代前の先祖の名を知っている (B)隣人はお互い
の家の弱点を詳しく知つているものだ
〔703〕
―
可 甲 命 哺 奇 せ Чlol(FaっBT)
(A)軒の水は棟木には上らない (B)理に反することのたとえ ;あり得ないことのたとえ
(N)(1)いtヽer does not run up hill(Fa l)(A)水は丘には■らない
〔704〕 命Tきてき Ч:● ヨき 甲命 (BT)命令 Чlも ■き 甲耐 (Fa l,BKS
(A)露をなめて渇きが癒 されることはない (B)(1)到底満足の行かないほどのものしか手に入 ら
ないたとえ(BT_)(2)ほんの僅かの費用で大きな利益を得ようとすることや大仕事をなそ うと試
みるたとえ(BT)(3)求められるものや必要 とされるものが全 く満たされないたとえ(Ll)
(N)(1)〔670〕を参照のこと (2)=てお きま キ哺画 (BKS)(3)aT計き-1.ЧIボ買KL)
(B)僅かばか りのもので腹が満ちるはずがない
(3f卜)
〔705〕 鎌 と
'食
さ ヾ 命 象て (BT)
(A)ばつたり倒れたらお日様を拝む (振りをする) (B)抜け目のない人が自分の失敗や弱みを
隠そうとするのを椰楡する表現
〔706〕 ご含 ま 諭 市 (Fa,BT)
(A)(お前は)まっ逆さまに落ちるがよい (B)(お前は)酷い目に遭うがよい (呪証)
(N)(1)`請¶ 意ヨ'とはうつ向けに,まっ逆さまに,逆さまになどの意に用いられる表現である
(2)SW Fa■onによれば,命キャ,前 ¶ とは「馬が竿立ちし人が馬の背に乗つている状態」のこ
とである (3)(Fa l)によればざ青 ぉ も― ¶もいずれもまっ逆さまになってひつくり返ること
で人を呪う言葉である (4)(BT)によればご青 意『 ― とin希ネキー  (可れ はいずれも一
種の呪記の言葉である
〔707〕 命キ態:竃F命面 き(BT,Fa)
(A)うつ向けに乳を飲む (B)(1)未だ幼さが残つている まだ餓鬼のままだ (2)愚か者をたとえ
る言葉
〔708〕ざ漱F ttr u●¶l Чlも さ 薇障「キマFT sulも(BT)
(A)他人の子を見つけたら蛇の穴に手を入れさせる (B)人は他人の痛みや利害には冷淡なものだ
〔709〕 ご資命T命漱含き,ЧЧ■l汲質Tさい   (BT)ごk命‐ 漱含き,―波質
せ  (Fa_)
(A)他人の日の星は見えても自分の日の傷跡は見えない (B)他人の弱点や弱みをあげつらうた
とえ
(N)(1)〔174〕― れてTは 国ヽ命
…
h評「 (2)(Fa l)の訳は,他人の目の小さな点を見る
が自分の目のかすみを見ない,とある (3)(Ll)は新約聖書マタイ伝を引用しているw球behOldest
thou the mote that is in thy brother's eye but considerest not the beam that is in thine own eン℃ NIIath vil,3
「なにゆえに兄弟の日にある塵を見ておのが目にある梁木を認めぬか」
〔710〕 aヽ命 ョ キ3面椰やで耐 (BT"Fa)
(A)他人に向かつて言つた悪口が自分の前に返つてきた (B)(1)人を謗ればわが身に及ぶ(BT)
(2)他人を非難すればその果を受けなければならない(Fa)
〔711〕 ごk¬計でFT爺,研平計て下gに1でぼや(Fa l,lVom,BT) どに命 て下T爺,研平命
F― ヨキ(Fa 2)
(A)他人のひもじさは知らず, 自分のひもじさには小麦粉をこねる (食事の用意にとりかかる)
(B)他人のことには全く冷淡で自分のことばかり気にかける人のたとえ
(N)(1)(Fa l)も(Fa 2)もこれを主に女性の用いるものとしている
〔712〕 象7くお 輛會命漏「可論 赫 き(FaっBT)
(A)女性とヘビウリの蔓は急速に成長する (B)女の子は成長が早い
〔713〕 赫 永 永Tく!■ 論 w(BT,Fa)
(A)女と馬は腿の下にある時だけのもの (B)(1)女性と馬はしつかりと支配するがよい (2)支配
下にあるものだけが自分のものと心得よ(BT)(3)女性と馬はしつかり管理しないと手がつけら
れなくなるものだ (Fa 2)
〔714〕 哺て「 ― ヤヾЧlu Rせ蒻澪卜(BT)
(A)女はだれのもの,側に置くその人のもの (B)女は自分のそばにいてこそ自分の女 そうで
ないと信用ならないものだ (別居は好ましくないものだ)
(N)(1)→〔713〕 (2)計て 睛 奇 駅Tせ蒻fЦKah劇1ミi。 1)(A)女性は常にそばに置いてお
くべきものだ
〔715〕 誦町命蒻可哺 愉 計、きoT"L)
(A)女性の知恵は頭の後ろにある (B)(1)女性は後知恵だ。女性は頭の働きが鈍い すぐには頭
が働かないものだ (2)女性は叩かれないと知恵が出ないものだ (Fa 2)
(N)(1)=命て 命 ヾ豪奇命希嗽計(BT)(2)このような一方的な見解の諺があるかたわら次のよ
うな男女の関係を述べるものもある 命て 戴 前 →可 き(BT,Fa)(a)女性と男性とは互いに相手が
あつてのものだ(Fa)(b)女性と男性とは切つても切れない関係にある(BT)(C)大変親密な関
係にある人たちのたとえ(B_T)(0で赦計 奇 マ腋π ttS― (Kaur)(A)女性の知恵は後頭部にあ
る (B)女性は自分の行為の結果を想像することが出来ないものだ。女性は後知恵だ
〔716〕 鏑 命 口I。,爺爾 希Чl。(BT)
(A)女性はバナナの葉なり (B)(1)女性は繊細なものだから少しのことで傷つきやすい (2)女性
の心はうつろいやすいものだ
(N)(1)奇て き雨 前 希¶T(Kah則|ミl。 2)(B)(a)女性の心はバナナの葉のように少しの風で揺
れ傷つきやすい (b)女性は移り気なものだ 信用ならないものだ
〔717〕 鏑 命 ¬蔵 命 3再金 平下豪)(BT)
(A)女性を叩けば自分が恥をかく (B)(1)女性に暴力を振るうのは男には恥ずべきことである
(2)女性に暴力を振るうと男は自分が恥をかいたり困つたりする結果になるものだ
〔718〕 ざkT,1‖Ч3)こ嘴iuЧ l日き 印ヽ甲T ЧttT(BT)
(A)女と (雌)牛とバラモンからは逃げるが勝ち (2)相手にして勝つたとしても名誉にならず負
ければ恥をかく
(N)(1)(BT)は次を参照しているが,相手の三者には相違がある ― ,―,―T甲可 寺
赫  (Lj)(A)(雌)牛,兄弟,それにバラモンからは逃げるが勝ち (B)この三者を苦しめること
は危険であり恥ずべきことである
〔719〕  派 ■T、ゃ: 
― 議ヽこ
S:uw、ゃ1 緑 可ぎ「 赫    (Fa)  0や甲で そ
「
、喘I 研熙百計
ぎ「ヽ sI。¬「 ス¶1~ゞ 計 =長針 ヾI可てT(BT)
(A)好機を逃した人と木の枝から落ちた猿は立ち直れない (B)好機は見逃してはならないものだ
(N)=oT―可 ス・ I朝T=針attξ尋晴T tt tっ1軟 で 赫
(下)
〔720〕  ゃ・:lu w RF「●` llo(BT)
(A)貧しい人の心は貧しい (B)人は貧しいと気力まで乏しくなるものだ
(N)(ll―き下応命 ずき (Raj)(A)貧しい人の肝は弱々しい (B)(a)貧しい人には気力がない
(b)貧しい人は気が弱い (c)手立てのない人は無力だ (2)―き― 嶽 Kah,劇1〔1。 2;モ町。2)
(A)貧しく暮らすより苦労があるほうがよい (B)貧窮がいいはずはないのだが,その中で困難に
立ち向かうべく過ごす気概が大切なのだ
〔721〕 ― キ3薇・ ヨ積T(BT)
(A)貧しい暮らしをしていると小麦粉が湿気る (B)(1)不幸や不運が重なつて襲うことのたとえ
(2)貧しい上に経済的な打撃を被ることのたとえ
(N)(1声輌命 計釘奇 命希(Lj)(B)困窮している人に追い打ちをかけるように不運や災難が重
なるたとえ
〔722〕 ■キπ 鏑 ,l1lqキ~  (BT)
(A)子供を肩車に乗せ村中に触れ太鼓を打つ (肩に乗せた子を忘れその子の行方を探すといって
大騒ぎをする) (B)身近にあるものを見つけられないうつかり者のたとえ
〔723〕 下吉qくo■マ満 きむ き(BT)
(A)(同じところに)食器が幾つもあればぶつかるものだ (B)人が多く集まれば衝突が起こるも
のだ
〔724〕 〒キョl‖lW¬可T翠蒻く,(BT)
(A)幾人も (母方の)おじがある子供はひもじい思いをする (B)(a)決まった方針のない人は当て
にならないものだ (責任感のない人を頼ると困つたことになる) (b)だれもが利用する物は (皆
がぞんざいに扱うので)傷みやすいものだ
(N)(1)おじはマーマーI FT「とあるので,ひもじい思いをするのは母親が里帰りに連れて帰つた子
供のことと考えるべきであろう。だれもがだれかが世話をしているだろうと思い他人任せになるの
で行き届かなくなるからだ
〔725〕 菅択針希ゴ資金燎汁可き可金可命(B_T)赫希ゴk命薇汁可き¬ぼ卜(Fa)
(A)カクリー 泥棒の首を勿1ねてはいけない (B)小さい犯罪を厳しく処罰してはいけない
(N)(1)カクリー とはウリ科の植物でキュウリに似るが実はキュウリの数倍も長く色もキュウリ
よりも浅い 廉価な野菜の一である (2)―希無 奇 哺命 誦ま奇雨命(BT)(A)カクリー 泥棒
を絞首刑にしてはいけない (3)嚇命 希無 希― Ⅲ
可(Kah,―。1)(A)カクリー 泥棒は耳を
捻つて放してやるだけでよい (B)大した犯罪でないものは余り各めてはいけない。罰は罪の大き
さに応じて下すべきだ
〔726〕  前 イト薫0「
'o喘
喪針T膚(BT) -1計薫Чq。喘表針Tキ(Fa l)
46
(A)カチヨ~リー の臭いがまだ抜けない (B)(1)出世はしたが以前の卑しさが残つている人を評
する言葉(BT,Fa l)(2)今は落ちぶれているが資産家だった頃の癖をまだ残している人をたとえ
る言葉(BT)(2)落ちぶれても以前の癖が抜けない人を評する言葉
(N)カチヨ~リーはケツルアズキの豆粉などを小麦粉の衣に包んで油で揚げた食品でお茶請け
や子供の間食などになる.従つて(Fa)は(1)の解釈しか採らないのであろう
〔727〕  喘t●:¶l・lき論 o,(BT)
(A)紛い物は二日間しかもたない (メッキはすぐ剥げる) (B)(1)仕事をいいカロ減な態度でする
たとえ (2)知識や学問をてらう人について言う
〔728〕 喘¬ :電ご い 合 缶 可 さ (L,BT)
(A)人はだれ しも生の乳を飲んだことがある (B)人は皆過ちを犯すものだ
(N)(1)(Fa l)の注によるとイン ド人はカロ熱 した牛予しは生のものより栄養があると考えている
(2)(Fa 2)は生の乳とは母孝Lを指すとする
〔729〕 m¬l qlo缶π 赫 ■q Чl、,Ч喩l赫Tな訂き 可t y ЧI、(BT)〒奇 ギ峙
奇 針瞑 ― f着Ч:ヽ,鍮ξЧ輸 lマ命 TれTマN(Fa l)裁恭 命 時瞑 さ赫 て ЧlЧ
Чq¶I中針TれTきT(Fa a
(A)若い竹は思うように曲げることが出来るが,古い竹はたとえ折れようとも決して曲がらない
(B)子供は幼い間に授けられる教育に従つて育つものだ(BT)子供には早期に進むべき道を教え
よ(Fa l)子供時分なら性格はどのようにでも変えることが出来るものだ (Fa 2)
〔730〕 綸 き論 π 命 せ 智 ol(B_T)
(A)怪我をした指にさえ小便をかけない (B)(1)いざという時に人助けをしないことのたとえ
(2)何一つ人助けをしないことのたとえ
(N)(1)指に怪我をしたら小便をかけると痛みが和らぎ傷がよくなると伝えられている(BT)
(2声at膚睛 t。.(AV)(A)傷をした指に小便をかける (B)自分には無用のものであり自分が損
をするわけでもないのに人助けを全くしない人のたとえ 甚だ吝薔な人のたとえ (3)~般に切り
傷に小便をかけると化膿せず早く癒えるものと考えられている(AV)
〔731〕 綸 ■ぃ π 命 甲さ せ 諏介 濡 (B_T)
(A)欠けた (ように醜い)鼻なのにハエさえもとまらせない (B)極度に用心深く狡猾な人のた
とえ
〔732〕 令 薇 責 雨,論き口lもw(BT)―q`:も雨,蘇汁 械 可(Fa)
(A)(1)(稽古台になつた)アヒー ルは髪が刈られる際に怪我をする.ナー ウー (の息子)がそれ
で (技術を)習い覚える(BT)(2)道行く人が怪我をして床屋の息子が (技術を)会得する(Fa l)
(3)他人に迷惑をかけて自分の利益を図るたとえ(Fa 2)(B)(1)他人を犠牲にして自分の利益を図
るたとえ (2)床屋は愚か者を稽古台にして腕を磨く(Fa l)
(N)(1)アヒ~ルとは主に酪農に従事してきたカーストの一で低いカース トの一ではあるが,こ
こでは理髪業の客の一として名が挙げられているだけで特別の意味はないように思えるが,(Fa l)
の注を見ると選ばれたカース トと考えるべきか (2)ナーウーとはナーイーとも呼ばれるが,理髪
業を主な生業としてきたカース トの人である カースト間の交換役務として客の散髪,ひげそり,
爪切り,あるいは,客の結婚式などの人生儀礼などで特別の役目を果たしてきた (3)そ蔵 ― 希
繊 Ter(Kah_「,° 1)(A)ジャ マーン (顧客)が怪我をしてナウアー (ナー ウー/ナー イー)が
仕事を習う (B)一方が損をすることで他方が得をすることをたとえる表現 (4)そ蔵 計下臨 丁,薇
計― て(RaJ_)(A)だれかが怪我をしてナーウーの息子が習い覚える (B)(a)他人の犠牲の上に自
分の目的を果たす人のたとえ (b)他人の経験から利益をあげる人のたとえ
〔733〕 赫 漱Tさ哺きっo(BT)
(A)苦味のある蔓に甘い実がなるものか (B)悪者がいいことをすることはなく,悪い家系から
立派な人が出ることはない
〔734〕 喘f、き晰 Ⅲ ,爺や表 て(Fa"BT)
(A)苦味のある人に親しみ甘味のある人を恐れなさい (B)苦言を呈する人に親しみ甘言を語る
人を警戒しなさい
(N)(1)All is not gold that gntters(Fa l)All that glitersヽnot go d(EEP)(A)輝くものが全て黄金と
は限らない (B)外見だけで人を判断するな
〔735〕 爾 針 ■ ―   (BT,Fa 2)雨計 キ 論 マ 爾 (Fa l)
(A)カリー に 炭 (のか け ら) (B)(1)良い も の と 良 く な い も の と が ま じ る た と え (BT,L2)(2)
物と物や人間関係が不釣り合いなことのたとえ (Fa l)
(N)(1)カリー とはウコン,アギ,ギー などを混ぜた物を加熱した後バターミルクにヒヨコマメの
粉を溶いたものに塩や香辛料,カラシナの実などを加えて調理した料理 出来上がったものは鮮や
かな黄色をしている  (2)憫π 計豪奇 (BT)(A)焼き肉の中に骨a針平雨 命 豪孤BT)(A)(甘
い)キー ル (乳粥)の中に塩の塊 (3声奇 キー  (Raj)(A)邪視よけのためカ リー (やヨーグル
ト)に炭 (のかけら)を入れる (B)(a)いい物によくない物が混じるたとえ (b)いい人とよくな
い人が出会うたとえ (c)順調だつたものの調子が狂うたとえ (4"き汁ギい市はヒンディー語のイ
ディオムとしては (a)すぐれた物に小さな欠陥のあること (玉に瑕)のたとえ(b)なにか秘密が隠
されていて怪しいことのたとえでもある
〔736〕 ¬【きT(BT)
(A)夕顔の花 (B)(夕顔の花のように)
(N)(1)=口■ボ 可 に (A)オジギソウ
ほど繊細なものだ(BT)
とてもきゃしゃな人や繊細な人をたとえたり皮肉る表現
(2)ユウガオの花は人が指さすだけでも萎れるとされる
〔737〕 ¶q希乖 町 ,っq希お (Fa"BT)
(A)いつぞやの小商人が今や大旦那 (B)(1)成り上がり者のたとえ(Fa)(2)にわかに大出世を
した人のたとえ(BT)
(N)(1)→〔790〕弔了 可 Tf―,研雨 可 お
〔738〕  喘q耳でr薫百, 喘q aTT Ч:ヽ(BT)
(A)ばあさんが亡くなったのはいつ,涙が出たのはいつ (B)同情を装 うのを椰楡する表現
(N)(1)=マ両ぱ「。i、,π鋼両面｀(BT)(2海τ Ttt Чlミ,蘇r。活 蒻π ?(Har)(A)姑が亡くなつ
たのはいつのこと,涙が出たのはいつのこと (B)時ならぬ時に過ぎ去ったことを思い出すのは全
く意味のないことだ (3)π¬奇 ol、耳でπ 釧可 朝|は !(Raj)(A)姑が亡くなつたのはいつ,そして
涙が出たのはいつ (B)(a)親愛の情や同情をわざとらしく見せる人を椰楡する表現 (b)深い悲し
みは時間を待たずに表に出るものだ (4)(Lj)は次も掲げている。π 最可 HЩ蒙 蒻 赫 ヘ
(A)姑はいつ死ぬだろうか (姑の権限を受け継ぐ嫁は姑の死に際し)いつうれし涙を流すだろうか
(B)(a)心にもない同情心を見せる人を椰楡する表現 (b)なにか仮定の条件をあてにしてやりか
けのことを先に引き延ばすことはできないものだ
〔739〕 喘qきくlЧI熟豪 R,甫ヾ キ論 豫RR(BT)
(A)あんたはいつからお殿さまや神様になつたのか。ヒエ飯を食うていた頃をとんとお忘れか
(B)にわか分限者が音を忘れたかのように自慢をするのを椰楡する言葉
レ40 雨く満T":くR,硬゛ ■■u・OTう
(A)百獣の王は如何に飢えようともジャッカルを襲わず (B)立派な人は困窮しても清券を損なう
ようなことは決してしないものだ 【鷹は飢えても穂を摘まず】【武士は食わねど高楊枝】
〔741〕  
…
晰計蒻ヨゼや可Fn「, ,“qu ぉ ЧTfr(Fa,BT)
(A)カビールダースの逆さま言葉,毛布が水を濡らす (B)世の中は善人が苦労し悪人が栄える
のが慣わしだ
(N)(1)カビ~ルダースは 15～16世紀の北インド (バナーラス)に暮らした人で宗教の根元に迫
ろうとした宗教家で多数の宗教詩を遺しているが,その一部にこのような逆説的,あるいは,寓
話的な表現のものが伝えられてきている (2)似たような表現のものが他にもよく知られている.
…
命 蒻奇 可
・ ,赫 駄。1,栞汗平叡Fa,BT)(A)カビールダースの逆さま言葉,庭が乾い
て家の中には水がある (B)(a)賢者はこの世で楽しみを享受せず来世のために蓄える (b)人は快
楽に溺れているが,心は神への熱い想いに渇しているのだ (3声命
“
F希豪回¬命 Te事瞑 f奇
¶希(Kah_,―。1,2)事熙 は毛布の意ではなく蓮の花のような美しい目の意で¶令は水ではなく
手¶缶 の意とされる。「蓮の花のような目から涙が流れ手が濡れる」謎めいた会話をするのをたと
えて言う表現
〔742〕 ¶甲 くヾ 1■:き甲 g lolき甲 Ч Iolき(BT)― 可 Wミluき,甲FaWき甲
■lo:さ(Fa)
(A)(この世は)鳩小屋なり,一羽飛び来たりては一羽飛び去る(BT)鳩小屋に似たるなり。一
羽飛び来たりては一羽飛び去るなり(Fa)(B)(1)人の生き死にするこの世は鳩小屋なり この世
の移さをたとえて言う (2)沢山の使用人のいる大所帯のたとえ(Fa l)(3)大勢の人が出入りする
特定の場所のたとえ (Fa 2)
レ 4劉 面 π 雨 せ 轟 やoTう 雨 π 雨 せ 赫 (Lう
(A)墓の上に墓を築いてはならない (B)(1)借金をしている相手に自分の方から重ねて借金を認
めてやることは出来ないものだ(Fa,BT)121未亡人の再婚を咎める言葉(Fa,BT)(3)無駄遣
いを咎める言葉(Fa)(4)家の中では二人の意見が一致することはないものだ (F・a)
〔74期 爾 や命詰 賭 満 お き(Fa,BT)
(A)(イスラム教徒にとつては)土葬された墓の中でも3日間は苦しいものだ (B)(イスラム教
徒にとつては)死後も3日間は生前の行為の審判が行われるので厳しいものだ (2)人は死後も生
前の行為の責任を負わなくてはならない(BT)
〔745〕 下命喘l●lЧ 命」lq命― き(BT)
(A)紙でこしらえた舟が水に浮かんだためしがあるか (B)(1)嘘や偽りでものごとが長続きする
はずがない (2)嘘や非道はいつまでも通用しないしそれからもたらされる結果はよくないものだ
〔740 長論 希f岩→ 永 赫 命 uo裁①Tぅ 話 卜希論 き ,赫命 蒻 (Lぅ
(A)(~年には)昼間が長い時もあれば夜間が長い時もある (B)(1)人生は悲喜こもごもだ(BT)
(2)自分が勝つこともあれば相手が勝つこともあるものだ(BT)
(N)(1)ョ耐「
'■
金 き市命¬て(BT)(2)薇寺睛 n百命令 寺蒻 n含(Raj)(A)昼間の長い日も
あれば夜間の長い日もある (B)(a)自然界と同様に人生にも社会にも変化は避けられないものだ
(b)人の運勢は常に一様ではない (c)人は勝つこともあれば負けることもある。勝つて騎るべきで
もなければ負けて泣くべきでもない.確かなものや定かなものは何もないからだ
〔747〕
(Fa)
(A)(1)車が舟に積まれることもあれば舟が車に積まれることもある(BT)(2)舟が車に積まれ
ることもあれば車が舟に積まれることもある(Fa)(B)(1)この世は定めなきもの 有為転変の世
の中である.貧者が富者に富者が貧者になる(BT)(2)この世は色々な身分や地位,性質の人が
互いに相手の世話になり力になるものだ (Fa)
(N)(1)=赫・TF π奇て ,市晋ヽ 可今 =印TR(BT) (2声命― 看計, 赫 計¬障ぜヤ諏KL)(A)車が
舟に積まれることもあれば舟が車に積まれることもある (B)この世の中は常に一方が優勢である
とは決まっていない (3)輌す 可奇熙 π 輌さ ¬暉熙 葛金(Kah,即lミ|。 2,TP l)時に応じて人は
他人の世話にならなければならないものだ (4)やキ珊奇 爺 繭 ,金キπ 爺 輛鎖Raj)(B)(a)
人は状況に応じて身を処さねばならない (b)人生には浮き沈みがあるものだ 人は状況に応じて
暮らしを立てなくてはいけないものだ (5)でπ奇賓T,稲熙 帝褒 π奇(AV)(A)車に舟が載せ
られることもあれば舟に車が載せられることもある (B)人も物もどのような状況でも万能ではな
い 状況に応じてそれぞれの力を発揮するものだ
け48 赫 命 qT「,稀‐ 7TF,赫て 命 研 er"Lぅ
(A)ギーたつぷりの料理を食べることもあれば (煎った)ヒヨコマメの一握りで食事を済ませる
こともあり時にはそれすらないこともある (B)人の一生には浮き沈みがあるものだ
(N)(1)最後の中'て
命 H‐r「の部分は省略されることがある (2)哉キ命甲π計ポト月n MFF(RaJ)
(A)時にはギーをたつぷり,時にはヒヨコマメを一握り, (B)人生には浮き沈みがあるものだ 状
況に合わせて暮らしを立てよ 0声I tt q・rr,可了すR可,電天 H‐rr(Chatt)(A)時にはギー
をたつぶり,時にはヒヨコマメを一握り,時にはそれすらなし (B)人生は波風立たずに一様に過
ぎるものではない 不遇の時にも満足を知らなくてはならない 逆境にある人に対して用いられる
言 葉
“"ヾ
TH‐rr粟瞑 ■ 栞 7‐rrべて 命 ITT「(Kah"せ。1)輔 … 薇 餞 ●
R■‐rr市電
硬 針 甲 肝 (Kah,JiミI。2¬T°1)(A)時に は ギ ー を た つ ぶ り (のご馳 走 ),時に は 一 握 りの ヒ ヨ コ マ メ ,
時 に は 絶 食  (B)無計 画 に 出 費 した りだ ら しな い 暮 ら し を す る の を た と え る 言 葉
〔749〕 赫 T稀 ＼ 哺 (BT"Fa a tt T竃ヽ Rul(Fa l)
(A)テースーの花もいつかは咲く (B)(1)行いのよくない人がたまにいいことをしたのをたとえ
る表現(BT)(2)滅多にいいことをしない人のたとえ(Fa l)(3)思いもかけず立派なことをする
赫 Ⅲ や・ lq R,謬針」lq tt π oTぅ ゛ 計■lq tt π,都針コけ ■Iq π
人のたとえ(Fa 2)(4)不幸な人にも良い日が巡つて来るものだ (BT)
(N)(1)テ~ス~とはマメ科のツルハナモツヤクノキ (Butea ttOndOsa)(2)Jさ希命RT針さ さ
(BT)(3)Evew dog has hζ day(BT)(B)だれ に で も 一 生 に 一 度 は 幸 運 が 訪 れ る も の だ  ど ん な 人
にも得意な時期があるというたとえ(EEP)
〔750〕  ,H喩H●lЧ fr IFT,だャ(BT)
(A)少しずつ食べればたくさん手に入る (B)(1)口銭を少なくすればたくさん売れる.そして儲
けが多い。薄利多売 【商いは数でこなせ】sman pronts quick returns(BT_,DEP)(2)【腹人分に医
者要らず】
〔751〕  ●Hごq。, せぃHI可F市(BT)
(A)弱い者ほど腹立ち多し (B)無力な者ほどよく立腹するものだ
(N)(1)=靱面に強 "1に唇「(BT)(2)この諺に対して次の諺がある ― て きt_1-き
(BT)(A)弱い相手には腹を立てるものだ (B)力のある人や金持ちが弱い者や貧しい人を苦しめる
ことがある時にこれを用いる (3声咽は キ素命 Πき,町で蒻可 金¶金(Raj)(A)弱き人は怒り多し,
打たれる覚悟を (B)弱い人は腹を立てることが多い 打たれてて酷い目に遭わされてしかその怒
りは鎮まらないものだ
〔752〕  喘‖qI■I,‖ qI■Iでnて― ゛¬u.1(BT)
(A)大食いせぬこと,我慢すること、道の端を歩くこと (B)これを守れば健康で人との争いが
なく身の危険がないものだ                          ｀
(N)(中阿 赫け,町むけ (Raj)(A)少食と我慢 (B)それを守れば′いに安らぎを得る
〔753〕  -1計f扁針。q tt v●針(BT)
(A)無力な男の妻は皆のバービー (兄嫁) (B)(1)無力な男の妻は夫の無力さ故にだれからもな
れなれしい声をかけられるものだ (2)無力な人はだれからも侮られ苦しめられるものだ
(N)(1)→レ98秦町 奇 きヽ こマ希 満    (2)バービー (兄嫁珊■)とはヒンドゥー 社会の厳格
な男女間の関係の中で制限の緩い自由な関係を保つことの出来る兄嫁と義弟との関係を表す言葉で
ある この言葉を用いて声をかけると言うことは本来なら声をかけることの出来ない他人の妻なの
に弱い立場の夫を軽んじたり侮つてその妻になれなれしい態度をとることを指す.=―命W暗
蒻 命 π命(BT)(2)バービーと同じような関係はサルハジ (Чく。.パu〔い),すなわち,妻の兄弟
の妻との間にも持つことが出来るので同様の表現がある ― 命 恭 蒻 奇 Чく。・  (31-金
恭 赫 金中命(Raj)(B)(a)弱い者はだれからも利用されるものだ (b)弱いものはだれからも
侮られる=膏兼 金田言 ,蒻金お 菫 Raj)に赫 命T武赫 奇 ―・ lHar)
〔754〕  ― 研市ぜトマ計ギ漁T Чlq(BT)
(A)弱い木を虫が食う (弱い木は虫に食われる) (B)弱い人はだれからも苦しめられるものだ
(N)(1)―葡ご奇可頭ЧKah,せ。1)(A)弱い木は虫に食われる (B)弱い人は皆から苦しめら
れる
〔755〕 喘"u赫キs.:olき(BT)
(A)蓮は泥田に生える (B)(1)立派な人や偉人は貧窮や苦難の中に育つものだ (2)貧しい親のも
とに育つた子が出世したり立派な人になるたとえ
(N)(1)(BT)は次の英語の諺をこれの説明に加えているが同義か?Roses grOw in thornsこれはEvery
rose grows ttom pricttes「バラはみな刺から生える」【苦は楽の種】(DEP)と同じなのか
〔756〕 ¶‖u■luきt命令 楡 ・1ヽくlЧ (BT)
(A)蓮の茎でだれが巨象を繋ぐだろう (B)常人やありきたりのものでは大仕事は出来ないものだ
〔757〕  ,‖。■l。 ボやで計R,dで時Tごきく可(BT)
(A)蓮の茎を折っても茎の筋 (繊維)はちぎれない (B)立派な人は人との関係が断たれようと
も愛情は繋がっているものだ
〔758〕 ― 哺ぼキやマ訴k爾きき面(Fa,BT)
(A)人はカマ リー (織りの粗い毛布)を着たからファキール (イスラム教の修行僧・托鉢僧)に
なるのではない (B)人の中身は外見では決まらない
レ5"っ川■はヽ 縦 永 ま き― 蒻 瞭 夢 せ 赫 (LっBつ
(A)弓から放たれた矢と口から出た言葉は三度と元へは戻らない (B)言葉は慎むべし
〔760〕  喘く 誦TH■喘1 赫 き , H」¬TH■喘: ゛て(BT)
(A)手の数珠を捨てて心の数珠を繰れ (B)形式や外見,偽りの心を去り真心から信心すべし
〔761〕 下合 命 命 式 (BT)
(A)仕事のやり方は百通りあるものだ (B)【精神一到何事か成らざらん】
(N)(1)Where there is a will,there is a way(BT,DEP)
〔762〕 喘くF,さ
「
ЩBT)(A)悪事を働けば悪い結果が生じる (B)播いた種は刈らねばな
らない
(N)(1)As pu sow,Юンou reap As you sow,so shall you reap_(EEP)基they∞W,so l t them reap(DEP)
【善因善果】【悪因悪果】【身から出た錆】
〔763〕  ぃく輛 ,く、― , ■o派キ市T uF「(BT)
(A)よいことをすればよい報いがある (B)【善因善果】【情けは人のためならず】
(N)(1)Light reflects hght(BT) (2)―― き 派π,お■キ可 派T BT)
〔764〕  喘く" ギ計― 蜀「 d計(BT)
(A)運勢の太鼓はどこででも鳴る (B)運勢に見放されれば内緒のことまで露見するものだ
(N)(1)これには諺話がある 盗人が太鼓を盗んだが,追われて綿畑に潜んだものの,綿の実が太
鼓に当たって鳴つたために捕らえられた (2)次はこの話とつながりがあるのであろうか.-0
耐献 弼ヽRaj_)(A)運勢はいずこでも鳴る (B)(a)運に恵まれている人はいずこでも勝利を手にする
ものだ (b)運に恵まれた人はいつでも調子よく過ごせるものだ (`)運に見放されると秘密まで明
かされてしまう
〔765〕   喘くH ずヽン研|ヤ_爺  (BT)
(A)運勢は人より先を走る (B)人は運命から逃れることが出来ないものだ。人は運命には逆ら
えず
レ60-Tけ ,楡積 赫 薫頭 (L⇒ ― Tけ,π養 赫 ヾ
(Fa 2)
(A)運命線に刻まれたものは消えぬ。どれほど知恵を働かせても (B)運命は変えようにも変え
られないものだ
(N)(ll―｀ 賛 け ,荻1遣蒻 ―  (Raj)(B)知能も知恵も運命に対しては力が及ばない
レ6η ― 赫 哉 汁 喰 Tヾtミ(BTぅ ― 論 衰 漏 喰 ,ぃ1ミ(Lぅ
(A)不運な人が畑仕事をすれば役牛が死ぬか早魃が起こる (B)運がなければ至るところで苦し
みに遭うものだ
(N)(1)訳長計 Q命哉,弼嗜 希繭買責(Raj)(B)(a)不運な人は何事を試みても失敗するもの
だ (b)不運な人は何事をしても障碍に遭うものだ (2)―さ命 哉 ,qu、歳 希、ぃ|せ(KL)
(B)運命には逆らえないものだ
レ6m― 雨 前 き,赫 ぉ き .FTI表赫 識 ば ,む お き HFT‖Q→
― Wおき,論お きW素 頭 薇 積 ,轟む きqFT o②
(A)運に見放されると何もかもが逆さまになる 涼しい木陰に入つていても熱い陽射しが射し込
んでくるものだ (B)運に見放されるとどこまでも不運につきまとわれるものだ
(N)(1)ラクダに乗つていても象に乗つていても運が悪ければ犬に噛まれることになる。→ 〔588〕
〔769〕  ¶くさ可「 uT言可КFa BT)
(A)人に仕えて果実を食え (B)(1)目上の人に奉仕をすればよいことがあるものだ(BT)(2)努
力する人だけが幸せになるものだ(BT)(3)他人のためになることを行えばいい結果を得るもの
だ(Fa)
(N)(1)訳n in tt wで「in(Raj)(B)日上の人や年長者の世話をすればご褒美を貰う
〔770〕  雨楡
"「
qttRFきTqくlqく(BT)
(A)黒い文字は水牛に同じ (黒いだけ) (B)【目に一丁文字なき】(無学文盲のたとえ)
(N)(1)=―― き「 ―
   (BT) (2)Fl―― 漏    (Kah,マT「
。 1: 了「。 1) (B)無学な
愚か者のたとえ (3)|は可 …
漏 硬椰C(AV)(A)無学で文字を知らない人にとつては黒い文字
は水牛と同じだ (小さく黒い文字を見分けることが出来ない.黒いものといえば水牛を思うもの
だ) (4)モ融可 諏R漏「¬奇瞑 (chatt)(A)水牛を見れば大きな水牛の様子が分かるのに小さな文字
を見ても黒いだけでなんのことかわからない (B)文字を知らないたとえ
〔771〕  市晨ヤs喘l■, i可寺ЧI」 (BT)
(A)商いをして命を失つた (B)商売は生やさしいものではない
〔772〕 Ta―,w TfⅢT命(BT)
(A)苦役は果たしたが腕は借しまず (B)たとえ無理強いされた仕事であろうとそれをするから
には腕を惜しまずに立派にやり遂げなくてはならないものだ
〔773〕 衰 u寺,き、夢T(BT)
(A)金を費やせば神が (金を)授けて下さる (B)(1)人に与えればその与えた人を神様が支える
(2)財貨は正しく使えば尽きることはないものだ
〔774〕  楡 mヾヽ , ft uぐヽ(BT)  載 喘ヾヽ, ft u哄 (F82,BT)
(A)カッルーのしたことでウッルーが苦しむ (カッルーがしたことの償いをラッルーがする)
(B)他人の行為で酷い目に遭わされる,あるいは,処罰を受ける
(N)(1)哉甲 薇 ξマ(BT,Fa_)~人の行為で他の全員が (処罰などの)迷惑を受けるたとえ (2)哉
薇 織 命ξ(MLK)(3)衰尋清,衰希執Lj)(B)(a)他人の犯した罪で罰せられるたとえ (b)正
しい裁きの行われないたとえ (c)他人の不行跡の果を受ける羽目になるたとえ
〔775〕  雨ミ可Tで汁 青ヽT「(Fa,BT)
(A)行為をなした人が償う (B)行つた人がその果を享受しなくてはならないものだ (【自業自
得】が自分自身の悪行に強調があるのと同じように,為した行為は悪いものに限られるようだ)
(N)(1)楡π命喩π,両 奇F市π(BT‐)(A)行つた人がその償いをすることになつている 穴を
掘った人は自分自身がその穴に落ちる (B)悪行の結果は自ら受けることになる 【自業自得】【身か
ら出た錆】 o)薇π 奇 ― Ⅲ 奇T蒻 奇(Kah,平Pl)讀π 命 赫 ,T町奇 下輛 奇 (BT)
(A)行つた人がその行為の結果を受けることに決まっている.母親でも父親でもない (3)1顧育 命
―  (Har)(B)【自業自得】 (4)1国今命 収命 (RaJ)(B)(a)罪を犯せば罰を受けることになっ
ている (b)自分の行為の結果は自ら受けることになるものだ
〔776〕 載 さ 要 ,Tマえ 計゛こく(BT)
(A)してもしなくても恐ろしい (B)進退両難 ;二進も二進も行かない状況のたとえ
(N)(1)次は全く同じ表現であるが,意味に相違がある。哉 命要,今哉 計要 (Lj)(A)悪いこ
とをするのは恐ろしい.いいことをしなくても恐ろしい (B)不安な人には悪事を働くのはもちろ
ん恐ろしいが,悪事を働かなくても無実の人が処罰されるし世間は人を辱めようとするものだから
恐ろしいものだ (2ドき計要,せさき爾 豪 ?(BT)(A)悪事を働けばその罰が恐ろしいが,悪事
を働かねばだれも処罰することは出来ないものだ (B)身が清ければ恐ろしいものは何もないのだ
(3)哉計要,令哉 計奇奇頭 ?(Raj)(A)悪事を働くのは恐ろしい。悪事を働かねば何が恐ろし
かろう (B)汚れなき人には恐れるものは何もないものだ
〔777〕 衰
―
,Ч喘。I Ч IЧ 誉 針 qlul(BT,Fa)
(A)あごひげ男が したことで口ひげ男が捕まる (B)(1)身代わりに処罰 されるたとえ(BT)(2)
出しに利用 される人のたとえ(Fa l)(3)上司の失敗の責任を部下が取らされるたとえ (■2)
(N)(1)哉ボ清,衰赫キ(Raj)(B)他人が犯 した罪の罰を受けるたとえ (2)イン ドでは長いあごひ
げの人は敬われ,口ひげだけの人は信頼されない(Fa l)o)ギt― ,Ч・ ,1可含 甲計 可而(MLK)
(B)上位の者がしたことで部下の者が責任を問われるたとえ ;とかげの尻尾切 りにされるたとえ
〔778〕  雨ミ計露や,論マぜ|(B_T)
(A)よいことをして悪い結果を得る (親切をしてやつた相手に酷い目に遭わされるたとえ) (B)
恩を仇で返されるたとえ
〔779〕  lRマ
「
fけてお 、●i(BT)
(A)もともとが苦いのにその上ニーム (インドセンダン)の本に這いあがつたニガウリ (ツルレ
イシ) (B)悪とそれに輪をかけたような悪が一緒になるたとえ
(N)(1)これには多数のバリエーションがある 〔650〕(「市― ゃ。ql,試轟 ●1(2)―
永 油 ¬`l (3)-3潰お Ч。1(Raj)(B)(a)悪が出世するたとえ (b)悪が身分の高い人の後
ろ盾を得るたとえ (4)哉可 浦 命呼金 (Chatt)(B)悪い癖のある人が悪との付き合いからさら
に別の悪い癖を身につけるたとえ
〔780〕  市ミミ可T, '■キ辞マ「(BT)
(A)仕えれば,あるいは,奉仕すればその果を得る (B)(1)努力をすればいい結果が得られる
(2)善行の結果はいいものだ (3)上司にへつらえば昇進する
(N)(1)=乖tin, 哺 キT「; 弔そ赫 命 哺 キマ「(BT)
〔781〕  雨fr aぎヤ,vで「、s(BT,Fa)
(A)畑を耕して罰金を納める (B)(1)農業は苦労の多いもの (2)農民は自然 (天候)にも人にも
苦しめられるものだ
(N)(1)不当な課税査定に対する不満を述べたもの (Fa)Anusion tO cases of o"r assessmellt of Lnd
revenue(Fa l)
〔782〕  楡 w,て下哺「 くヾl(BT)
(A)悪さをして旨いものを食え (B)悪人が栄える.これがこの世の常だ
(N)(1)¬請 Wa奇輛 ,蘇計瞑耳哺奇 ― (RaJ)(A)悪さをして腹一杯食え 人の道を守って苦
しい日に遭え (B)(a)悪事を働き人倫から逸れる者は楽しく過ごし人の道を進めば苦労するものだ
(b)人倫から外れた人だけが金儲けできる
〔783〕  市でrT「耳で「(BT)
(A)やるかやられるか (B)(1)命がけで日標に向かうべし (2)たとえ命を失おうとも正々堂々と
名誉を守って事に当たるべし
(N)(1)Do or die(BT) 【~かノヽか】(DEP)
〔784〕  赫 q:Ч 雨Tlヤ丁a「(BT)
(A)親父からのものであれ借金はよくないものだ (B)どんなに身近な人にも借金はするもので
ない (不名誉を被ることになる)
〔785〕  雨尋raマて翅1ョ1 永 w ttT oIЧ・li(BT)
(A)借金暮らしはわらの焚き火に当たるが如し (B)いずれも永続的な解決策にはならない
(N)(1声計 希… 甲「
希評面 マ椰R3(Kah,―。2)(A)借金をするのとススキやカヤの穂で暖
を取るのとは同じこと (B)いずれも気付かぬうちに無くなつてしまう
〔786〕  喘u,、■1で汗 輌 喘く,alЧ雨ミ で汗 Чq(BT)
(A)明日なすべきことは今日なすがよい,今日なすべきことはただ今なすがよい (B)(1)何事も
遅滞無くなすがよい (2)人の命は明日なきものと思うべし
(N)(1)これ に は 後 半 部 分 が あ り 次 の よ う に な る 蘇T訳 可 命 卸 可 豪 ,翻可 薇 命 aマ 呵 キ 瞑 ゛
計 き,崚― 雨 ‖(A)明日の仕事は今日果たすべし,今日の仕事は今果たすべし,瞬きの間に大
波立てば果たすはいつぞ
〔787〕  mu下引1-  (BT_)
(A)明日があてになろうか (B)(1)頼りになるのは今手元にあるものだけだ (2)なすべきことは
直ちになすべきである.妨げがいつ生じるかも知れないから
〔788〕  喘uW赫 , ― WR硬【(BT)
(A)昨日の出家が今日は聖 (B)(1)出世の早い人のたとえ 121新入りが派手に振る舞うのを椰楡
する言葉 (3)若僧が大きな口を叩くのを椰楡する言葉 (4)だれでも努力すれば立派になれるた
とえ
〔789〕  喘uW面ヽ
'市
oゃЧcl(BT)
(A)昨日の出家が足元までの長髪を垂らす(B)(1)若僧が大きな口を叩くたとえ (2)新入りが初
め大いに派手に振る舞うたとえ
〔790〕  ¶uπ赫 ■I、 下「 きτ(BT)
(A)昨日までの小商人が今日は豪商 (B)貧乏人がにわかに大金持ちになるたとえ
(N)(1"訂希赫 卸可希腋颯Kah,蒻。1)¬ぼ『司青釘 研嗜 れ,(Kah,qτ。1)(A)昨日までの小商人
が今日は大旦那 (B)にわか分限者の傲慢な振る舞いを椰楡する言葉 (2)→け3m耐希赫 ,前
希お
〔791〕  ●u iπ
「
attT口ヽ計,Ч:Ч Rπ
「
喘u満  (BT)
(A)昨日の稼ぎは今日受け取り今日の稼ぎは明日受け取れ (B)人は前世の報いをこの世で受け
取るものだ
〔792〕 節u齢＼針き?(BT_,Fa)
(A)明日をだれが見たか (B)(1)将来のことをだれが知ろうか 明日のことはだれも知らない(BT)
(2)明日はどうなるかわからないものだ 今 日なすべきことは今 日なせ (Fa)
(N)(1)TOmorrow never∞mes(BT,EEP)(A)明日は決 して来ない (B)今直ぐにでも取 りかかる
がよい (2)薔命 面 π 諭奇(BT)(A)明日のことは明日に (B)これは「今 日なすべきことに専心
せよ」とい うことのようであるから転T鰊合 き命 き?と同じ意味になるのであろう
〔793〕  喘u、1:命派珊(■ut":(BT)
(A)カリユガに行われる善行はバラモン殺し (の大罪)に等しい (B)末世においては善行すら
が極悪非道の所行とされるバラモン殺しに等しいものだ
(N)(1)ゴNt‖奇 で｀暗 啜d〔"1(BT)(2)カルユグ(ゃut‖)はカリユグ(●l―)の訛つたもので
ある ヒンドゥー 教の世界観で生成と消滅とが周期的に行われる時間は四つの期間に分けられる。
カリユガはその終滅に至る直前の第四期の称であり正しい教え (仏教では正法)がもつとも行われ
なくなる期間であり,その意味で末世の代名詞である この語は現代社会の人心の荒廃を象徴的に
表すものとして用いられる (3声財T隋…  〔"I~ (Kah,1町
°2) (A)カリユガに行われる
親切は人殺しと同じ (B)末世では人に親切にするのさえよくないことだ 今日の汚れた人心を椰
楡する言葉である (4)ゃ∞電‖釧命 赫 ,夢く。命誨(ILj)(A)バラモンよ,カリユガ来たれり,
黎に親じめ (B)末世にはバラモンには用はない バラモンは黎に,すなわち,農にいそしめ (今
の世にバラモンのなすべき仕事は手に鍬や鋤を持ち畑を耕すことだ) これには続きがある 転
w針針
“
1●奇,爺豪奇漏 マントラは土に埋め額にはティラク (宗派標識)の代わりに赤土を塗れ
(5)筍u、11キ讀■哉 載 ,w aTさT― き|―朝舌RT命計 ,赫・l「¶青ヽ … き‖(A)カリユガの時代には息子は役所務め,父親には畑を耕させる.わが嫁はお姫さま,母親には水を汲ませ
る (B)子供が遊び暮らし親があくせく働くのを評する言葉
〔794〕  ¶u命稀 輛 き(BT)
(A)明日はいつかやつてくるのか (3)(1)過ぎた時間は三度と戻りはしない (2)約束を一日延ば
しにする人を非難する言葉
(N)(1)→【紺屋の明後日】 (2)→TomOrr"ne“r comes(EEP)(A)明日は決してこない
〔795〕 muH可ouqIqヽlul赫wせ ‖く。1(BT)
(A)筆や剣の立つ人は食いはぐれがない (B)学問のある人や武術に秀でた人は生活に悩むこと
がない
“
90而 峙 w,輌 論 へ OT)
(A)姑は昨日死に涙は今日出た (B)(1)偽りの同情を寄せる人を椰楡する言葉 (2)時機を失して
何かをしようとする人について言う
(N)(1)― 〔738〕
〔797〕  ,uqlくて計爺計,R「_厳寸きできT下さ―    (BT)
(A)酒屋の娘がよろけると世間の人は酔っ払つていると言う (B)(1)闇の世界にいる人が困つて
もだれも助けようとはしないたとえ (2)悪者だった人がまともに暮らすようになつて困つた状況
になろうともだれも助けはしないし笑いものにする 汚名はいつまでも残 リー 度失つた信用は容易
に取り戻せないものだ
(N)(1)これは 【李下に冠を直さず】や 【瓜田の履】とは異なる。→け9m―命 ぃ1.π¶や命
輸 計
…
マT tHl●.
〔798〕  喘ulu f卜R喘l■ 可て RTゴや や｀ 計｀0計ぎや ミ1く:q下「 せ‖l」(BT) ●。:uギヤR喘1■ π ■Tイヤ1干
m(命 命 )命 劇くIq可赳Hl■む Tき(Fa)
(A)酒屋の店先で水を飲んでも酒を飲んだと疑われる (B)【李下の冠】【瓜田の履】
〔79例 
―
命 ― 象 献 命 ―  (Fa)
(A)酒屋は前,肉屋は後ろ (B)酒屋では初めに出す品がよく肉屋では後から出す品がよいとさ
れる
〔800〕 喘ulu命治 討 論 ,前t― (BT"Fa 21 ¶ulo命冶 討 論 赫
キ喩ミ1,`赫き'(Fa l)
(A)酒屋の娘が入水しようとすると世間の人は酔つ払つていると言う (B)(1)困つている人々に
同情せず嘲笑することのたとえ(Fa,BT)(2)いつも悪事を働く人がたとえいいことをしようと
も世間の人は疑いの日で見るものだ(BT)
〔801〕 雨筒 Tは v命,論は ・ に 奇(BT)
(A)詩を詠むのはバー トが似合い,畑仕事にはジャー トが似合う (B)【餅は餅屋】
(N)(1)バー トはバラモンに準ずるものと位置づけされるが,主にパ トロン頌詩の詩作に従事し
たとされる (2)ジヤー トとはラージャスターン州,ハリヤーナー州,パンジャーブ州, ウッタル
プラデーシュ州西部などを中心に居住して農耕を主な生業としてきたカースト
〔802〕 muHヨ合 き1薄ぎ計雨き積雨金(BT)
(A)磨香は誓文で売れるものではない (B)(1)はつきりした証拠のあるものを隠そうとして嘘を
言う人を椰楡する言葉 (2)人や物のすぐれていることは何も証明する必要がない すぐれていれ
ばひとりでに知れるものだ
(N)(1)次も同じ意のものである。ヾ き長、 霜可 軒 ?(BT)(A)磨香を斎香だと言うのに何か
証拠が要るだろうか (B)立派な人は自ずと知られるものである
〔803〕 雨
『
膚雨 ごol,金雨Tq:・て」(BT)
(A)肉屋の大と調理人をするバラモン (B)(1)働きもせずまるまる太つている居候について言う
(2)居候や食客のたとえ
〔804〕 蘇爾キキョ関き `:lЧせ 赫   (BT)
(A)カサーイーが呪つたために牛が死ぬことはない (B)人が思つたり念じるだけではいいこと
も悪いことも起こるわけではない
(N)(1)カサーイーとは主に食肉の処理及び販売に従事してきたカース ト (2)=せ奇希 希ギき
哉 取きさ?(BT)(A)カラスが呪つたら家畜が死ぬものだろうか
〔805〕  喘〔":朝Ч■I,喘く■l Su¶l(BT)
(A)申すのは手前,なさるのはあちら様 (B)(1)手だてがなくなれば神様にお願いするのみ (2)
偉い役人や高官にはお願い致すだけ するしないはあちら様の意向次第
〔806〕 ゃぃl釧¬日 き,π喘く¬:ざ薫面(BT),ぃ1… ,喘く・ 1」薫面(Fa)
(A)言うのは容易だが行うのは難しい (B)【言うは易く行うは難し】
(N)(1)=やo■! ごに き ― Tざkき; o。」| 。て市, ― 市長野「(BT)  (2)●。■1 どに き 市F「ずヽ さ (BT)
(A)言うこととすることとは別 (3)πtt aき訳命 a金(Raj)(A)言うのは易しいが行うのは難しい
〔807〕  
―
雨て計 3に),市てや 印ぼT雨て詳 Tき(BT)
(A)語る人は行わず,行う人は語らず (B)慎重さこそが偉人の標識である
〔808〕 輛ぎ卜さ喘く・ :項T(BT)
(A)言うよりもするほうがよい (B)口で言うよりも実行して見せたがよいものだ
(N)(1)An ounce oF practice is better than tOns of preaching(BT)An ounce of practice is wOrth a pound of
precept(A)1オンスの実行は 1ポン ドの訓戒に値する(DEP)一オンスの実行は一ポン ドの教え
|こ値する(EEP)
〔809〕 蒙 介 さ ご長 1く 合 π ¬ぼ ■,oI(BT)tやご長 lく 倉 π ョぼ ■,dl(Fa)
(A)「乗れ」と言うと陶工はロバに乗らない (B)(1)日常行つていることを人に言われるとなそう
としない人を椰楡するたとえ(BT)(2)理屈にならないことで意地を張るたとえ(Fa)(3)いつ
も自らはすることを人に言われるとしようとしないたとえ (Fa 2)
(N)(1)=π
'計
喩命哺 雫 Tき・ ●。(BT)(A)人に言われるとドー ビー (洗濯屋カーストの男性)
はいつも利用しているロバに乗ろうとしない (B)自らはしていることを他人に指図されるとしよ
うとしない人のたとえ (2)=そに き3長lく 清 て ■す ●。ol(MLK)(B)いつもは自分がしているこ
とを人に言われるとしようとしない強情者のたとえ
〔810〕 飛きさ引lξRやボT?(BT)
(A)人に言われて井戸に飛び込むものか (B)自分自身の思慮や判断がなく愚かしいことをする
のをたしなめる言葉
(N)(1)=輛豪 き可
=く
キЧol可面 さ(BT)(2)■きや薇 式 汗て ―｀  (Fa)(A)人に言われて井
戸に飛び込む者はいないものだ (B)考えもなく自ら身を危険にさらす人はいないものだ
〔811〕  雨照i‖く、1, 9〔I qく劇:(BT)
(A)雷の鳴つたところと雨の降ったところは大違い (B)(1)努力の成果がその人にではなく他の
人にもたらされるたとえ (2)期待に反することが生じるたとえ (3)裏切り行為をする人について
言う
(N)(1)輛ぎ竃雨T褒i硬蒙嗅Kah,輛T。 1)(A)雷が鳴ったところと雨の降つたところが全 く違 う
(B)原因となつた場所 とその結果が生じた場所が全 く違 うたとえ
〔812〕 だ くlЧl漏,ぜ賣 お針(BT)マぼ く:・`漏,ぜ赫 漏計(Fa)
(A)ボージヤ王と油屋のガングーとでは大違い (B)二つのものの間に大差があり比べようもな
いことのたとえ
(N)(1)ボージャ王とは諸説があるが,伝説上の大王と考えるべきであろう (2)テ~リー とは
油製造や油搾りを生業とする低カーストの一の男性  (3)これには次のように後半の部分が様々
な表現になっている.■ざ 赫 浦 ,綱ざ 両 満 ,…マざ 赫 議積BT)(4)ゼ雨 活 ぜ
前 議諏Kah,¬T。 )(B)(a)自分を立派に見せようとする人に対して用いられる表現。「お前は
並ぶべくもない者だ」の意に  (b)自らを卑下するのに用いられる表現 「手前如きが比べられよ
うはずがございません」の意に  (5声ぎ ― キ雨 せ 。、al議訳BP)においては比較されている
テーリーは巨万の富の持ち主であるから比較にならない理由は身分の高貴さに対する卑賎さと言
うことになる (6声ぎ 専雨 前 ,電前 議諏Chatt)(A)片やボージャ王と片やテー リー のボー
ジュワー (ボー ジャを卑じめた呼び方) (B)比較のしようもないような相違のあるものを比べよ
うとする すなわち,話にもならないような比較をすることのたとえ (7)マ命 ― f日,命赫
議諏Lj)(B)(a)比べようのないほどの違いのある二人を比べようとすることのたとえ (b)力も
ないくせに大口を叩くのを椰楡する言葉 c)ゼrls「F満蕪i童議叡MLK)(B)二つのものが
格段に違い比較にならないことのたとえ (9海ぎtlTr f雨命 π:Ⅲ
「
満可)やば「!(AV)(A)ボー
ジャ王とガングー (/ボージュワー)テー リー とでは (B)(a)本来的には両者の違いは経済的なも
のである (b)自らを小さく低く表現しようとするものであり逆に相手を持ち上げるものである
(C)ボ~ジユワ~・テーリー とするのが本来の意味に近いのかも知れない ボージュワーと言う語形
はボージャという語の卑称形であるからだ しかし,資に近い語も他にも見られる (lo声ぎ―
會W,沢●〔lrЧ漏命(KL)(A)ボージヤ王とマングー・テー リー とでは大違い (B)(1)あなたみた
いな大金持ちと手前如き貧しい者とでは比べようがございません (2)にわか分限者は派手に振る
舞うものだ (これには昔話があり,運命のなせるところボージャ王は油屋のガングーのところで
油搾りの激しい労働に従事することになつた やがて本当のことが知れてマングーは王の足元にひ
れ伏した, という。)
〔813〕 ¬せ 命 ヤ,せ雨 赫 ,赫 キo」q:赫(BT,Fa)
(A)どこかのれんが, どこかの石くれ,バー ヌマティーが寄せ集めた (B)(1)あちこちからがら
くたを寄せ集めて無用の物をこしらえるたとえ(BT)(2)全くまとまりのないもののたとえ(Fa 2)
(N)(1)バ~ヌマティー(― )はボージヤ王の頃の女性魔術師とされる(Fa 2)(2声き命 お 捨
希燕訂― キ3・
ql爺可(Kah,‖Iol。2)(A)どこかのれんがどこかの石くれを寄せ集めてバーヌマ
ティーが一つの家族を築いた (B)全く知り合うことのなかつた二つの家系が一つの家族のように
な つ て い く の を た と え る 表 現  o)ヾき お く 可 a可1呵¬ 命 キ 0●ql 可゛ (AV)(B)色々 な と こ
ろから様々なものを無計画に洗練もせず寄せ集めたもののたとえ (4"き命お π針前 a可,―
キ3■q10可(MLK)(B)雑多なものを寄せ集め掻き集めて一つのものを作り出すたとえ (51-
きお 樹 ヽせ ,― ≒貧 ゛ミRaj)(B)(a)様々なところから知識を集める人のたとえ lb)趣
味のよくないつまらないものを蒐集する人のたとえ (c)力｀らくたを掻き集める人の変わつた性分
を椰楡する言葉― 金お,面金赫 ,十司〒― 蔵ヾ .
〔814〕 雨き命赫 ,せ命赫 OT)
(A)どこかの (普通の)言葉はよそでは罵り言葉になる (B)同じものでもところ変われば評価
が異なるというたとえ
(N)(1)One man's meat is another man's poison(BT)(B)ある人にとつての食べ物は他の人にとつ
ては毒になる(DE_P)
〔815〕 せ ぎ 命偏とき(Fa)では ゛ 命まさ(BT)
(A)溺れてしまった人が浮くものだろうか (B)(1)一度駄目になった人は立ち直ることは出来な
いものだ(Fa,BT)(b)踏み倒された金は戻りはしない(BT)
〔816〕 下き 甲町 命 令 可 可Tu喘olき?(BT_)
(A)ロバが馬になれるものか (B)(1)愚か者や悪人は改まらないものだ (2)卑しい人はいつまで
経つても卑 しいままだ
(N)(1)WaSh a dog,∞mb a dog,still a dog is a dog(BT)(A)洗つてもくしけずつても大は犬
〔817〕 輛き可キや r｀―さ(BT)
(A)産婆さんに腹を隠せるものか (B)事情や内情を詳しく知る人や内輪の人には何事も隠しお
おせるものではない.全てを知つている人に隠し事をしようとするたとえ
〔81創 で ■Iw命漏 きTT ttwき?(FaぅBT)
(A)爪が身から剥がれたことがあるか (B)(1)身内はいつまでも身内のままだ(BT,Fa)(2)親
密な関係や身内の中に不仲の生じた際に関係修復を促す言葉(BT)
〔81例 せ r論命はヤきlB T)
(A)老いたオウムがものを覚えるものか (B)(1)老人には新 しいことは学べないものだ (2)時
機を失すると事は成 らないものだ
(N)(1)Can yOu teach an oldman to dance?(BT)(A)老人に踊 りを教えられようか
〔820〕 く 計 オ ボ 干。R,Tく計 qlЧこ可 :ヾヽ(Fa)式市 オ 腋 ｀ 1“,■き qlヽ
い0:Ч IЧ(BT)
(A)言えば母が打たれ,言わねば父が犬を食う (B)につちもさつちも行かない状況のたとえ
(N)(Fa)も(BT)も同じ諺話を伝えている.母親が誤つて父親に山羊の肉の代わりに大の肉を食
わせようとしているのを知った息子の状況にたとえている (2海き ヽ ¬責H―ヨ武 π 雨 可百 3●
oまKah,判|〔:。 1)ビハ~ルのこの諺話は(Fa)及び(BT)と違い,父親に出された食べ物は犬が
触れたために父親が食べてはいけない不浄のものになつていたのだと説明する
未完 ‐
諺の世界
ラー ムヴリクシュ・ベー ニー プリー (1) 土人飛夕(a
ネズミ百匹0)
タペーサル爺さんが見張り番をする果樹園にはセイヨウグアバの木が一本植わつていた それの
もともとの苗木がイギリスからもたらされたものかそれともどこかよその国からもたらされたもの
かについては承知しないからなんとも言えないのだが,ただなにか新種のもの,特に小ぶりのもの
には,しばしばイギリスとかセイヨウとかいう名前がつけられているものだ 小型大はイギリス犬
となリトマ トにはセイヨウナス(41とぃぅ名がついてしまっている。
このセイヨウグアバの本は普通のグアバの木よりも小ぶりで,枝もきゃしゃでありしなやかだ
深緑の葉は普通のものよりつやがありすべすべしていてかなり小さい その実は大きなビンロウジ
よりも小さく,熟すと表面が乳白色を帯びる ただし,果肉は海卜色がかつている
子供たちが隙あらばと狙いをつける一方でタペーサル爺さんがこれ許さじと目を光らせている
「やあ,デー オ,グアバが熟れたぞ」
「じゃ取つて来ようか」
「いや,だめだめ,爺さんに足をへし折られるぞ」
「なあに,あんな爺さんにへし折られてたまるものか」
デーオは矢のような勢いで駆け出すと木々の茂みに身を潜めたり這いつくばつたりしながらやが
てグアバの木の下にたどりつきまるで猿のように,いやリスのような身のこなしでするするとその
木に登つた デーオの小さな手が手当たり次第グアバの実をもいでいるのが離れたところからも見
えていた それを見ている私の日の中には早くも唾がたまってきた。
人の欲には限りがない。デーオはやがて細い枝伝いに移動し始めた。私の見ている前で熟した実
に飛びつくように手を伸ばしたその時だつた 爪先立って足をのせていた枝がばきつと音を立てて
折れた 左手でつかんでいた細い枝はデーオの全体重を支えきれずにぽつきり折れてしまいデーオ
ともどもどさつと地面に落下した.
その物音を聞きつけるが早いか爺さんは梶棒を手にして小屋から飛び出してきた。デーオは一瞬
の間も置かず立ち上がると一日散に逃げ出した。爺さんがどう頑張つても追いかけられる相手では
ない 爺は罵りの言葉をわめきちらしながら戻つて行つた
私は別の道を通つて逃げデーオと落ち合った デーオの上着の両方のポケットからは葉のついた
ままの熟したグアバがのぞいていた 「食えよ」デーオはポケットに手を入れようとした
「なんだこりゃ」
見るとデーオの左手は力が抜けたようにだらんと垂れ下がつている ひじがはずれている まる
で一本の腕が二本になり皮だけでつながつたようになっている デーオは逃げるのに必死になり気
もつかなかったのだ 私はそれに気がつくとデーオは大声で悲鳴をあげるだろうと思つたが,ほん
の少し驚いた様子を見せただけで「あっ」とも「う―ん」とも言わずにグアバを指差しながら私に
ポケットから取り出すように合図した。私はグアバを取り出すところではなかった.声を震わせな
がら言つた。
「えらいことになったぞ,お前の腕は折れているわ」
「また,つながるさ」
事も無げにそう言うと私の持つていた手拭いを指差して言つた.
「それをおれの腕に巻いて首から吊り下げてくれ」
折れた腕を手拭いで包み通学鞄のようにデーオの首から吊り下げてやつた時に私自身が感じた痛
みといつたらなかった だが,デー オは一つのうめき声も出さなかった 確かに目が赤くなりはし
たが
「お前痛くはないのか」と言うとデーオは答えた。「当たり前よ。そりゃ痛いに決まっているさ.
痛くないはずがないだろう でも泣きわめいたらどうにかなるものかい 痛みが減るのかい」
デーオの唇は震えていた。
村は一面に緑におおわれている 田畑には トウモロコシ, ヒエ,早稲などの穂が波打つている.
道端には様々な雑草が生え出ている 雨に洗われた木々の葉の美しさには心を奪われる思いであ
る.農家の軒先には夕顔やヘチマの蔓が這いあがつているのが見受けられる.
この緑の中,ジャンマ・アシュタミー のブラタ(5),すなわち,願行祭がやつてくる.マンゴー
園ではミトゥアー,バンバイー,マー ルダーなどの品種がすでにシーズンを過ぎているのは確かだ
が,ファジリー ,バダイヤー,ラー リー などの品種はまだ枝にたわわに実つている トウモロコシ
の穂には旨味たっぶりのぷくぶくした実が詰まってきている.裏庭の畑ではグアバの枝やきゅうり
の蔓がそれに成つた実の重みでしなっている
このブラタには断食を行うことになってはいるが,一つには果物なら食べてもいいし断食も昼間
だけ守ればいいことになつているので子供たちにとつてはジャンマ・アシュタミー は一番楽しみな
ブラタであつた。子供たちの大半がブラタを守っていた。
庭の中央にはヴィシュヌ神が祀られている祠がある。そこでは祭壇に色々な準備がなされてい
る 人がしきりに出入りしているし様々なお供え物が用意されている。コエンドロの葉をを炒めて
パンジャニー(0をこしらえる準備が進んでいる。それの香ぐわしい匂いが子供たちを興奮させて
いる 子供たちは祠から少し離れたところにある一本の立木に掛けられたブランコをカー杯漕いで
いる。いつの間にかお日様が沈み夜が更けお月様が出てやがてクリシュナさまのお誕生の時刻とな
る 子供たちは次から次へとパンジャニー6のお代わりをする。子供たちにとつてその待ち遠しさ
といつたらない
7,8人の子供たちの中には一人二人女の子もおリデーオもその中にいる 高い木に登つてブラ
ンコの綱を掛ける子供はデーオ以外にはいないしあんなに激しくブランコを漕ぐ子供も他にはい
ない
激しく漕いでいるかと思えば次には歌を歌い時には大声をあげて笑い出す
「わあっ,蛇だ,コブラだよ」
一人の女の子が叫んだ。庭に接している竹林には番いのコブラがすみついていた。その話はそれ
までもちょいちょい聞いてはいたのだったが,まさか昼日中にそれも人が大勢集まつて騒々しくし
ている最中に出て来ようとは想像さえしたことがなかつた.女の子の悲鳴が上がると同時に皆はそ
の女の子の震えている人差し指の示す方向に一斉に目を向けた。皆は「きゃ―,恐い」と叫び声を
上げた 中には一日散に逃げ出した子もいた 子供たちはみなうろたえ落ち着きをなくした コブ
ラは梅雨最中のバー ドン月なのに一片の雲もなくじりじり照りつける激しい暑さにいたたまれず穴
から這い出してどこか決まつた涼しい場所を目指したのであったろう 幾人かの子供が悲鳴をあげ
て逃げるとコブラはその間にとぐろを巻き我々のほうをしっかり見定めようとした なんというそ
の姿であろうか 4フィー トは優に超えるその長さ 木漏れ日に当たつたその小麦色の胴体はぎら
つき鎌首をもたげて立ち上がっていた。鎌首の幅は4インチを下らない 両日は人を引きずり込む
ように美しく妖しい光を放ち先の細く割れた舌先はぺろぺろと波を打つている。
どうしたらよいかと考える間もなくデーオは棒を持って蛇の方へ進んで行く。私はデーオを行か
せまいと思つた。それまではこの世には勇猛果敢なものは二つと半分しかいないものだと聞いてい
た。すなわち,その一番は水牛,二番目は猪,二番目はコブラ,そして半分と言うのはあのラーマ
チャンドラ王である。水牛と猪とコブラの三者は正面から攻撃を加えるもので相手に背を向けるこ
とがない。確かにラーマチャンドラ王は勇猛ではあつたが,木陰に身を潜めた上でバーリンを討つ
たのであった.(7)ところがなんとそのラーマチャンドラ王をも凌ぐ剛の者が私たちの目の前に
立っているではないか コブラに挑もうとしてわが小さき友が小さな棒切れを握って前に進もうと
しているではないか。
「やめろ,逃げろ」と叫んでいる最中にデーオはコブラから10フィー トほどのところに進み出て
いた。デーオが近づいてくるのを見たコブラは一旦は鎌首を引つ込めて頭を下げた.皆はコブラは
逃げ出すものと思つた ところがデーオが 10フィー トほどのところへ近づくといきなり1フィー
ト以上も頭をもたげ鎌首を最大に広げるとしゅ―つしゅ―つと言う音を出し始めた それはまるで
クリシュナを襲つたカーリヤ 。ナーガ(8)を思い起こさせるものであつた しゅ―つしゅ―つとい
う音を出しながら頭を絶えず揺らしている様子はまるで怒りに震えているかのようであつた。
「デーオ,逃げろ」と叫んだが,デー オは鎌首を明みながら棒をしつかり握つて立っていた。コ
ブラも少しも前へ進まずデーオの足も前へも後へも動かなかつた それを見つめている子供たちは
びっしょり汗をかいていた.デー オの視線はコブラの目に突き刺さつていた。
「逃げろ」皆がそう叫んだその時,デー オは握りなおしていたその棒切れを目も眩むような素早
さと寸分違わぬ正確さで投げつけたのでそれはコブラの鎌首の真下,地面からほぼ9インチほどの
高さのいわば首の部分にばしつとぶち当たつた。その激しい勢いにコブラは鎌首もろとももんどり
うつて地面に転がった だが,その次の瞬間コブラは姿勢を立て直して身構えた.そして今度はま
るでその尻尾の先端のほんの一部分だけを地面につけているかのような姿勢で高く立ち上がった
いや,まるで直立したかのようにふくらませた鎌首をゆらりゆらりと振りながらしゅ―つしゆ―つ
と激しく息を吹きかけていた。それはまるで冥界の支配者である閣魔大王ヤマラージが死を招き
寄せるターンダヴァの踊りを踊つているかのようであつた デーオはもう手に何一つ持つてはいな
い。コブラが襲いかかろうものならその場で命を落とすかと思われた。だが,デー オを応援するた
めにヤマラージの開けた口に向かつて歩を進める者がいようか.デー オは突つ立っている ひょつ
としたら恐怖のあまりからだが硬直したのではないか。
「逃げろ,逃げろ」
だが, どうしたのだ.コブラは再び自ら地面にばつたり倒れたのだ その倒れた音までが聞こえ
た 地面に倒れてからコブラは再び続けざまに尻尾を地面に打ちつけ地面から頭を少しもたげては
しゅ―つと息を吐き出した コブラが地面に倒れると子供の幾人かは勇気が湧いたのでグッリー ・
ダンダー (棒打ち遊び)の棒を手にして進み出た.デー オの第一撃でコブラの首の骨が砕けたので
あったが,コブラはいわゆるバーイー・カー・ジョー ンカー,すなわち,アー ユルヴェーダでいう
五種のヴァーユ (風),もしくは,五種の生気の風の噴出力で立ち上がったのだった ヴァーユに
砕けた骨を突っ張る力がいつまでも保たれるはずがない。コブラは地に這い己の惨めな姿を悔やん
でいた.前に進み出ようとするわれわれ仲間を押し止めデーオは仲間の持つていた棒を手に取リコ
ブラを散々に打ち叩きなぶり殺しにした はじめは2, 3本の棒を投げつけ,次に近寄ってコブラ
の胴を幾度も打った。次に棒の一端をコブラの回のあたりにやるとコブラがかみつく.デー オはけ
らけら笑い声をあげた。こうして長い間デーオは蛇を相手に死の遊びを続けた。そこヘデーオの父
親がやつて来るのが見えた 父親の咳払いを耳にするとデーオはコブラの鎌首を幾度も激しく棒で
打つてぐしゃぐしゃに潰してしまい歓喜の声を上げながら走り去った。私たち仲間も一緒になって
その後を追つた
デーオの父親は息子を進学させようと思つていた 村の学校を卒業後,デー オは一時期都会の学
校へ行きはしたのだが学業を続けようとはしなかつた 村に戻ると家業についたものの性格がこれ
までとはすつかり変わつてしまったようになつた ちょつとでも人がなれなれしい口をきこうもの
ならしつこく絡むようになつた 相手のからかいの言葉に対しては拳骨で,相手の棒切れに対して
は梶棒で返事をするようになった。相手が4本の足をしていようが2本の足をしていようが鼻綱を
通して相手を引きずり回さずには気が済まなかつた だれの所有になるものであろうとも村内で一
番丈の高い竹の先端をへし折 リー 番高い木の枝になった果物を取つて食べるようになつた.自分の
飼っている水牛にはだれの所有する田畑であろうと至るところで作物を食わせ,牛にはくつこ (口
籠)をつけずに好きなように歩き回らせていた。他人の畑が丸裸になろうがデーオには関係のない
ことであり,デー オのすることに口をはさむ蛮勇はだれも持ち合わせていなかった.
品行に汚点のつくような話も一つならずあつたのだが,デー オはどうしたことか私にはいつもや
さしい振る舞いを見せた そのためデーオとのことでは (親代わりの母方の)伯父から幾度となく
小言を言われたものだった 「あんな男となぜ口をきくんだ。なぜ親しくするんだ。不良だぞあい
つは 性根の腐った奴だ 品行が悪い奴だ あんな奴と付き合ったり親しくするものではない」苛
立つ伯父の言葉を私はおとなしく聞いていた 伯父の言葉のまともなことや真実味を疑う余地は全
くなかつた。だが,そうしたことを知つたり聞いたりした上でも私はデーオから距離を置くことが
出来なかった なぜかと問われればその頃はまだそのような理屈をこねることに慣れていなかつた
のだ
ある日の夕方,学校の休暇で帰省中だったが,野外が好きな性分から村外れに散歩に出かけた
その途中,デー オと出くわしたので並んで歩いた サツマイモの蔓が生い茂つた畑があつた そこ
に足を入れるとビロードの上にいるような感じがした.芋蔓の間にはところどころ赤紫の花も咲い
ていた まるで緑のじゅうたんにバラの花が咲いているかのようであった 二人はそこに腰を下ろ
した。
「おい,なにか歌を歌えよ」
「おいおい恐れ入るな おれが歌つているのを聞いたことがあるのかい」
「それじゃなにか面白い話を聞かせてくれ」
「どんな話だい 身の上話かい」
そう言つてデーオはにつこりした デーオのいいところは決して嘘をつかないことだ デーオは
自分の恋物語を話し始めた 田舎のロマンスというやつだ それぞれのロマンスにまつわる不思議
な冒険談 いつの間に日暮れ時になつたのかわからない にわかに夕闇が迫つたのを見て家路につ
いた
しばらく歩くとデーオが急に黙つてしまった しばらくあってこう言つた.
「お前はどうしておれとつきあうんだい そのことで世間の人に嫌みを言われているだろうに」
「馬鹿なことを言うなよ おれが嫌みを言われようとお前になんの関係があるんだい」
デーオはまた黙り込んだが今度はえらく真面目な口ぶりで言つた。
「なにかおれに出来ることを教えてくれないか なにかいいことさ お国のためになることでな」
それまで時々デーオにわが国の有様について少し話したことがあったのを思い出した そのため
デーオの胸になにかが突き刺さったような感じを与えていたのであろう だが,その日デーオの問
いかけを耳にした時には唐突さにどうしたものかと戸惑った デーオがお国のことを考えるとは,
でもともかくなにかを言うべきであろうと考えたのでこう言つた。
「大げさなことをすることはないさ.せいぜいカーディーω)を着るようにすればいいんだよ」
しかし,カー ディーは都会でしか手に入らないものだ。それに都会はこの村から20マイル以上
も遠方にある だが,デー オはそのことにはいささか面食らつたもののこう言つた.
「よし, どうにかして取り寄せよう」
デーオが初めてカーディーを着た日は村ではかなりのお笑い草となった。村人たちは言い合つた.
「百匹もネズミを食うた猫さまのメッカ詣でじゃのう」(1°)
だが,だれ一人デーオに面と向かつてそれを言うことはなかつた.
'30年の嵐が去る間もなく'32年の砂嵐が激しく吹き荒れた。(11)まなじりを決した4500人の
たちと共に私もパ トナー 。キャンプ刑務所の中で臭い飯を食べていた
毎日のように新入りがやつてきては古手が去って行くのであつた。その出入りはもはや出迎える
喜びも別れを惜しむ悲しみの感慨も起こらぬほどに日常化してしまっていた 大海にどれほどの川
が流れ込みどれほどの水が蒸発してしまおうとも海はたゆむことなく波打つものなのだ。水の増減
は関係のないことだ。
ある日のこと 一人の見覚えのある風体の男が門から入つてくるのを見つけそれがデーオである
ことがわかった時は驚きも喜びも格別なものであつた。このところしばらくデーオとは無沙汰に過
ぎていた 物書きになり雑誌の編集者,愛国者,人々 の先頭に立つ者として過ごす身にはデーオの
消息を知る口限があろうはずもなかった。
それがなんとデーオが自分たちと同じくこの刑務所に入つてくるとは,それは全く想像すら出来
ないことだつた でも嬉しさのあまり事情をたずねる暇もあろうはずはなかつた デーオを自分た
ちの監房に案内した。夕刻のことであつた 食事がすむと直ちに監房は閉ざされることになってい
る。中では村の様子や家族の消息をたずねる 話をしているうちに眠つてしまった.デー オは私の
横に眠つていた。夜中に眠りを破られた。というのもデーオがなにか苦しげなうめき声をあげてい
たからだ。それはまるで極限の苦痛の中から小さくはあるが陰々滅々とした音のように発せられる
ものであった。夢魔に襲われているのではないかと思い激しく揺すぶつてデーオを起こした デー
オは目を覚ましたが,わけをたずねても一言も発しなかった.だが,また眠りにつくと再び同じよ
うにうなされるのであった 再度起こした でも夜通し起こしているわけにもゆかぬことだった
デーオと一緒にやつてきたクンクンが昨日デーオが夜中にうなされる秘密を明かしてくれた。
デーオはもはやかつてのデーオではなくなつていた 彼は今や管内の不服従抵抗運動のゆるぎな
い指揮官としてこの刑務所に入ったのであつた。そうなのだ,紛れもなくゆるぎのない指揮官とし
て入獄したのだ
でも彼はその指揮をとつた代償としてどれほどのものを支払わなければならなかつたのか
デーオが指揮していた区域は県内はおろかビハール州全体にもその名を轟かすほどの実績をあげ
ていた コングレス党の報告書においても話題になっていたほどだつた.サティヤーグラーヒー,
すなわち,反英非暴力抵抗運動に参加する人たちの隊列は絶えることなく当局を悩ましておりいつ
も小管区の小さな刑務所を満杯にしている有様であつた.役人たちは苦境に立たされていた.警察
による抜き打ちの取り締まり,財産の没収や罰金も何ら有効なものとはならなかつた。騒動の元凶
であるデーオが捕まるまでは何人捕まえようが無駄なことであつた.さらにはデーオを捕まえる試
みも繰り返し失敗していたのであつた.
しかし,警察のあらゆる試みも手を尽くした努力もなし得なかつたことをある日デーオが自ら
やってのけた 今度は少し臭い飯も味わってみようと決心したのだった さる日警察署に向かう
デモ隊の指揮をデーオがとるとの予告がなされた 責任者の警部補は自分の力に自信が持てなかつ
た 武装警官を率いた警部が応援にやつてきた 身の丈は6フィー ト以上もあるような大男であつ
た。デーオはデモ隊の指揮者として逮捕された クンクンなど他の人たちも一緒だった。署の狭い
留置場に全員が詰め込まれた 日が暮れ夜になり夜半になった.辺りは静まりかえつた。すると留
置場の扉が開きデーオが連れ出された。隣の部屋に連れて行かれたその後は….
その後は…。それを語るクンクンの顔には怒りの表情が現れ日は血走つた。クンクンが言う。
「その後どうなったなんて…思い出すのもいまいましい 警部の奴が…あの警部の野郎が….
おいらには奴が怒鳴りつける声が聞こえておつた ひつきりなしにばしつばしっ,ごつんごつん
という音が聞こえてきた。人が倒れては立ち上がる音が聞こえてはいたんだ。デーオ兄貴がぶん殴
られているのだろう けれども叫び声はさつぱり聞こえてこないんだ。
ところが兄貴がそこで悲R烏をあげないことがえらい災難を招くことになつたわけなんだ。警部は
革をかぶせた梶棒を用いたり平手や拳骨で殴りつける。倒れれば半長靴で蹴り続けた けれど兄貴
は叫び声をあげないどころか涙さえ浮かべないんだ。警部の奴はたとえ命を奪うことになろうとも
兄貴に涙を流させるつもりだったんだ。それがあいつの浩券にかかわることだつたわけだ。それな
のに兄貴ときたら命がけで自分の意地を張つていたんだ。
そうなんだ 命を投げ出す覚悟だつたんだ 兄貴はさんざん殴られたり打たれたりしているうち
に気を失つてしまった。すると今度は口に水を注がれて意識を戻された。『泣きを入れるかそれとも
命を捨てるかどつちなんだ』と奴は怒鳴つた。兄貴はにつこりした 本当のことなんだぜ.警部補
がはつきりおれたちにそう言つたんだ すると警部の奴は梶棒と拳骨と半長靴で殴る蹴るをまた始
めたんだ 兄貴はまた気を失つた。すると奴は兄貴の胸板に半長靴なり乗つてどんどんと踏みつけ
始めたんだ 二,三度踏みつけると兄貴の回から血が出てきた
『血を吐いた。血を吐きましたぜ,警部』警部補が大声で叫んだ。
『死ねばいいんだ』 怒り狂った警部はこう言つたんだ。『おれたちをひどい日に遭わせてきたん
だぞこいつは』
けれど口で言うほどには人の命を奪うことは簡単ではないものだ。警部も事の重大さを感じ取つ
たのだろう。一方,その騒ぎを聞いていたおれたちも留置場の中で大きな叫び声をあげて騒いだん
だ 警部の奴はおれたちまでひどい日に遭わせようとしかかつたんだが,警部補が止めに入つた
のさ.
『 もし,このことが仲間連中に知れたら今夜私たちはだれ一人命が助かりませんぜ.警部はこの
連中の住んでいる地域のことをご存じないのですから』
警部はそそくさと引き揚げて行つたわい 間もなく警部補は兄貴を連れて留置場にやつてきた
兄貴はなんともむごたらしい姿になっていた 文字どおり全身が傷だらけになっていたんだ。けれ
ども兄貴は一言も悲鳴をあげなかったんだぜ その日の夜のうちにおれたちは自動車で県の刑務所
に移されたんだ 夜明け頃には兄貴の体は肌が破れそうになるほど腫れ上がったんだ.薬が与えら
れ手当が施された 今は見かけはよくなったようだが痛みを口に出さないようにものすごい痛みに
耐えたものだからその痛みは胸の奥の奥底にまで沈んでしまったようなのだ。それからというもの
兄貴は夜眠ると決まってうめき声をあげるようになつたというわけなんだ」
クンクンはそう言うと深い溜息をついた
昼中明るいところでデーオをよく見てみると体には今もなおいたるところに黒ずんだなが残つて
いた.だがその黒ずんだ体の中には神々しいまでに清らかで強靭な魂が違々と輝いていた
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説,戯曲,伝記などの分野で多数の作品を著した。国民会議派の運動への参加に始まり,社会主義
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(2)原著名は町奇奇 甲れ 訳出に使用したテキス トは… ≒ ,…   (1971).本書執筆の
経緯についてはハザーリバーグ中央刑務所 (当時はビハール州,現在ジャールカンド州)に政治犯
として服役中 (1941-42)|こ想を得たことを自ら記している.本質的な部分を損じない程度の「象
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希疏 赫 画 奇 である.命_計と言う表現は数詞の百の強調した形であり甚だしい多数とか無
数をたとえた表現である S W Fanonの諺辞典に雨す命 ま ■ヽ卜f秦命 む市奇豪叡Fa),(Mah,Юm)
「七百匹のネズミを食べて…」及び― t赫 録新ヤ〔● 奇 言命「七十匹のネズミを食べて…」と
あるのと同工の表現である。なお,(Fa l)の説明は次の通り。「悔悟して信心深くなつたことを装う
邪悪な人について言う.たとえば,年老いて信心深くなつた娼婦など」 (lo)を参照のこと.
(4)― 詢7ビハール地方での呼称
(5)ジヤンマ・アシュタミー (ジャンマーシュタミー )のブラタ(中甲き計)ブラタ,もしくは,
ヴラタ頭 /すごとはヒンドゥー教徒が家庭で特定の日に,もしくは,特定の日限,除災,家内安全 ,
招福,夫や子供の長寿や安全,子宝獲得などのため特定の神格に祈りを捧げたり願掛けを行う儀礼
で,断食を伴う。完全な食断ちや水断ちを行う厳格なものから果物やそば粉など特定の食品は摂取
の許されるものまで断食は一様ではないが一般に米や麦などの穀類の摂取が断たれる ジャンマ・
アシュタミーとはインド暦6月,陽暦 8～9月の黒半8日に祝われるクリシュナ神の聖誕祭 その
日の夜生誕の時刻まで断食が守られることになっている
(6)パンジャニー輛奇 セリ科の一年草コエンドロ (コリアンダー)の若葉を用いた料理と考
えられるが詳細は不明.
(7)バ~リン (バー リー )はキシュキンダーの猿の王.ラー マチャンドラ王 (ラーマ)はラー
ヴァナに奪われた妻のシーターを捜し求めて南インドの猿の王国キシュキンダーを訪れたが,そこ
の王バーリンの弟スグリー ヴァと同盟関係を持ちその求めに応じてバーリンを討った
(8)力~リヤ・ナーガ赫 神Tはインド神話に出てくるヤムナー川に住むナーガ (蛇)族の王
で,その蛇毒により周囲に危害を与えていたのをクリシュナが懲らしめ帰順させたとされる
(9)o命手織綿布のことでカッダル。ぃ とも呼ばれる マハー トマー・ガンディーM K Gandhi
の指導した反英民族独立運動の実践活動の中で奨励された 手紡ぎ車の奨励と並んで象徴的な意味
も有した
(lo)原文は(3)に掲げた通りであるから筆者の母語と思われるマイティリー 語の次の表現とは
異なる ― w赫 ― ― 夢 希(Kah―。1;‖|。1°2)なお,(BT)はマイティリー 語と近
接するボージプリー 語の次の諺を掲げている.蒻π 爾 赫 敵 囁奇 平爺奮 「70匹のネズミを食
うた雌猫が尼猫になった」もつとも,John Christianの記録しているビハール地方の諺では,「雌猫
は900匹のネズミを食べてハッジ (メッカ巡礼)に出かけた」となっている.てきで 輸 赫
爺 夢 讀 BP)また,(Raj)の掲げる諺は次の通りで― t、―「キ可百 き_き― て百 70匹で
はなく百匹である.用法及び意味は(1)生涯賄賂を受け取つてきた役人が見かけの上でだけ信心深
い振る舞いをするたとえ(2)犯罪人が全く偽善的な振る舞いをするのを椰楡する表現, とある。
以上は「猫のメッカ巡ネL」 をたとえにしたものであるが,次のアワディー語の諺ではイスラム教
徒のメッカ詣で (大巡礼)と異なリヒンドゥー 教の聖地プラヤーガヘの巡礼がたとえに用いられて
いる。諺としては同じ意味のものである.どちらが古いのであろうか。以下にI.Pパーンデーヤ
の解釈を参照しながら紹介しておこう.前きてT甲由青F?引耐 奇財収合 せ(AV)すなわち,
一生涯にわたり出歩く先々で喧嘩を売り争いを起こし仲違いを起こさせたり人の心を凍らせ傷つけ
るようなきつい言葉を浴びせては村中の女性たちを恐れさせたりして生活を引つかき回してきた
プーナー婆さんが発心したとは本当か それはいつからのことか ばろをまとってパラーグ (プラ
ヤーグ)へ巡礼に出かけたとは本当か まだ何かたくらみがあるのではないかと村人たちは疑心暗
鬼になっている。悪行を重ねた人は容易に世間の信頼を得ることはできないのだ プーナー婆さん
についているバガティニ輌蘭青 という表現は信仰篤い女性のことであるが,アワディー語では肉
食しない人,菜食の人の意味にもなる 意味をかけているとは思えないが,肉食をやめたと称する
猫を仮定すれば分かりやすい話であろうか
(11)1980年に始められた反英不服従運動は翌年3月のデ リー 協定の成立を経て一時鎮静化ヘ
向かうものの二度の円卓会議もインドの政治改革には程遠く不服従運動は再び活発になつた。1932
年早々にはイギリス側による激しい弾圧が開始された.
蝿 と承知で (1)
「ダーダー (おじいさん)の拝んでいる神様のお家は西の方角にあるの.なぜ束の方角にはな
いの」
私はスバーン・ダーダー (2)のつやつやして威厳のあふれる白く長いあごひげに小さな指で触れ
ながら尋ねた。スバーン・ダーダーの広くて突き出た額には喜びの表情がのぞき濃い口ひげとあご
ひげに隠れたきりつと引き締まった唇には微笑みが洩れた 長い右手の掌で私の頬をなでながら
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だが子供の私の一番のお気に入りはそのつやのある白いあごひげだった 祈りを捧げる時には縞
の月要布のルンギーをつけ上着には質素なクルターを着て膝をついて掌を上に向けた両手を胸より少
し高く上げて半眼になりなにか祈りの言葉をつぶやいている 私はその姿にうつとり見とれたもの
だった。まるでダーダーはそこに現れたアッラーの神様を目をうるませて拝みながらつボやき神様
と言葉を交わしているのではないかと思えるのだった.
とうとうある日私は子供の特権で無邪気に尋ねたことがあった.
「おじいさんはいつか神様を自分の日で見たことがあるの」
「これこれ,坊や,なんと畏れ多いことを言うんだね 人間はこの日では神様を拝むことは出来
ないものなんだよ」
「ぼくをはぐらかさないでよ ぼくはみんな知っているんだ おじいさんは毎日目をつぶつて神
様を拝んで小さな声でお話をしているんだ。おじいさんはぼくをはぐらかしているんだよ」
「このじいさんが神様とお話をしているだなんてとんでもない話だ おじいさんはそんな幸運
には恵まれていないんだよ お話が出来るのは神様のお遣わしになった方だけなのさ.クラーン
(コーラン)にそう書いてあるんだよ,坊や」
「そうなの 神様のお使いの人にもあごひげがあったの」
「そうだとも,そうなんだよ とても立派な金色のあごひげがね。今でもそのあごひげの毛が何
本かマッカ (メッカ)に大切に残されているんだよ。おじいさんがそこにお参りに行つた時にはそ
れを拝むのだよ」
「ぼくも大きくなってあごひげが生えてきたら伸ばすんだ。とっても長いのをね」
スバーン・ダーダーは私をかかえ上げて抱きじめてくれた それから肩車をしてあちこち連れて
行つてくれた 色々な話を聞かせてくれたり昔話を語つてくれたりした 私を楽しませてくれた後
ではまた仕事に取りかかるのであった 私には仕事とアッラーの神様だけがこのおじいさんには大
切なんだと思えた。仕事をしている時もアッラーの神様を忘れず神様から離れるとすぐに仕事に取
りかかるのが神聖な務めだと考えていたのだ。それに仕事と神様とがうまく釣り合つておじいさん
の胸の内に愛情という天の川を流し続けていたのだ。私のような子供までもが大いに楽しくその川
に飛び込んだり潜ったりすることが出来るのだった。
ナーニー (母方の祖母)が言う
「沐浴をして朝御飯を済ませなさい 今日はフサイン・サーハブ(5)のパイクい)に行く日だよ.
スバーン・カーンが迎えに来ることになつているからね」
母は私を授かるために随分沢山の神様に願掛け(7)をしたのであつたがその内の一つにフサイン・
サーハブもいらっしゃった。ジャネーウー (0を身につけた9歳になるまでの間,ムハッラムの祭
(的 には私もイスラム教徒の子供たちと同じようにタージヤ (10)のぐるりを赤く塗つた棒を手にし
て飛び跳ねることになつていた.首にはいつもお守りの紐をつけていた あの頃の私にとつてはム
ハッラムの祭は本当に楽しい祭であつた。新調の服を着て浮き浮きしながら,初対面の人に挨拶し
たり様々な見世物を見物したりしながら大変な人混みの中をかきわけて歩き回つたものだつた。こ
のムハッラムの祭の背景には身の毛もよだつようなそして胸を引き裂くような,悲しみに満ちた悲
劇が存在することはその頃は露知らぬことであった
それはともかく沐浴を済ませ服装を整えて待つているとスバーン・ダーダーが到着する.すると
肩車をして私を自分の住む村へ連れて行くのであった
ダーダーの家は家と言うよりは子供たちの遊技場になっていた 内孫も外孫も数え切れぬほどの
子供たちが集まっていた 私と同じ年頃の子供たちがきらびやかな衣裳に身を包んでまるで私が到
着するのを待つているかのようであった.家に到着するとダーダーの奥さんであるおばあさんが私
の首にお守りのバッディー (紐)をつけてくれる.腰には鈴をつけてもらい手には赤く塗つた2本
の棒を握り他の子供たちと一緒にカルバラー (11)に向かう 一日中飛び跳ね見世物を見物しお菓子
をほおばり夕方にはダーダーの肩に乗せてもらつて家に戻るのであつた
イー ド (断食明けの祭)やバクリー ド (犠牲祭)(12)の際にはダーダーは私たちのことを忘れる
ことは出来なかつたしホー リー の祭やディーワー リー の祭 (10の折りには私たちはダーダーを忘
れることが出来なかつた。ホーリー の日には祖母は自分の手でプーアーやキール (14),それに肉料
理などを山と盛つてダーダーのおもてなしをしていたものだった.そしてダーダーのひげに色粉
を塗り付ける役は私が果たした。 一度,色粉を塗つた後に以前のことを思い出して言つたことが
あった
「おじいさん,ラスールのおひげもこんなふうにきれいな色だったんだろうね」
「ラスールのおひげには神様が色をつけて下さつたんだよ 特別の思し召しがあつたからね お
じいさんみたいな普通の人がそんな幸運に恵まれることはないけれどね」
ダーダーはそう話すとすぐに目を閉じてなにかつぶやき始めた まるで頭の中ではその様子を見
つめているかのような感じであつた
私も少し成長した 一方,ダー ダーもついにメッカヘの巡礼を済ませて来た 私は大きくなった
が,ダー ダーはナツメヤシの話を忘れずにいた。私が休暇で都会の学校から帰省した時にダーダー
はナツメヤシの土産を持ってわが家を訪ねてくれた ダーダーの家の暮らし向きもよくなってきて
いた.ダー ダーの人徳と孝行息子の働きでかなり裕福になってきていたのだが,謙虚さと人柄は昔
と変わらなかった わが家を訪れると普通りの作法で挨拶をした。それからチュハーラーを取り出
すと私に手渡してくれた。
「坊のためにアラブの国から持つて帰つたんだよ。昔のことを覚えているかい 坊が特別に注文
したものなんだよ」
ダーダーの小鼻は嬉しさを隠しきれずにいた
チュハーラーを受け取ると私はそれを自分の頭の上に押し戴いた もう一度子供時分に戻つて
ダーダーの首に抱きついてもはや文字どおり眩いばかりに輝いている白いあごひげを撫でて「ダー
ダー,ダー ダー」と呼んでみたい衝動に駆られた だが,もはや私が子供に戻れるわけもなく言葉
遣いにもあの幼い頃の無邪気さも清らかさも失せてしまっていた.英語教育の学校の雰囲気に育て
られたぎこちない感じが何事にも現れるようになつていたのだ だが,ただ一つだけまだ清らかな
ものが残つていた。溢れ出た涙が私の身を浄めダーダーの足元に注がれたのだつた
メッカ巡礼から戻つたダーダーはほとんどの時間をお祈りに費やすようになった。一日中手には
数珠の玉が繰られ口にはアッラーの御名が唱えられるようになつた 近郷近在で重きをなす人とし
て知られるようになり大きなもめごとが起きれば随分遠方からヒンドゥー 教徒のものであれイスラ
ム教徒のものであれ仲裁役を依頼されるようになつた その誠実な人柄が世間に知れ渡つていた
ダーダーのかねてからの願いはマスジド (モスク)を建立することだつた 私の伯父が建立した
寺院はダーダーの施工になるものであった ダーダーは当時は一介のレンガ職人であつたのだが,
もしも神様の御カロ護があれば自分もモスクを建立したいものだといつも話していた
神様の思し召しがありついにその日がやつて来た ダーダーのキスクが完成したのだ 村人たち
のためのこじんまりしたモスクだがとても美しい造りのもので,ダー ダーが生涯をかけて獲得した
技術がつぎ込まれたものだった。もはや自分の手で左官こてを握ったりれんがを削る金槌を振るう
だけの力は残つてはいなかったが,一日中現場に腰を下ろしてれんがの一つ一つのつなぎ目に気を
配つていた モスクの内側のアラベスクのデザインはダーダーが自ら描いたものでありその彫りは
ダーダーの緻密な監督と指導の下に行われた
伯父の所有していた林には紫檀やチーク,パラミツなどの建材になる木が沢山植えられていた.
モスクの建立に用いられた木材はすべてその林に産したものだった。
モスクの竣工式の日は近郷の主だった人たちが招待された。金曜日のことであり出席者全員がお
祈りを捧げた。訪れたヒンドゥー 教徒のもてなしにはヒンドゥー の菓子屋が呼ばれ様々な菓子がこ
しらえられた。パーンやショウズクも振る舞われた。今でも人々はその竣工式の日の来客に対する
ダーダーの心を尽くしたもてなしを忘れずにいる
時は移り時代は変わった.私はほとんど都会で暮らすようになった.都市部では来る日も来る日
もヒンドゥー とムスリムとの対立に起因する暴動が発生している まさに文字通り来る日も来る日
ものことだ.見ての通りだ.ヒンドゥー もムスリムも同じ道を歩いている 同じ店で買い物をして
いる人たちだ。同じ乗り物に膝をつきあわせて乗つている人たちだ 同じ学校で学んでいる人たち
だ 同じ職場で働いている人たちなのだ。ところがである 突然にだれもかれもが悪魔にとりつか
れてしまったのだ。叫び声,喚く声,必死に逃げ回る人,殴り合い,殺し合い,放火…ありとあら
ゆる犯罪行為に抑制が利かなくなつた だれもが家庭も身体も名誉も危険にさらされてしまって
いる 愛情,友愛,思いやりに取つて代わつて憎しみ,敵対心,残忍な殺人がのさばりはびこつて
いる
都会が罹ったこの病気は徐々に田舎にも広がり始めた 牛と奏楽 (1つとを巡つて言い争うように
なった。今までは生涯に亘つて屠畜場に自分の牛を売つてきていた本人がある日一頭の牛が殺され
ると聞いただけで幾人もの人間の首を勿1ねようとするまでになった。自分自身が結婚式や祭礼には
奏楽の欠かせない人たちであリムハッラムの悲しみの奏楽を盛大に行う人だちであるのに自分たち
のモスクの前を1分もかからずに奏楽しながら通り過ぎる人たちの上に血の雨を降らせようとする
のだ
一部のパンディットたち(16)がぅまいことをやつてのけ一部のムッラーたち (1つがこっそりやっ
てのけたのだ やれサンガタン(18)だのやれタンジーム(1のだのといった口実でいさかいと対立の
種が播かれるようになってしまった 梶棒が舞い短刀がきらめいた。こちらでは頭がかち割られあ
ちらでははらわたが飛び出た。どれほどの若者が死んだことか どれほどの家が焼き払われたこと
か。残つた田畑はイギリスの支配する裁判所の費用となつて競売に付されてしまった.
今年はスバーン・ダーダーの住む村のイスラム教徒までが祭礼に当たり雌牛を犠牲に棒げるとい
う噂が広まった 近隣に住むイスラム教徒の人口は少なかったのだが彼らの意気込みと言つたらな
かった.一方,ヒンドゥー 教徒はこれまで牛に特別の愛着を抱いていたわけではなかった。それよ
りも自分の土地や財産を誇らしく思う人たちであつた 両者の間の緊張は高まるばかりであつた.
ついには,なんとスバーン・ダーダーのモスクで雌牛が生け贄に供されるとの噂が広まつたのだ
「なんということだ。ダーダーのモスクで雌牛が生け贄に供されるとは一体全体何事だ それは
あり得ないことだ」
「もしそうなればおれたちの面目は丸潰れだ これだけのヒンドゥー が住んでいながら自分の母
親も同然の雌牛の首が勿1ねられたと言つて世間は騒ぎ立てるだろうよ」
「もしも本気で牛を助けるつもりならゴーラーゴー リー にある屠畜場を襲撃すべきではなかろう
か そしてもしわれわれに本当にその勇気があるのならムザッファルプル市に出かけて行つてイギ
リス軍の駐屯地を襲撃しようではないか ゴーラーゴー リー の屠畜場で処分されるのは老牛だが駐
屯地では元気な子牛が殺されているのだぞ」
「だけどそれはおれたちの目に見えぬ遠いところでの話ではないか これは『蝿と承知でどうし
て飲み込めようか』20とぃぅことなのさ」
「楯突くような物言いで悪いがね,わしは遠いとか近いとかの距離の問題ではないと思うのじゃ
問題はわれわれが本当の勇気を持つているかどうかということではないのかね.軍の駐屯地にあん
たが行こうとしないのはあそこではあんたが直に大砲の口を向けられるからなんだよ.ここのイス
ラム教徒はほんの一握りしかいないものだからあんたはやつつけようとはやつているんだよ」
「あなたはスバーン・カーンのひいきをなさっていますよ。それは依倍贔贋ですよ 大切なのは
信仰なのです 信仰が一番大切なものなのです」
一部の若者たちは私の伯父の話に腹を立て非難の言葉を浴びせると立ち上がり出て行つてしまっ
た だが,どんなに腹を立てようとわめき散らそうと伯父の同意なしには重要なことについてはだ
れ一人その先に足を踏み出すことは出来ないことになつていた
一方,スバーン・ダーダーの家にもムスリムたちが大勢押し掛けていた。どうしたことか,ダー
ダーは一体どこからそのような元気を得たのだろうか 熱をこめて厳しい口調で語つていた
「牛を生け贄に供するのは許さんぞ。わしはそんな馬鹿げた話は聞くつもりはない お前たちは
わしの前から立ち退いてくれ」
「なぜ牛を生け贄にするのがいけないんだ おれたちは自分の命が惜しいから自分たちの信仰を
捨てるというのか」
「わしが言うのはそのようなことは信仰とは関わりがないと言うことなのじゃ.わしはメッカの
巡礼に行つてきた コーランも読んだ。どうしても牛を犠牲に供すべきだということではないぞ.
アラビアでは羊や酪舵が一般に犠牲に供されておるということなのじゃ」
「だが,おれたちが牛を生け贄に棒げたからと言つてあいつらにそれを禁止する権限はないはず
だ おれたちの信仰のことになぜ口出しするのだ」
「あの人たちのことはあの人たちに尋ねるがいい わしはイスラムの教えを信じる者じゃ.ただ
の一度もアッラーの神様を忘れたことはないわ.よいか,わしはイスラームの信徒として言うてお
るのじゃ.牛を生け贄に供するのは認められん 断じて認めぬぞ.」
ダーダーのあごひげが右に左に揺れ顔は興奮のあまり紅潮していた 唇は小亥1みな動きを見せ体
までもが震えていた.その場の人たちは全員ダーダーのそのような様子を見て黙つていた だが一
人の若者が口を開いた
「ダーダーはお年を召していらつしゃるので離れたところにおいで下さい カーフィルたち(2o
には私たちが立ち向かいますから」
「カッルーよ, 日を慎むがいい お前はだれをカーフィル呼ばわりしているのじゃ。わしの歳の
ことは言うまでもない わしはもはやこの世から去り行く身じゃ まずはわしを生け贄にしてから
なら牛を生け贄にすることが出来ようぞ」
ダーダーはその緊張が最高に張りつめた状況でモスクの中に入つた 祈りを捧げた.それから数
珠を手にしてモスクの入り口に座り込んでこう言つた.
「この中にはわしの死骸を乗り越えた者しか入らせん」
そう言うとダーダーは腰を下ろした。日は閉じられている。だが,止めどもなく流れ落ちる涙は
頬を伝いあごひげを濡らして滴り続ける。手には数珠が繰られ唇はかすかに動いている その動き
がなければダーダーの姿はまるで大理石の彫像とも思える。やがてモスクの近くに人々が集まり始
めた。初めはムスリム,次にヒンドゥー .もはや牛を生け贄にする問題はダーダーの涙に流し去ら
れてどこかへ行つてしまつた.ダー ダニは神が遣わされた人のように思えた その全身からは親愛
と友愛のメッセージが大気の中に広がって行くのであつた
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つい先日のこと 妻が私の2年間に亘る長い獄中生活の後,ついにガヤーの中央刑務所に面会に
やって来た この長きに亘る別離の後,彼女が私に手渡してくれたものは独特の編み方で編まれた
絹や木綿の組み紐や飾り組のお守りであつた
「これはスーラジ・デーオター (22)のお守りですよ,これはアナンタ。デオター。つのお守りで
すよ, これはグラーム・デーオター (2→のお守りですよ」と彼女は言いながら一つ一つ手渡した。
そして最後にこう言つた 「これはフサイン・サーハブのお守りですよ お願いですからこれを忘れ
ずに身につけていて下さいね」
これらはみな私の母が子供を授かるために祈願した時の思い出の品々である.母が去り父も去り
妻は4人の子供の母親となり私は父親となつている.だが,今日に至るまでこの願掛けの誓いは守
られてきている 妻は私が無神論者なのを知つているので,母が願掛けをした神様たちの縁日には
決まつてそれぞれのお守りを私の首にかけてくれていた。その日はこの刑務所の中では看守と公安
警察を前にしてはそれはしなかつたものの抜かりなく私にお守りを怠りなく身につけることを約束
させた。私も笑つて応じ彼女を安心させたのであつた。
妻は帰って行つた だがそれらのお守りは今も私の衣裳缶に大切にしまわれている
衣裳缶を開く度毎にそしてフサイン・サーハブのお守りを目にする度に二つの不思議な光景が目
に浮かぶ 一つの光景はカルバラーのものだ。
一方にはわずか72人の人たち。その中には女子供もいる この小さな集団を率いるのがハズラ
ト・フサイン・サーハブである。この人は幾度もクーファの玉座に招かれた人であるが,今や掌一
杯の水すら得られない状況に立ち至っている。その前をユーフラテス川が流れているのだが,岸辺
にはずらりと見張りが立ち水が得られないような状況にある 悪辣にして頑迷なヤジー ドに服従す
るかそれとも渇して苦しみもだえて死ぬるか.
子供たちは渇きに喉をかきむしり母親と姉妹はのたうちまわつている。ああ,掌に一掬いの水を
くれ 愛し子の喉は渇ききり息は絶えんばかり.水,水,水だ,掌に一掬いの水をくれ .
「水は川となって流れてあり 名誉も富も少なからず恵んでくれようぞ 汝はラスールの孫なれ
ばなり されどその条件はただ一つ,ヤジー ドの手を握り臣従の誓いを致すべし」
「ヤジー ドの手を握り臣従の誓いを致せとは.悪辣にして頑迷なるヤジードに服従せよとは。そ
れもラスールの孫に それは断じてあり得ぬこと。それよりは我ら掌一杯の水に溺れ死ぬることを
選ぶものなり 左様な卑しきことをラスールの孫は断じて致さぬものなり されど子供たちのため
には水は是非とも得るべし.このままもだえ苦しみ死なせることはならず」
一方は女子供も含めてわずか72人の人々 これに対するは悪辣非道なヤジー ドの率いる装備抜
かりなき大軍 戦闘が行われる。ハズラト・フサインとその一行はカルバラーの野で殉教する.殉
教者たちの血でその砂漠の土は真赤に染まる 子供たちがもだえ苦しむさまと女性たちの悲鳴で辺
りに戦慄が走る このようなあまりにも悲惨な出来事は世界の歴史にも稀である ムハッラムの祭
はまさにその日の悲しみに満ちた出来事を記憶に留めるためのものなのだ。世界中ですべてのイス
ラム教徒が認めるものだ 友愛の情が深まりついにはヒンドゥー 教徒までもがこの祭を自分たちの
ものとしたのであつた。それは如何にももつともなことであつた.
そして目に浮かぶもう一つの光景とはスバーン・ダーダーにまつわるものだ いつも肩車をして
もらつてムハッラムを見物に行つていたあのダーダーのことだ。
あの広い額,白いあごひげ,優しさ溢れる眼差し,あの蜜のような甘美な言葉の出てくる口元 ,
光り輝いている面 若い時分は信心と仕事に等しく時を分かち年老いてはアッラーの神に没入した
人.識見は高く愛情の泉はつきることなく湧き出てくる人 その泉は自他の区別なく万人の心を潤
し浄める.
私はカルバラーの殉教者の前に脆き,あのなつかしいダーダーの前に頭を垂れ真心こめて合掌
する.
注
(1)「蝿と承知で」 原題は本書の他の作品の場合とと同じく,主人公の名前スバーン・カーンか
ら採られているが,小訳では本文中に用いられた諺から採つた.→(20)
(2)スバ~ン・ダーダー (スバーンおじいさん)原文では― “
可であるが,より正確には恐
らくスブハーン・ダーダー、躁:.¬面 であろうと思われる。ダーダーと言う言葉は多様な意味に用
いられる。すなわち,「父方の祖父」の意味に用いられるほか「老人」への敬意をこめた呼びかけ
の言葉としても用いられ,兄や兄貴分などの意にもよく用いられる
(3)ラスール(rasil)イスラム教で預言者のうち神の教えであるシャリー ア (シャリー ア ト)を
伝える使徒の意.ここでは預言者ムハンマ ド (マホメット)を指す
(4)ナツメヤシの実 カジュール (● 。ヽ)とはナツメヤシの本とその果実の意を表すが,その果
実の乾燥度の低いものもカジュールと呼ばれる。これに対してチュハーラー(ν〔Iく1)はそれの固く
乾燥されたものの呼称である (lVe」th of lndia,VIII,p18)
(5)フサイン・サーハブ 第4代カリフ,アリーと預言者ムハンマ ドの娘ファーティマとの第
二子でシーア派第3代のイマーム・フサイン (626‐80).ウマイヤ朝第2代カリフとなつたヤジー
ド (ヤズィー ド)の世襲による即位を認めずそのため殉教した。サーハブは敬称 ここではカルバ
ラー (現イラク)での殉教を悼み毎年イスラム暦ムハッラム月10日に行われるその殉教の哀悼行
事タージヤ (タアズィヤ)及びその際街を練り歩くフサインの墓廟の模型である棺架の行列に言及
している
(0 パイク(pぶkt市)ペルシア語由来の語で本来は使いの者,飛脚などの意を表すが,ここで
は上記のタージヤ (タアズィヤ)の行列の前を走る者,先導者の意.→(9).
“
)願掛け 筆者の母親はヒンドゥー 教徒としてヒンドゥー 教の寺社で子授け祈願を幾度も行つ
たが,併せてイマーム・フサインにも子授け祈願をしたということである 聖者廟にも参詣して祈
願したものと思われるが,そのことについての言及はない.→(5)
(8)ジヤネーウーー  これはヤジュノパヴィータ
“
奇哺青)とも呼ばれるもので,カー ス ト・
ヒンドゥー (いわゆる上位のカース ト内ヒンドゥー )の男子がヒンドゥー 教徒としての誕生を認め
られる人生儀礼を経て身につけることが許される聖紐 儀式は十歳前後から青年期にかけて行われ
るのが一般的である。
(9)ムハッラムの祭 ヒジュラ暦の第一月であるムハッラム月の10日に行われる祭.アー シュー
ラーと呼ばれる.シー ア派にとつてはシーア派第二代のイマーム・フサインの殉教の日でありこれ
を哀悼する行事が行われる
(10)夕~ジヤ (ta`Ziya rf―)ア~シユ~ラー ,すなわち,ムハッラム祭においてそれを担い
だり運搬したりして街を練り歩く竹や色紙などでこしらえたイマニム・フサインの墓廟の模型であ
る棺架,ないしは,山車や輿 .
(11)カルバラー(karbala)(1)現在はイラク領内のユーフラテス川沿いの都市であるが,イマー
ム・フサインが殉教した場所としてシーア派の人たちが巡礼 。参詣する聖地 (2)ここで言及され
ているのは,ター ジヤを市街で練り歩いた後埋める場所のことである タージヤの出るところでは
それぞれにカルバラーがある (のイスラム教徒の礼拝所や埋葬地 
“
)水の得難い土地.
(12)イードm)とバクリー ド (バカルイー ド)(baqar ld)イー ドはイスラム教の祭を指す言
葉であるが,前者はヒジュラ暦9月,すなわち,ラマダーン月の断食が明けた際の断食明けの祭 ,
すなわち,イー ド・アル・フィトル (ヒジュラ暦 10月10日),後者は動物の供犠の行われる犠牲
祭イー ド・アル・ア ドハー (ヒジュラ暦 12月10日)を指している.
(13)ホ~リー祭やディーワーリー祭 いずれもヒンドゥー 教の祭で前者はインド暦の 12月,
パールグン月の白半15日の春祭,後者は富の女神ラクシュミー 神に祈願するカールティク月,す
なわち,インド暦の8月の新月に祝われる秋祭 .
(14)プーア~,キ~ル,肉料理 プーアーwiは小麦粉に黒砂糖や白砂糖を加えて練ったパン
生地を円形にのして精製バターのギーで揚げた料理 キールきては米を砂糖を加えた牛孝しで煮たも
のである 乳粥とも訳される ここではご馳走の例として記されている 筆者の家庭 (ここでは母
方の祖父母の家)における日常的な肉食についての言及はなされていないが,ここでの言及は鶏肉
か山羊,あるいは、羊肉の料理がムスリムの客人のためにヒンドゥー の家庭でこしらえられていた
ことを意味するものと考えてよいだろう
(15)牛と奏楽 原文には雌牛とあるが,雌牛とは限らない ただし,人の子に乳を与える雌牛
を母親と重ね合わせるヒンドゥー 教徒の思考がこの問題で大きく作用したことは確かである 1922
年以降,食用やイスラム教徒の供犠のために牛を屠ることやヒンドゥー 教徒が祝い事や祭礼に際し
てモスクの近辺で奏楽すること,たとえほんの僅かの時間通過するためだけにせよそれが問題視さ
れ騒乱の原因とされるようになった.ここではこれが反英抗争・反英民族運動の停滞や頓挫を象徴
するものとなりいわゆるコミュナル騒擾と呼ばれる,ヒンドゥー とムスリムとの宗教間対立となつ
て行つたことに言及している
(16)パンディット 本来は学識ある人,学者や学僧などの意であるが,ここではコミュナル騒
擾においてヒンドゥー 教徒の立場を過度に強調した人たちを指している.
(17)ムッラー,もしくは,モッラー 本来は,イスラム教についての深い知識を有する学者や
知識人を指すが,ここでは(16)のパンディットに対抗してイスラム教の立場の優越を偏狭な観点か
ら擁護しようとしたイスラム教の学者や知識人を指している
(18)サンガタン赫  これは組織化とか団結などの意を持つ言葉であるが,非ヒンドゥー 教
徒のヒンドゥー 化や元ヒンドゥー 教徒の再改宗など19世紀後半に始まり20世紀に及ぶインド社会
の変動の中で生じたヒンドゥー 教徒の護教的,乃至は,宣教的な運動を指す
(19)タンジーム薇ヽ これもサンガタンと同様,組織化や団結の意を表すものでタブ リー グ
論 とも呼ばれる。ただし,タブリー グはもつとあからさまに教えを広めること,宣教の意を表
しインド亜大陸におけるイスラム教への改宗や再改宗を指した
(20)蝿と承知で 原文では激奇蒻 熙a ttr―口 とある 直訳は「(それが)蝿だと (自
分の)日で見て (知って)いながらどうして飲み込むことができようか」となる.(BT)の表現で
は漱 蒻G Ta師可命 と少し異なるが,いずれもその意味は次の通りである (1)その結果を
承知の上で損を被ることはできないものだ (の面と向かつてなされた侮辱は我慢ならないものだ.
(21)力~フイル イスラム教において神への感謝をしない者,不信仰者,もしくは,無信仰者
のことを指すが,厳密な意味については様々な議論がなされてきている
(22)ス~ラジ・デーオター ぃ。ン市 スーリヤヾ とも呼ばれる太陽神 .
(23)アナント・デーオター ー れπ これはサンスクリット読みではアナンタ・デーヴァ
ターになリアナンタ・デーヴァ評汁 清″日でお と同義である アナンタ・デーヴァはインド神話
ではナーガ族の王でヴィシュヌ神をその体の上で眠らせるとされるシェーシャ・ナーガき「ョ可 の
ことも指すし,また,ヴィシュヌ神そのものともされる ここではバー ドラ月 (インド暦6月,陽
暦 8～9月)の白半14日に行われるブラタ (/ヴラタ),すなわち,断食願行の対象となるアナン
タ・デーヴァ (アナンタ神,ヴィシュヌ神の異名の一)のことである。この日のブラタでは一日中
の食事,もしくは,一食を塩断ちのものとすることになつている また,この日の儀礼ではウコン
で黄色に染められ 14個の結び目がつけられた木綿の紐が拝まれることになつている いずれのブ
ラタの際にも語られることになつているブラタ・カター,すなわち,縁起話と同様,この日に語ら
れる縁起話の聴間による御利益の一は確かに子授けである。
(24)グラーム・デーオター引T ttπ 村の創始者などと伝えられる村毎にまつられた固有の神
格であり, これだけの記述ではどのような神格であるのかを特定することはできない
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